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演習林研究報告第十三巻第二披

アカエゾマツ林の群務率的研究
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緒論

7カエソマヴ林の分布域 (第一園参照〉

アカヱゾマツ (PiceaGlehni MAST.) は本邦特有の樹種ピLて文久元年 GI~EHN に依り南

樺太彊庭問沿岸地帯留多加ーチピサ=聞の操j問地に護見せられたるもの怒り。アカエゾマツは

樺太に於ては僅かに亜庭問の宇都に隈られて生ピ，旦共部分に於て寧ろ稀に見るに過ぎや。然

るに北海道に於ては南部を除き多くは集圏在なして蘭く分布し，特に北部及東部に於ては時と

して贋i開なる森林を構成し..南千島に及ぶ。アカエゾマツ分布域，調査地及主主主る踏査地黙を

示さんに第一闘の如く，叉主要なる林地を翠ぐれば次買の如し。

第ー回 アカエゾマツ分布域圃 ・は調査地 Oは主なるE賢建地

「

~-< 

ザ



E林地JC主要たるアカエゾマツ林の所在地〕

樺太

大j白支鹿: 蕗庭i萄活岸

北海道
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北見園: 兜沼附近，鬼士別附近，潰頓別附近，枝幸附近，西部北見山脈東側，湧別川支

、流生田原川上流，置戸及温根湯固有林，釧北園境木禽岳，利尻島

天盟園:天型川沿岸，北犬天曹揖習林

.石狩園: 雨龍川沿岸，石北囲境ポンルベシペ上流浮島ケ原，大雲山愛山漢上部沼之原山

及旭岳附近，紳威山附近，夕張岳，定山漢詩近

後志周:岩尾登附近

謄振園: 羊蹄山，ムイネシリ岳山塊，尻llJJJII上流，樽前山麓

日高園: アポイ岳及附近山地

十勝闇:然別沼附近，音更川三位附近

釧路間:控別トマム川上流，雌河寒岳を恥らとする地帯，上尾幌附近，尾幌

根室園: 別営賀附近，落石附近，温根塘附近，春闘岱(風蓮湖畔)

千島

園後島: ー菱内湖附近，古釜布附近

色丹島: 色丹松原附近

揮捉島:神居古海附近

倫散在的には上記の地賠より以南に於て黒松内低地帯(長高部ー黒松内一潮路〉附近に分

布し，日高様似地方に於てはトドマツ， ゴ‘エフマツ等と混清するとと多し。叉西部離島に於て

は利尻島の他，天醗焼尻島に産する記録あり。一方千島列島1'1:於ては，南千島岡後，色丹，揮

捉の三島に産すちも，園後島に最も多し。

之を要するにアカエグマツの分布域は ENGLER1、の北帯 Noerdlichesextratropisches oder 

boreales Florenreich 中の東亜温帯 Temperiertes Ostasien 1'1:所属し，更に此の匿の一部友る

北日本地方 Provinzdes noerdlichen J apan の北部に極限す。而して叉工藤博士2) の蝦夷直

Yezoscher Bezirk 1'1:産すと言ふぺく，著者3)の東.!ll!温帯，北部移行亜匝系医，北日本匪蝦夷地

方に生やる特有なる樹種なり。

7カエザマヴの分布限界

1. 北限地帯tc於けるアカエゾマツ(第三圃〉

1) EJQ:GLER-DmLS: Syllabus der PAanzenfamilien， 3.57. (1936). (昭和11年).
2) KUDO， Y.: Oesterr. Bot. Zeitschr. LXXXVI. 208. (1927). (昭和2年J.
3) 舘脇提:北日本森林樹掲の分布.(1941). (昭和16年J.
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樺太に於けるアカエゾマツは共分布域極めて狭<，亜庭湾沿岸北部の混原に之を見るの

み。其主主にる所生地』よ次の如し。

連庭i轡東岸一一遠淵糊畔及何日川流域，宮内湖南岸附近，貝塚附近

亙庭i湾西培一一留多加町附近，江ノ浦附近(北限地〉

是等地方には昔時相官の大任木存在せしものの如きも，多〈は伐採せられ或は数度の山火

の篇に林地は一般に衰退し，現在胸高直径30cmに建するものは極めて稀なり。上記の育地中，

亜庭韓東北部の遠淵湖畔及何日川流域，宮内湖附近に生やるもののみはグイマツ， トドマツと

混請し，諸所に林業的純林伊-6阻〉をと構成するも，其他のものは散生的にグイマツと混じ鼎

在するに過ぎ十。

A. 亜庭濁束帯アカヱゾマツ林(第一回収〉

(1) 建淵湖附近アカエゾマツ林〈第一踊阪第ー阻〉

本体は大泊支鹿長潰郡長演村和愛湖と遠淵湖により劃せられたれたる撮原I(大泊林務審日

101， 102， ]03林班〉に仔-在L，東西6km，南北

2kmの地域に成林す。局部的に約 1陪程度。圏

棋をなしアカエゾマツの一再林を形成するも，

漁潤なる部分に於てはグイマツと混滑す。向此

附近に於けるトドマツは梢k乾燥せる部分に見

るのみにしてアカエゾマツ，グイマツに比較す

れば其数量権めて少し。本林西側長潰寄りの部

分は山火に遭ひ焼存の根株思在し荒塞たる景観

を呈するも，アカヱゾマツの稚樹はグイマツと

共に旺盛怒る勢を以て箆生しつ』あり。批附近

のアカエゾマツ林は漁原林と移行林とに大別し得ぺし。

第二画アカエゾマツ分布の北限

〈漁原林〕 語草原中に生やるはアカエゾマツーグイマツの混滑林にして，アカエゾマツに

は胸高直径15-25cm，樹高10ー18mのもの最も多て，グイマツも大径木は殆E伐採せられ，胸高

直径・lOcmを越ゆるものは稀たり。林床植物にはヤマドリゼンマイ，イソツツジ類，コケモモ最

も多く，再類， ミツパワウレン，ホロムイツツジ等之に次ぎ1)シリピヤクシン，ガンカウラ

ン，クロマメノキ，ホロムイスヂ，ワタスヂ1)シリヰ等を混と，所に依りイハノガリヤスを

多くi昆生す。

仁移行林】 操原0梢々乾燥せる地艶にはアカエゾマツートドマツ信清林が漁原林よりト

ドマツーエゾマツ林への移行林として出現す。此部分に於てアカヱゾマツ， .トドマツは共に胸

高直径10-20cm，樹高5ー15mの小傾木より成る。林床にはゴゼンタチパナ，イソツツジ類最

も多く， ミツバワウレン，シロワレモカウ，コエフラクツツジ，コケモモ，イハツツジ，オホ

バスノキ，ホロムイスグ，ツルツグ，マヒヅルサウ等を生じ，ヲガラパナの稚樹を僅に生令。
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〔山火跡地〉 上記林地の西側長潰寄りに山火跡地あり。境存根株，倒壊木の累々たる間

よPアカヱゾ干ツ稚樹(樹高1m未満〉が集圏的に密生L，共生長は現在著しく良好の如し。

林床には醇類の土佐ヤチヤナギ，ガンカウラン，ホロムイツツジ，イツツツジ類，コケモモ多

く，マ JL-パシモツヶ，ヤナギラン，ゴゼンタチバナ，コガネギク，ネムロスヂ，ワタベヂ，イ

ハノガリヤス，キタヨシ混在す。

(2) 何日川附近アカヱゾγ ツ林(第一闘版第二掴〉

本林は遠淵湖北岸5競より何回JIJ分流駐を結ぷ何日川林道南側の混原中(大泊林務署106ー

107林班〉に成林す。前記遠淵湖畔及富向湖畔のものと同じく操原に生ぜるアカエゾマツ林に

して，其構成欣態も遠淵湖畔のものと大差なく唯ハヒマツが所により混入す。即ち湯潤なる部

分に於てはグイマツと混潜し精々高燥の地かi或は排水良〈乾燥するに従ひトドマツ侵入して

群落の移行を示せP。

〔鴻原林〕 操原中に生やるはアカエゾマツーグイマツ林にして，アカヱメマツは最も犬

たるものと離も胸高直径30cmtc建ずるは穏にて，概ね5-25cmのもの最も多し。グイマツには

3ト-40cmに達するものも屡々見らるb他に混滑ずる樹種としてはハヒマツ及ナナカマド，ヒロ

ハツ Fパナ等の幼樹あり。林床植物とじては蘇類，ヤマド Pゼンマイ，イソツツジ類，コケモ

モ最も多<，ガンカウラン，ク口マメノキホロムイツツジ之に次ぎ1}シ習ピヤクシン，ミ

ツバワウレン，マウセンゴケ'Y-vト Fサウ，エゾザハアザミ，ネムロスグ，ワタスグ，イハ

ノRガPヤス1}手，1}ヰ，ェゾカンサウ等混生す。

〔移行林〕 湯原より趨潤林へ移行ずる地黙に出現ずるはアカエゾマツートドマツ林にし

て，アカヱグマツは胸高直径15-25cmのもの多く，梼に30cmtc達するものあP。トドマツは

概ね胸高直径ふ-15cm友石も其稚樹も多く護生せり。林床植物はゴゼンタチパ，ナ最も多く，ホ

ソパノタウグシパ，コイチヤクサウ，イソツツジ類，マヒヅルサウ之tc次ぎ，共他コミヤマカ

タパミ，ツルツグ，コエフラクツツジ，オホパスノキ， ミミカウ毛P等混生L，ナナカマドの

雅樹散生す。此慮I'C.注目すべきは本林地に於てはトドマツの更新のみ著しく，アカエゾマツの

稚樹を殆ど見ざる事友P。即ち育地が漁性より遁潤性と成るに従ひアカエゾマツ林はトドマツ

林に移行する事を示すものにで，育地の乾掃が群落推移の方向を決定する一例と言ふペLo

B. !ffi庭i聾西岸アカエゾマツ 〈第二幽収〉

(3) 留多加附近アカエゾマツ (第二臨阪第一圃〉

留多加附近は海岸白砂潰より直ちに低平なる撮原に謹り，此湯原に生守るグイマツ林中に

アカエゾマツ散生的に混生せP。中には稀に胸高直径25cm，樹高8mに建するものあるも，多

くは胸高直径←8cm，樹高2-5m程度のものなり。此附近一帯は山火跡地にして鱈存木の伐根

各所に建存す。現在のグイマツ，アカヱゾマツは山火後に生ぜるものにして，焼跡の伐根より

見ればナカエゾマツは以前には相官の大極木存在せしものの如Lo;:3たに比較的アカエゾマツ多

き西留多加海岸及び留多加海岸の雨林地に就いて記述す。

〔西留多加海岸湯原J f本操原は海岸より約500m程内陸に位し，此慮にはグイ-v'Y ，アカ
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エゾマツ共に散生的に生じアカエゾマツは所・謂ヤチシンヨ型をたせり。此の地の撮原は精々

乾燥に傾き林床植物にはイソツツジ類，ヤチヤナギ，ホロムイツツジを主とし，ガンカウラン，

ミツバワ汐レン，ツルツグ，コケモモ，ツルコケモモ，ヒメシヤタナヂ，ホロムイスヂ，ワタ

スゲ， 'エゾカンサウ等を生すら

〔留多加海岸コ アカヱゾマツは海岸を距る約100-2∞mの地域に生や。所々に低漁の部
分あるも一般には比較的乾燥せる山火跡地にして，アカエゾマツ，グイマツ及びトドマツはエ

ゾマツ，シラカジパ，ナナカマド等の稚樹族生する聞に集圏献に生や。而してアカエゾマツの

1 生育状況は他の針葉樹種と共に鷺くべき旺盛さを示せりo共最大なるものは胸高直径&m，樹

高約4mにして，最も多きは樹高2m以下， 1平方米中に10量生本をと算する箇所を屡々観察せり。林

床にはコケモモ最も多く，ヒカグノカヅラ，マンネンスギ，ヤナギラン，ゴゼンタチパナ，コ

イチヤクサウ，:t'ホウメガササウ，イハツツジ， リンネサウ，イハノガリヤス，マヒヅルサウ

を生十。向海岸寄りにはハマナス，エゾノカハラマツパ，ハマペンケイタチコゴメグサ，ヒ

メイズ牛等の海積植物を混入せり。

(4) 江之浦附近アカエゾマツ (第二割版第こ圃〉

留多カ目線江之浦附近より鱗道線以北ツイ川流域一帯漁原中にはグイマツと共にアカエゾマ

少の散生を見る。附近は至る所膝を設し歩行極めて困難t.l:る放態友り 6此附近tL生やるアカエ

ゾマツが現在知らる L分布の最北恨のものなるべし。本地域も留多加附近と同様既往の山火に

依り批老齢樹は皆無となり，胸高直控8cm，樹高4mに達するもの最大にして，樹高3-4m程阜

のものは数本宛集まる。倫其附近精々高き筒所には稚樹(樹高50cm)密生し，生育も比較的良

書子なり。林床にはヤマドリゼンマイ，ヤチヤナ

ギ，ゴケモモ，イソツツジ類最も多く，マウセ

ンゴケ，ガンカウラン，ヤナギラン， ミツ...-:ワ

ウレン，ツルコケモモ，ホロムイツツジ，キタ・
r 

ヨシ，ネムロスグ， ワタスヂ等を混生し， ヒロ

ハツ Pパナの幼樹僅に生ぜり。

アカエゾマツノ::ft限 上記の如くアカエ

メマツは其北限地帯陀於ては主として湯原に生

や。而して林地としては，遠淵湖畔，何日111流

境，宮内湖附近を，叉本和ドとしては江之浦園有

林，東経142度37分，北緯制度48分を北限界と

す。

2. 東限地帯tc:於けるアカエゾマツ 〔第三闘〉

〆

第三国 アカヨ巴ゾマツ分布の東限

1.チポイ 2.マスパ山，色丹松原 3.ー

ヨ皇内4.古釜布 5.オダイパケ;6.南方

地iJlIi.;7.榊威古湾

t 

南千島に於けるアカエゾマツD分布は比較的狭<，殊に色丹?揮捉雨島に於ては杢〈一部

分に止まる。今，各島に就て分布欣態を略述すぺし。

A. 園後鳥アカエグマタ林
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掴後島に於けるアカエゾマツ0分布は，太平洋に函せる中部の古釜布附近左中心とするも

のの如<.南部はー菱内湖附近，古丹消オムイ川上続，中部は古釜布の他， ポント沼畔，北部

は留夜別村セオイ，オグイパケ，オンネベツ}l(11:建L，又一部オコック商に産す。而してアヵ

エゾマクは漁原にも生じ，火山地にも生じ，叉穏に砂丘にも生や。操原系のアカエグマツ林は

太平洋商に散在し，其典型的なるは古釜布附近に之を見る。更に火山地系のものはー菱内湖附

近及羅臼岳(硫貰山〉中腹に之を見るベ<，砂丘系の一斑は古盆布附近に之を見るぺし。

(1) 古釜布附近アカエグマツ林

〔漁原林〉 古釜布附近大谷地の操原i'C.生ぜるアカエゾマツ林は三段林型をなし，樹高ら4

10m， 3-5m， 0.3-1 mの3群に分つととを得ぺし。梶原中央部所謂ヤヂシンヨ型を友す群落は

ミヅゴケ，スグ類を主慢とする高居操原に見るペしρ 此地のスグ類にはホロムイスヂ，ホロム

イクグ， ミカヅキグサ多く，禾本科植物としてはイハノガリヤス，チシマtl1Jヤス，ヌマガヤ

等生じ，又ヤマド Fゼンマイ，マウセンゴケ，ウメパチサウ，チングルマ，ガンカウラン，ツ

ルコケ母モ，サハギキヤウ， ミヅパセウ， ~チギパウシ，ホソパJ キゾチド F 等を階伴し，向

湛木としてヤチヤナギ，ハヒイヌツグ，ヱグイソツツジ，チシマイソツツジ等も生守。操原周

縁のアカエゾマヅは樹高高く，乾燥せる所には笹類を生じ，樹幹直下にはイハツツジ，ゴゼン

タチバナ，ガンカウラン，コミヤマカタパミ，コケモモ，マヒヅルサウ等を生ぜり。

〔砂丘林〕 古釜布市街南方にるる海岸砂丘上にアカエゾマツあり。而してアカエゾマツ

は純群落を1j:す場合と， トドマツを混滑ずるとととあり。是等の林に於てアカエゾマツは海岸

に近き程倭性にして屡々樹幹は屈曲し，樹輔の完全に伸長するものは少(，樹高は高くも 10m

を出でや。砂丘上に存在するものには既に旬筒欣を呈するものさへ散生す。下生植物としては

ミミカウモP多く，シラネワラピ，シラオヒハコベ，コミヤマカタバミ， ミヤマスミレ， ミヤ

マタ=タデ，ゴゼンタチパナ，イハツツジ，オホプキ，キタアザミ，ゴンダンスグ，マヒヅルサ

ウ，ギョウヂヤ且ン=ク，ツパメオモト等を生じ，蔓翠類としてはツルアヂサヰ，f草木として

はアヂサヰノ Pウツギるり。

B. 色丹島のアカエゾマツ

色丹島に於てはアカエゾマツの分布は極めて少し色丹松原，マスパ山，チポイ附近に之

を見る。而してマスパ山に於ては頂上附近にイハノガリヤスの周縁をもてる樹高2m飴の棄落

を見るのみ。チボイ附近に於ては北方に2個所豪落し，樹高5m，根本直径2O-24cm，大なる

は樹高9m，根本直径30cmありと言ふ。〈近藤利春氏に依る〉。又色丹松原に於ては共場原南西

隅に於て面積僅か2陪の地に樹高高くも6m前後の楽落を見るに過ぎ歩。此漁原はミヅゴケ類，

・'IJタスが，ホロムイズグを主慢とし1)手/)}ピヤクシン， ミツバワウレン，マウセンゴケ，ガ

ンカウラン，ェ、Fゴゼンタチ""7・，コツマト Pサウ，ヒメシヤクナグ，ヱゾイソツツジ，クロ

マメノキ，コケ毛モ，ツルコケモモ，ヒメラルコケモモ，ホヅバJキソチドP等を生十。

c.鐸捉島のアカエゾマツ
ヒトカザプ

揮捉島のアカエゾマツは草冠山を東に越えざるものの如(，南より見るにボンヌプリ，紳
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戚古源開近に群生し，叉習ヤウス附近に産ずるを聞けり。紳威古海附近~於ては岩石曜に生ヒ，

大2主主ものも橋弘直径約40cm以下，樹高却m以下なり。

アカエゾマツ分布の東理 之、を要するにアカエゾ"T':tは東E良地帯に於ては，湯原，砂丘，

岩磯地等に生守るも大君主る群落の形成主主(，分布の東限は搾捉島神威古揮附近にして北緯44度

随分，東経147度11分たりα

3. 南西限地帯に於けるアカヱゾマツ (第向田〉

北海道南西部に於けるアカエゾマツは比較的分布磁域を限られ，後志，謄振の南圃には之

が分布を見るも渡島問に及ば守。積丹半島西部に於では盃日!，古宇川上流〈倶知安瞥林直署岩

内事業匝第38，第42，第日，第56林班〉に散生状態tc:分布し，殊tr:牛島の脊稜部に多し。(第五回〉

商して積丹半島より南部を見るに，倶知安附近クドサン，尻>>OJlU二流東岸，岩尾山塊，蝦夷富

士，園縫附近tとiPJt。依って共代表的なるものとして後三者。林地概況を逮ペ，以てアカエグ

守ツ分布の南西限に闘する資料に供ぜむとす。

A. 費尾登山塊アカコ且ゾマツ林〈第三回版】

北海道陣南部の名峰として知られたる蝦夷富士に相封し，西方に10∞m以上の火山群あり。

第四回アカ冨ゾマツ分
布の南西限

〈賓線は固有林，戦線は地方・林〉

第五圃アカ%.ゾマツ分布
の菌限

(験学は園有林林坊主名〉

1....' 
~一喝一一一ー一四d

第六圃アカ%.ヅマツ分
布の南限

〈般字は闘有林体嵯名J

是等火山群は=セコアンヌプリ (1308.5m)を主l峰とし岩尾ヌプリ (1154m)，チセヌプ1)(1134.5 

m)の3峰を主主主るものとす。チセヌプF北側には池沼及撮原あり。池沼としては東より大沼，

紳仙沼，長沼等あり。是等池沼附近に漁原系アカエゾマツ林あり。梶原中央のアカエゾマツは

鰻性型たるも，周縁に於ける大なるものは，胸高直控40cmを超え-，樹高20m以上に謹す。紳仙沼

は其代表的なるものにしてチセヌプリの北々西麓高距740mにあり。附近撮原は東西300m，南

北500mなる織性四坦地に在りてヂ沼は東北側rc位す。本梶原は概，伝平坦にして，ミヅゴケ類，

ヌマガヤ，ホロムイスグ，ワタスグ多，(，ツルコケ・''C-モ，チングルマも極めて普通にして， シ

ヤウジヤウバカマ，ミヅバセウ，シロワレモカウ，マウセンゴケ等を混生し，地表に7K蘇遣う

り。柏々乾性の廃には圏欣にハヒマツ及チシマザサあり。漁原の周縁部及沼の周囲にアカエゾ

?ツ成林し，共下居には屡々ハヒマツをsPび，外方rz:行くに従ひチシマザサを混入す。

本アカエゾマツ林は滋原の西北側関縁部及神!lU沼の周園をと帯献に取国みて約3悶の地積に
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亙り成林ずるものにして，、共幅最も康き所は豹50mに遼す。櫨原中心に近く混i問著しき部分kC.

生ぜるものは樹高生長甚しく阻害せられ，肥大生長ーに伴はや，所謂ヤチシンコの型をとり，外

紘部に歪り乾度を加1ふるに従ひ樹幹生長は梢々肥大生長に伴ぴ樹幹の屈曲も比較的少し法1E

E常設育に近き枝~~4~ を形成するK至る。通常胸高直径15-30cm，樹高15-20m限度の護育を私

せるを主木とすれど，稀には胸高直径60cm，樹高30cmtc建するものありoill滑樹種としては

ハヒマツ多く殆E林地全般に混入し，他は僅にコシアプラの稚樹を生十るのみ。倫瀧木屠には

ナナカマド，ヱゾクロ.ウスゴ，ハヒイヌツグ，コヱプラクツツジ，アカミノイヌツグ， ミネカ

ヘデ，ハナヒ Fノキ，ムラサキヤシホ，ムシカリ，ツルシキミ，オホパスノキ，チシマザサ等

めり。林床植物としてはスグ類， ヒメイチグ， ミヅパセウ， ミツバワウレン，マヒヅルサウ，

ヒカグノカヅラ多く生じ，ツルコケモモ， ショウジヨウバカマ等も生十。本林の内縁部は漁原

の革本を主とし，前記瀧木唐を構成するものの数も少(，丈低し。されど外縁部tc至るに従っ

て革本の教は減じ下唐はj桂木優勢となり，特にチシマザサ旺盛となる。更に外方に進めば，i:控

木唐Zコ高さは3m以上にも及び，チシマザサ， グケカンパ群落へと移行す。

B. 謄振園羊蹄山麓のアカエゾマツ林

羊蹄山に於てアカエゾマツは山腹tl:分布し，中に純林あるも其代表的なるものは北西麓の

一部(面積3悶)，南麓にるりてはアカエゾマツーエゾマウ林となり，共に岩石系なり。

仁真狩別のアカエゾマツ〕 謄張関羊蹄山のIE南麓異狩別村に特殊林相あり。此地は函館

本線狩太騨の東約IOkm白地鮪に在り。往古蝦夷富士噴火の際，熔岩流に依り生ぜる紫蘇輝石安

山岩の集積よりなる岩石地に，表土薄く摩き所と!1mも14-18cmの落葉脅糖るるに過ぎや。該林

はアカエゾマツとエゾマツを主木とし，アカエゾマツは約40%を占むるものと推定せらる。雨

してアカエゾマツは殊に斜面地及岩塊間際茜しき所に多く，樹高2C-.'30m，胸高直径2Q--80cm，

エメマツの他にト rマツを混生し，向ヨシアプラ.ェゾイタヤ，タラノキ，ダケカンバ，ウダ

イカンバ，アヲダモ，ホホノキ， ヒロハノキハダ， シウリザクラ， ミヅナラ，ナナカマド，オ

ンコ，シナノキ，オヒヤウ等を混滑す。小喬木たるヲガラパナは多量に混生すL濯木にはオホ
カメノキ，ムラサキヤシホツツジ，コエフラグツツジ，オホパスノキ等めり。蔓草類にはイハ

ガラミ，ツタウルシ， ミヤママタタピ，ヤマプダウ等普通にして，羊趨類にはミヤマワラピ，

シラネワラピ，革本にはミヤマスミレ，コミヤマカタバミ，エゾョツパムグラ等の革本多し。

C. 耀振園園縫ワルイ川のアカエゾマツ (第六闘〕

従来よりアカエゾマツの分布は一般に尻別111を以て境せらる Lものと信ぜられしが，此h量

に全く飛地的に長高部と閤縫聞にアカエメマツの育地報ぜられたり。此_0園地は既に大1E13

年(富僅錦吾氏に依る〉及昭和10年頃既に一部伐採せられたる所にして，函館皆林~苦ー長高部

事業匿にあり。ポンワルイ川(函館皆林匡苦第8，第9;1;本班〉及園縫川のー支流マサカリオンコ

ナイの流域(函館替林直署第1林班)に分布す。場所に依りては散生的に楽落し，胸高直径60

cm前後のもの多数生巴居りしものと言はる。

ア主玉三二三之丞童全面軍事基 斯くてアカエゾマツ南西分布臨地帯を見るに蝦夷富士，治
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尾登山塊のものは林地的に生やるも，囲縫附近のものは小閣をなぜり。森林としての分布は尻• >>11川及其支流真狩別川以北に止まり，之より西南部の後志及渡島にはアカエゾマク林を見守。

而して黒松内低地帯以南には森林を形成せや，唯例外的に林木分布の最南限は園縫川のー支流

マサカリオンコナイに建す。故にアカエゾマツの森林分布の西限は岩尾登山塊にして北緯42度

54分，東保140度35分の地にるり。林木分布の西限は積丹牛島南東部盃川，古字川上流にして特

に古宇川上流北緯43度10分，東径140度30分，又南限は園縫川にして北緯42度28分，東径140度

18分に及ぷ。

7力:r.'1マヴ林の群落皐的碗究

アカエゾマツ林は気候的安定林型と見倣さるるトドマツ林帯に立林ずる森林にして，之が

成林は特殊の環境要因に支配せらるるものの如く，特に土地的保件の制約を受くる所大たり。

従ってアカエゾマツ林の成因と構成に闘する生態群落皐的研究は，北日本森林苦手落中最も興味

多きものなり。主主にアカエゾマツ林に閥する今日迄の研究資料を総合し，群落率的考察に基き

て之を分類すれば下記の6系となし得ぺしD

1. 描原系アカエゾマツ林

11. 蛇紋岩地系アカエグマツ林

IlI. 火山次磯地系アカエゾマツ林

IV. 砂丘系アカエゾマツ林

V. 岩礁地系アカエゾマツ林

VI. 山火跡地系アカエゾマツ林

以下之等6系のアカエゾマツ林に封し共所在地と代表的林地に就きて順弐之が群落接的記

述をなすべし。

群落調査法

群落の構造を知らむが馬，調査各地アカエゾマツ林の悶況を示し，又各系の典型的なる林

地K就きて共構造を究明せむが露，共慮に存在する各種の植物を敢量的に調査せり。調査の方

法としては，方形区法，帯状区法，続放区法を併用せり。而して帯吠直は林地内鮮落の種類と

共傍成及林木群落の移行関係を明かにせむが需に用0.， 組欣ll(は多くの場合帯紙匿の長軸に泊

ひて設け，之に依り主として下居群落の構造並に林木群落会下屠群落との移行関係を求1/)，右

形匿は帯形、直又は共附近に於て標準となるぺき所に必要に臨じて設定し，更に之に就いて詳細

に群落構造を調査せるものなれ

向下屠群落に封して，瀧木居，革本唐，蘇苔屠のr~別を判然となし得ざる場合には，以上 3

居を林床とし，特に各居が判然と群落する場合には夫々の騒を明記せり。又蘇苔屠は特に地床

と記するととるり。瀧木居に於て10ー20cm~ ものを小瀧木， 20cm以下のもりを稜瀧木とせり o
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叉群落皐位としては抽象的なる群叢，基群叢を用ひ歩， r群」なる語を採用して賓在的意味
を明にす。

第ー章 濃原案7カX'J'マヴ林

アカエゾマツ林の大部分は本系に麗し，北海道各地に之を見るも特に北部及東部地方に多

く，叉高山地帯にも之を見る C 著者の踏査せる地賠を翠げむに次の如し。

利尻島: オタドマリ

北見周: 讃頓別

ヲミ鷹園: コクネツプ，北大天盤演習林中峯之子

石狩園: 大雪山葉少石北園境ポンルベシペ上流，ムイネシリ岳

後志園:岩尾登山塊

十勝園: 然別湖畔

釧路園:、トマム川流域，m湯附近，上尾幌
、根室園:落石l押，落石，温根婿，西和田

園後島: 古釜布

色丹島:色丹松原

以上の内，高山i島原林として大雪山実愛山渓上部，高居操原林として落石岬，中間湯原林

として上尾幌及温根塘，蛇紋岩地帯構原林として中峯之子，更に火山地帯揚原林として湯111ア

カエゾマツ林に夫々調査地を設定し，之に群落接的調査を進めたり。

1. 石狩圏愛山j実上部アカエゾマツ林(第四園版〕

，.群落概況

大零山桑附近に於ける操原系アカエゾマツ林は，沼之原山，松山温泉登山口上部及愛山渓

温泉上部に見らるo此内愛山渓上部に於けるアカヱゾマツ林は主として霧ケ原，松仙圏，雲井

ケ原に分布，高距1的0-1300mの聞に在りて山聞の凹坦地に護撞す。

本漁原の中央部には常時停滞水多く，地床はミヅゴケ類に被覆せられ，所謂ヤチシンコ型

の震性アカエゾマツを生じ，樹高1m前後のもの多し。中央部より縁謹に向ひ漸次樹高を士宮しつ

L糠原周離のアカエゾマツ高居林*)/'z:到る。中央部忙はミヅゴケ類の他，ホロムイスグ，ワタ

スグ，ツルヨケモモ最も多く，ミグケスグ，ヤチスグ，ヤチギパワシ之に次ぎ，向次の種類l>T。、.. 
ヤマド1J-l!.ンマイ ミツバワウレン マウセンゴケ

ウメノ〈チサウ チングルマ チシマ=ンジン

料高暦林: 本論文に用ふる高渚とは樹高の比，低暦，中暦，高暦の類別に依り使用せるものにして樹高その

ものの絶望苦{直には闘せず。
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ヒメシヤクナヂ

ミネハリヰ

ヤチギパウシ

タロ-v)ノキ

ミヅバセウ

ショウジヨウ....{カマ

コツマトリサウ

エゾカンサウ

ハグサンチドリ

謀、原中に小瀦7K散在しJ水中にフトフシロ，共縁遠にミヅガシハ，ホロムイサウ等を生や。.

操原中央部の低屠林と周婚の高居林との聞に麓建せる中居林を形成するアカエゾマツは胸高

直径5-15cm，樹高2ー10mにして時に10mを越ゆ。林床にホロムイスグ，ツルコケモモは減

少するも，アカエゾマツ林地の樹下柏々乾燥せる所にはアカミノイヌツグ，エゾイソツツジ，

オホパスノキ，チシマザサ等をと生子。

梶原周縁のアカエゾマツ林i主胸高直径60cm，樹高30mを越ゆる老齢木をも含む高居林にし

て胸高直径15-25cm，樹高2ふ-25mのもの多く，アカエゾマツの他に， トドマツ，エゾマツ，

ナナカマド等を少しく混滑し，林下にミネカヘデの幼樹多き所あり。様木としてはアカミノイ

ヌツダ，ハヒイヌツヂ，ハナヒリノキ，エゾイソツツジ，コエフラクツツジ，ヱゾシヤクナグ，

エゾクロウスゴ，オホパスノキ等を生じ，チシマザサの多き所もあり。又小i草木としてツルシ

キミ，ツルツグ等るり。而 Lて向林床にはきたの植物を生歩。

シノブカグマ ヒカグノカヅラ

ホゾ Jξノタ，ウグシノミ ヒロハヒメイチグ

コミヤマカタ Jミミ ゴゼンタチバナ

ヤチアキノキリンサウ ミヅバセウ

.2.群落調査

ヤマドリゼンマイ

ミツノミワウレン

ィ，、ツツジ

マヒヅルサウ

愛山i実上部アカエゾマツ林中，生態苦手落撃的に最も興味深き芸井ケ原アカエゾマツ林内に

帯状区(I.1. aJ，線扶医(I.1.αJ，方形瓦3(1. 1. A; B; CJを設け群若の調査をたせり。

(I. 1. aJ (132 x 4) m2 雲井ケ原帯欣直(第七箇〉

本帯紙I百.は雲井ケ原アカエゾマツ林池を南北に横断するものにて南端は高層林に入る。而

して斜甑下部に基黙を置く。基&鞘~Hliは柏々漁性なるも，約 4 度の傾斜を有し排水よく，地表

には小隆地所々にありてアカエゾマツのi大筏木生十。中央部は平均2度の緩傾斜をなし最も

第七回 大雲山雲井ケ原アカエゾマツ林得獣医概圃

。 75 ' 100 125 
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漁潤君主る所にして小瀦水池あり。

調査地上部は約7度の傾斜地を成して高燥地に績く。今本帯欣匿につきで林型を見るに，基

賠〈北端〉より33m迄は高居林(IA)，34mより56m迄は中居林(IIA)，57mより76m迄は低居林

(III)， 78mより104m迄は中居林(IIB)，105mより132m迄は高居林(IB)をなす。

本帯紙匡に現れたるアカエゾマツ林の断面固に依りて林木の分布と生育扶態を固示すれば

第7闘の如く，叉本林構成樹種に就て各林木の樹高及直径を測定せる結果I'z:依る林木の数量的

配分を見るに第1表の如し。

第1表 (i) (I. 1. aJ雲井ケ原帯欣直直控階別配分表

一樹 種 アカエゾマツ ト ドマツ ナナカマド ケヤマハンノキ
総

訳 出 1~H-; 1 m 1計 士Ihl計 土 1hl ~ IlAl HAI ~ 計
Elo--21141 ドol--[|lzll21811I4|“基 1- 1 6 7 1 6 71 9 1 35 1 1 1 1 - 1 2 1 1 - 1 1 1 2 1 2 1 3 1 5 1 44 
。-lj 5. 2 8 19 2 36 - 1 1 4ー 4 7 1 8 49 

胸 5-10 2 1 8 6 1 18 一一 1 1 一一 一 一 19 一 一
高 10-15 3 1 4 3 11 一一 一 一 11 
15-20 1- 3 - 4 - 1 1 一一 5 

夜 20-25 2- 一一 一 2 一一 - 1 3 

25-30 3- 一一 3 3 
径
30ー 4 5 一一 9 一 一一 一 一一一一 9 

計 L 39 38 I 30_3~L~1 ~~土 3 I 1 I 5 I 7 1 I 1 I 9 I 12 I 5 I 17 I竺土

第1表 (ii) (1. 1. aJ雲井ケ原帯状直内樹高階別配分表

樹 積 アカエゾマツ

JT1EEl言fiJ?14野

ケヤマハンノキ
総τ:分 JτI~~τ1 m 1計 IA叩 計

。-0.5 - 22 1 6 1 30 一一 3 3 33 

0.5 - 2 23 8 10 21 8 70 1 2 3 3- 1 4 6 4 10 87 

2 - 4 3- 10 8 3 24 一一 一 3ー 8 2 1 3 30 

4 - 6 1 2 4 3 10 一一 1 1 1ー 一 1 ー 12 

6 - 8 2- 1 1 一 4 一一 1 1 5 

8 - 10 1 1 1- 3 一一 一 3 

10 - 12 3- 一 3 一一 一一 一 一 一 一 3 
12 - 1~ 1 - 一一 1 一ー 一 一 一一 1 

14 - 16 - 1 1 一- 1 一 1 一 一 一 2 
16 -18 2- 一 2 一 一 2 

18 - 20 2ー 2 一一 一 一 一 2 

22 - 24 1- 一一 一 1 一一 一 一一 一 一 1 
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樹 種 アカエゾマツ ト ドマツ ナナカマド ケヤマハンノキ
総

元石土 I 
[B  百十 計 IAI1B1 

F圃副司，、-、
計A B A B 

24 - 26 3 2 5 一 一 5 
4 

26 - 28 - 1 一一 1 一一 一一 一 一 一 1 . 
28 - 30 -1  一一 1 一一 一 一 1 

30 - 32 - 1 一一 1 一一 ー 1 

計 1 39 38_~0 39 1 1州 1_311151711 小川:_1 空~1189
測定の結果によればアカエゾマツの高居林に於ては胸高直径20cm飴，樹高15m能のもの多

く，之に若干の胸高直径30cm徐，樹高30mを越ゆる巨木を混十。中居林に於ては胸高直径20

cm以下，樹高12mに達せざ、る樹高階のものを有す。低居林に於ては潤葉樹を依き稚樹のアカエ

ゾマツは樹高1m前後のもの最も多く，胸高直径を以て測定し得るもの極めて少し。

(1. 1.αJ (132m)雲井ケ原線欣匡

本線欣直測定は前記帯欣直の長軸に沿ふて行ひ，上木の護育欣態と関聯する下生植物の費

化をさ.眼とせり。而して其頻度第2表の如し。

第2表 (I. 1.α〕雲井ヶ原帯扶直林床植物頻度表

櫨 物 名 l低暦林|中暦林[開1権 物 名 |間体 1吋時|
ツルコケモモ 5 ヤマドリぜンマイ 1 1 

、、司. グ ::z ‘' ケ 類 5 1 1 イソツツジ類 1 4 2 

ホロムイ スゲ 5 2 1 |ヤチアキノ村山 1 2 1 

マウセンゴケ 4 1 チシマザサ 4 5 

『、 7' ヵ- 手〆ノ、 3 エゾシャクナグ 2 1 

チシマユンジン 3 2 ノ、ナ ヒリノキ 2 2 

ワ タ ス ゲ 3 3 コエアラクツツジ 2 4 

、、ー. タ ケ ス ゲ 3 3 1 アカミノイヌツゲ 一 1 一
ヤチギパウシ 3 4 1 ホソノマノエゾリンタ守ウ 1 

エゾカンサウ 8 4 1 ノ、ヒイヌツゲ 1 一
ヤ テ コミ ゲ 2 、、、 ネ カ へ てーr申 一 1 一
ホロムイ サウ 2 一 ヒカゲノカグラ 一 1 1 

コツマトリサウ 2 1 一 ミヤマノ、ごイケイサウ 一 1 1 

ミツノマワウレン 2 1 1 ツ IL- シ キ 、、、 1 2 

ウメパチサウ 2 2 オホノマスノキ 一 1 3 

シヤウジヤウノマカマ 2 2 1 コぜンタチパナ 1 3 

、 7' ノマ セ ウ 2 2 3 エゾグロウスゴ 一 1 4 

マヒグルサウ 2 3 2 'y lL- ツ ゲ 一 2 

ナ ン グ JL- -マ 1 1 1 イ ノ、 ツ ツ ジ 1 
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被 物 名 同町i叶高脚|植 物 名|低判中脚!高蹴
1 

一一

ツ

ゲ

ゲチ

ナ

テ

イ

タメ
ヤ

ソ

ヒ

シ

マ

ρ

ナ

ロ

パ

ヤ

ヒ

キ
I 

かくて本アカヱグマツ林を見るに，成屠林に於て南端(lB)は北端(IA)K比較して地形の関

係上土壌の理撃性良好なり。従って下生植物にも漁原性のもの極めて少なし。但し雨者に於て

は共にミヅゴケ類を昧き，群落型はアカエゾマツーコエフラクツツジーエグクロウスゴ群を成

し部分的にチシマザサ多し。低屠林に於ては群落型はアカエグマツーホロムイスグーツルコケ

モモ群となり，地床にミヅゴケ類多く，下生植物は湯原要素よ P成り全く高居林と趣を異にす。

中居林に於ては下生植物は極めて雑然と補者の要素を混入し，アカエゾマツーヱグイソツツジ

ーエゾカンサウ群となる。

n. 根室園落石岬アカエゾマツ林

1.群落概況

落石岬アカエゾマツ林〈根室替林匝署管内温根塘事業医第9林班〉は海岸蔓地上に成立し，

林内中央部に約10陪の操原存在す。

本漁原中央部には成長不良のアカエゾマツ〈根本直径O.5-2.5cm，樹高0.02-0.50m)を生

じ低居林を成す。西部を除く三面に向ひては断績的に或は謹績的に樹高を増し，屡々中居林を

見，周縁のアカエゾマツ高居純林に到るものなり。此i黒原中央部は高位協原に護建しつつるり

て地床に多量のミヅゴケ類を生じ，主なるものとしてホロムイスグ，ワタスグあり，叉共の

下にはツルコケモモ， ヒメひヤクナグbり。向主なる植物としてさたの種類を生示、。

ヤチヤナギ マウセンゴケ マルパシモツケ

シロヲレモカウ

サカイツツジ

ホロムイクグ

ヒアフギアヤメ

中居林は立木度最も密tl:るものの如く，多数のアカエゾマツ(胸高直径2-8.5cm，樹高2ー

ホロムイツツジ

コツマトリサウ

ヤラメスヂ

エゾイソツツジ

ヤチアキノキリンサウ

ムジナスダ

5m)を生じ，林床植物を見るに中央部につピきてミ lヅゴケ類，スグ類(ワタスグ，ホロムイス

ダ，クロメスグ，ムジナスグ，共他)優勢在るも，濯木としてはアカヱゾマツ樹幹下にヨエフ

ラク夜ツジ，オホパスノキるらはれ，タカネナナカマドを散生し，一般にはエゾイソツツジ，

サカイツツジ等るり。以上の他緩瀧木及率・本として弐の種類あり。

ヤマドリゼンマイ

マウセンゴケ

ヤチヤナギ

ゴゼンタチバナ

ツルツグ

コケモモ
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イノ、ツツジ リンネサウ ミヅ~，セウ

マヒヅルサウ等

操原周棋のアカエゾマツ高居林の主林木は胸高直径1か-20(-30) cm，樹高5-1O~余mあり。

時にトドマツ，ケヤマハンノキの稚樹あり。濯木としてはコエフラツツジ，エゾイソツツジ多

く，時としてオホパスノキ多き部分あり。其他リシリピヤクシン/1)ウツギ，マルバシモツ

ヶ，タカネナナカマド，ヒロハツ Hパナ等を生じ，疎開著しき所にはムシカリ多きととあり，

ナナカマドを生やるととるり。向乾燥地にはアイヌミヤコザサ侵入す。周縁アカエゾマツ林の

林床植物として次の種類あり。

ヒメイチグ

ツルツグ

リンネサウ

ミツ Jξワウ νン

ゴゼンタチバナ

ミミカウモリ

コミヤマカタ，ξミ

コケモモ

グロメスグ

ミツバセウ マヒヅルサウ ヒメヒトハラン等

，上記の内，ゴゼンタチパナ，コケモモ，イハツツジ， リンネサウ等は樹幹直下に多し。向

落石岬は風簡の影響に依り此地の林木は一般に樹高低く，従って三段林型をなす各林も夫々他

の地黙に比して樹高低し。

2.群落調査

本アカエゾマツ林研究地内に帯欣直 1(1. 2. aJ;線欣直 1(1. 2.αJ;方形匡 1(I. 2. AJ 

を設げ群落の調査をなせり。

街帯放軍内に於て標準木(中居木2本〉を伐採し 2個所にて土壌を採集せる外にアカエ

ゾマツ高屠林に於ても標準木を伐採し，土壊の採取を試みたり。

(1. 2. aJ (80x2) m2落石岬帯紙直

今本帯欣直内に於けるアカエゾマツの配分を園示すれば第八固の如く，向教的に表示すれ

ば第3i表の如し。但し全部を 1，II， IIIと分ち， 1は y:0-27m;IIはド27-51m;IIIはれ

51-80mとし，之等は夫々低居(ヤチシンコ型林)林，中居林，高居林とを表す。

第八回 視隻落石岬アカエゾマツ林帯扶直概圃

州 細川氏J.~t.， 
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第3表(i ) (I. 2. aJ落石Ibljl帯欺事ー直径階別配分表

本直径 胸 高 定 径

一I5-10 I山 5I 15-20 I 2日 5I 25-30 計分 ¥I V-L I 

64 12 。 。 。 。 。 。 76 

E 48 1 15 20 。 O 。 。 84 

E 17 22 5 I 2 4 。 1 52 

計 129 35 20 21 2 4 。 1 212 

第3表 (ii) (I. 2. aJ落石岬帯欣直樹高階別配分表

ヰ?を10-0~5 -1 0.5--; I 2-4 4-6 6-8 |山~ト~ 計

76 。 。 。 。 。 。 76 

E 49 1 27 7 。 。 。 84 

E 25 15 3 3 1 1 4 52 

計 150 16 30 10 1 1 4 212 

之をみるに低居林帯に於ては胸高直径を測定し得るものなく，高さは概ねO.5mi'C建せや。

中島林帯に於ては駒高直径10cmを越ゆるものなく，多くは6m以下にして，釦昔前後のもの最も

多し。高居林に到れば胸高直径30cmi'C建し，樹高10mを越ゆるもの(l;t。市Lて各居後櫨樹を

有するも，第八聞と併せて該表を参照するに所謂三段林型(詳細に論守れば五段林型〉を呈すo

(I. 2.の80m落石岬線欣匡
本線欣医は帯欣区内に於ける長軸i'C沿ふて取り，林床植物の餐化を見たるものにして，ア

カエゾマツ林下群落扶態の費化に観察の主眼を置けり。而して之をアカエゾマツ低居林と中居

林と高居林去にわけで共比較をなす刊し。今低居林を32i'C，中居林及高居林を夫々17に区切り

共所生要素の頻度を見るに第4表の如し。

第4表 (1. 2.α〕落石岬繰扶区林床植物頻度表

植 物 名 |情林l吋開ll‘被、 物 名 |問l吋高暦林
ス ゲ 類 5 4 1 1 4 

ヤ チ ヤ ナ ギ 5 1 一 ゴゼンタチバナ 3 4 

ホロムイツツジ 4 一 イ ノ、 ヅ ヅ シ. 2 4 

サカイ ツツジ 4 1 一 ツ ノレ ツ ゲ 一 2 4 

ェゾイソツツジ 4 5 2 F ;./ ネ サ ウ 一 2 5 

マルノマシモツケ 3 ヤマド Pゼンマイ 一 1 一
ヨ ケ モ モ 2 5 3 夕方ネナナカマド 一 1 1 

ワ ~ 3ミ ゲ 2 3 、、‘ グパ t ウ 一 1 2 

マウセンゴケ 2 一 ::l ，己アラクツツタ 1 8 

ヤテアキノキ Pンサウ 2 オホノずスノキ 一 1 s 
2 ツマト!I it ウ 2 A シ カ !I' 一 一 2 

ヒ メ イ チ グ 1 一 一 コミヤマカタ〆マミ 一 一 1 

b アアギアヤメ 1 一 一 シラネ P ラピ 一 1 

シロワレモ :IJ 9 1 1 一 、、、 ミ :IJ ウ毛 F 一 1 
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〈スゲ績としてはホ回ムイスゲ最も多し〉

上の表より考察するに，低屠林の下屠は顕花植物中スグ類が頻度5を示して優占種とたり，

而してヤチヤナギが頻度5，エゾイソツツジ，サカイツツジ，ホロムイツツジ等の濯木類が頻

度4を示して，スグ類に弐ぎ多く現はる。然るに中置林に至ればスダ類漸く減じて頻度4を示

し，之に反して低居林下に於て頻度2に過ぎざりしコケモモは断然多く100%の出現を示し，叉

ェゾイソツツジと共に頻度5を示し，エゾイソツツジは本林下の優勢種となる。尚低屠林下に

於て可成り優勢なりし瀧木類、も本林下に於てはエゾイソツツジの他殆ど影を復して頻度も 2以

下となれり。更に高居林K至れば，低屠林下に於て優占種なりしスグ類は殆E見られ守，叉中

居林下に於て俊占種たりしコケモモ，エゾイソツツジも共に頻度3以下に降t，それに反して

鰻性林下に於ては殆E見られや，中居林に至って漸く見られ頻度未だ少<3以下たりしリンネ

サウ，ツルツグ，マヒヅルサウ，イハツツ~，ゴゼンタチパナ等優勢と友り，殊にリンネサウ

は頻度5を示せり。

(1. 2. A) (10m)包落石岬高居林方形直

本方形直は落石岬アカエゾ可ツ高居林のー劃に取れるものにして，林中の直筏階及樹高階

を表示するに第5表の如し。

第5表 (i) (I. 2. A)落石岬方形直直径階別配分表

本 胸 高 直 径

鮒 ¥cm
施¥¥直 径 。→ .1 5-10 1 1ド15-r ;H0-r 20J5 合 計

アカ品ゾマツ 32 3 1 2 4 8 47 

ナナカマド 14 。 。 。 。 。! J4 

ト ドマ ツ 6 。 。 。 。 。 6 • ケヤマハンノキ 2 。 。 。 。 。 2 

直径階別合計 54 3 1 2 4 5 69 

第5表 (ii) (I. 2. A)落石岬方形直樹高階別配分表

主主~I 0~.5 0.5-2 2-4 日iMl目。卜日2 12-14 合計
アカエ ゾマツ 12 20 3 1 1 5 4 1 47 

ナナ力'7 ~. 。 14 () 。 。 。 。 。 14 

ト ドマツ 。 6 。 。 。 。 。 。

U ケヤマノ、ンノキ 。 2 。 。 。 。 。 。
樹高階則合計 12 42 3 1 1 5 4 1 

3.樹齢

落石岬アカエゾマツ林の樹齢を見んが矯，帯扶直中屠林にて中屠木2本，方形区高居林内

にて高居木1本を採り，之を測定せる結果第6表の如し。
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第6表 落石岬プカエゾマツ樹齢

EG竺主L?Jt?J竺13T-l牟輪按ピ15土|土型-m I 
叩アケペ 引:;:|::;lL:l i 
高暦休アカエ内ツ| 31.99 ]62 7.70 5.50 

本林は中居，高居林共に共の生長欣態不良にして，殊κ高居林としては樹高大ならすち之

風衝に依るj影響多き海岸牽地上に成林する故なるべし。

4.土壌

落石岬i島原林は林型より見て低居林，中居林，高居林に分!Ijし得るも，亦共育地も各々異

ゑれp。

1lt居林は高位漁原に成立する林型を示し，共土壌は20crn下位に於てPHは3.8-3.9を示す。

中居林は中間i島原若くは低位i長原の植物群落中に現れ， 20crn下位に於てPHは4.2前後を示

せり。ヨたに群落[i行詮上にある移行林内の高居林地帯に於て土壌採取を試み，共土壌厨位とPH

を調査したる記録を示さむに第7表の如し。

第 7表 落石岬アカエゾマツ高居林の土壌

土 襲 暦 深 度 (cm) PH 債 風す乾土壌1樹Og氷に費
る再蒸 量

一ー一一一一一一一一 一一一一一一

:f.ll 腐 本章 22 3目86 20 

腐 も宣 8 4.17 15 

火 山 灰 5 4.72 15 

中間泥炭一高位泥炭 40 3.86 20 

中 問 泥 決 65 3.回 15 

低 位 泥 茨 30 4.55 15 

火山灰(軽石細粒〉 4.83 15 

かくて本アカエゾマツ林を見るに群落型は i)アカエゾマツースグ(ワタスグ，ホロムイ

スグが主要素)ーヤチヤナギ群， ii)アカエゾマツーエゾイソツツジ群， iii)アカエゾマツーヨ

エフラクツツジーオホパスノキ(エゾイソツツジ〕群に別ち得ぺし。第i)群に属するものは低

屠林にして仇高直径を算定し得るもの友く，樹高はO..5rn以下第l!群は中居林にして腕高直径

5ー10crn，樹高は2-5rn;第 iii)詳は高居林にして胸高直径10-2.5crn，樹高8-14rnあり。低居

林及中居林の林床はミヅゴケ類を一面に生十、れe'，高居林の林床にはミヅゴタ類は低揖凹地に

少しく之を見るのみにして概して之を献如す。低居林と中居林には混清喬木を見ざるも，高居

林にはナナカマド，ケヤマハンノキ， トドマツを混ぜり。市していづれの樹林の基底も酸性な

り。叉篠!高が他の地黙に比して低きは既に述ぺし;如く本地4鞘が海岸基地上にるりて風衛的影響

を受くるものと考察せら争。
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m.釧路園上尾幌アカエゾマツ林

上尾幌アカエゾマツ林は根室本線上尾幌騨附近(銀11路管林匡署管内{ØI~路事業医第61林班)に存

在し，北方及東方は丘陵に国雄せられる。アカエゾマツ林は一般に低潟、地に成林し，特に純林

をなすは上尾幌醇より東方lkm官会の地黙を中心とする北側なり。而して上尾幌アカヱグマツ林

調1fに際L，研究貫験地として生態事的に興味多きは共純林型なる事を知れるが故に，上尾幌

騨東方約1l00p1の地動北側を基酷とし東方約400m，北方約5∞m，面積約20陪のアカヱゾマヅ
純林地を選定せり。

，.群落概況(第九間〉

本調査地は低揚地に成林し，中居林及高居林の二居より成り，低漁地帯の中心は林地の西

南I'L編せり。最も操潤なる所に於てはアカエソマツは依めて生長不良1iる中居林型を呈L，林

第九圃 上尾幌アカヨユゾマツ林試駁地織固
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1. アカ z ゾマツーキタヨシーエゾイソツツジ君事

J1. アカエゾマツースゲ類ーエゾイソツツジ群

III. ア力エゾマツーヤマド Pゼンマイースゲ類若手

IV. アカエゾマツーコエ 7ラクツツジーオホパスノキ群
a:; b. 惨状温 A; B; C; D.方形I!li.

a 

200 300m. 
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木は疎生す。而して其東側及北側は弐第に高居湯原特有の低居林型を失ひ漸失高居林型に移行

ナ。 • 本林地の林床植物群落は比較的簡単にして，中居林の地床は一面にミヅゴケ類及スギゴケ

類等の蘇類を以て蔽はれ，林床植物としてはキクヨシ，ワタスグ，ホロムイスグ，クロメスグ，

エゾイソツツジ等優勢なるも，操原の、少しく高燥なる所に於てはエゾイソツツジ最も優勢を極

む。

中居林の外側には高居林護蓮す。高居林の林床植物は比較的簡皐にしてキタヨシ少t.cく，

スダ類とエゾイソツツジ，或はヤマド Pゼンマイとスダ類優勢なるとととちり。一般に中居林

より高居林に到れば林下には最初スダ類，ヱゾイソツツジの群落現れ，次でヤマド Pゼンマイ，

スグ類の群落に移行す。術本漁原外側の高居林に於て小津の氾濫に依り臨質土の堆積を見る場

合は其林下にコエフラクツツジ，オホパスノキが優占種となる。梶原中央部の東側と北側とは

群落の相観は類似するも，其構成に於ては少しく趣を異にす。即ち東側のアカエゾマツ林下に

於てはスグ類，エグイソツツジの群落著しきも，北側の林下に於ては著しからや。

而して本調査地に於ける群落構成を林木及林床植物に就き観察し，之を共の諸群に分類せ

んとす。

1. アカエゾマツ(中居林型〉ーキクヨシーヱゾイソツツジ群(第五周版第一国〉

ii. アカエゾマツ(高居林型〉ースグ類ーヱゾイソツツジ群

iii. アカエメマツ(高居林型)ーヤマドリゼンマイースグ類群(第五周版第二圃及第三国〕

lV. アカエゾマツ(高居林型〉ーコエフラグツツジーオホパスノキ群

2. 群落調。査(第九聞〉

本アカエグマツ林研究地内に帯紙冨 2(1. 3. a)， (1. 3. b);線放置 2(1. 3.αJ (1. 3. s)，; 

方形匡4(1. 3. A)， (1. 3. B)， (1. 3. C)， (I. 3. D)を設け群落の調査を震せり。

(1. 3. a) (400x5) m2上尾幌帯紙匡 (第十園〉

本帯欣直は本漁原林の西南隅近き梶原中央部より東西に設定し林木配分を測定せるものな

り。本帯紙直は測定結果次の群より成れるを知る。

i. (0-80m) アカェメマツ(中唐木)ーキクヨシーヱゾイソツツジ群

ii. (80-210m) アカエゾマツ(高居木〉ースダ類ーヱグイソツツジ群

iii. (210て400m) アカヱyマツ(高居木)ーヤマドリゼンマイースグ類群

今本帯欣匡内の林木配分欣態?縦断商固にて示せば第十園の如く，叉林木の直径階及樹高

階別配分表を示さむに第8表の如し。

但し上速の三区聞は各群相互間に於ける群落の移行の植物相を含むを以て，各純群内の林

木配分を知る矯，特にアカェグマツーキタヨシーェゾイソツツジ群に於ては20-50m;アカエ

ゾマツースダ類ーヱゾイソツツジ群に於ては 90-200m;アカエゾマツーヤマド Pゼンマイー

スグ類群に於ては21O-360m間をとれり。
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上尾幌アカエゾマツ林a静扶直阪国第十回
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記官
アカエゾマツ ケヤ， 7、'ンノキ ト ドマツ ナナカマド 合

i ! ii I iii ¥計 iiいii!計 i I ii I iii I計 i I ii I iii I計 計
8-10 1 15 15 31 一 一 一 1 1 一一 一 32 
10-12 一 16 5 I 21 一 一 一 一一 一 一 一 一 21 
12-ー14 2 10 4 16 一 一 一一一 一 } 一 一 一 一 16 

胸 14-16 1 9 5 15 一 一 一一一 一一 一 一 15 
1&ー18 7 9 I 16 一 一 一 一 一一 一一一 一一 16 
18-20 1 6 6 13 一 一一 一一 一一 一 一 一 13 

20-22 一 7 2 91 - 一一 一 一 一一 一 一 一 一 9 
高 22-24 一 9 2 11 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 11 
24-26 2 7 91 - 一一 一 一一 一 一 一一 一 9 ¥ 

26-28 4 6 I 10 一一 一 一一 一一 一 一 一一 一 10 
28-30 1 1 官- 一 一一 一 一一 一 一一 一 2 

直 30-32 一 2 2 ー 一 一 一 一 一 一一 一一 一 2 
32-34 2 1 31 一 一 一 一 一 一 3 

34--36 一 2 21 - 一 一 一一 一 一 2 
36-38 一 1 1 ー 一 一 一 一一 一 一 一一 1 

径 38-40 一一 1 11 - 一 一 一 一一 一一 一 一一 1 
42-44 1 1 一 一 一 一 一一 一 一 1 
44-46 一 1 1 一-一 一 一一 一 一 一一一 一 1 

小計|咋27卜131捌 111112/41.-1-12/21-1-13131363
lルーh・
計 11812441135ド971l' 1 1 21_~ 1___ L-L2  J2J ___1-:1 ~I ~1406 

第8表 (ii) (1. 3. aJ上尾幌帯欣直樹高階別配分表

認
アカエゾマツ ケヤマノ、ンノキ ト ドマツ ナナカマド 合|

i I ii I iii I計 iliilml計 i I ii I iii I計 iliijmj計 計|
か-2 6 41 26 73 一一一 .圃圃伽唱司戸園司『ー ー-ー・.， .幽圃圃圃-

各-4 6 91 23 120 1 1 I 21 4 ーーー-， -園』司 』・ー. ・ー園田 一-1 31 3 127 
樹 . 4--6 3 29 24 56 一 一 一 一 一 一 2 21 - 一一一 58 
6-8 2 19 13 34 一 一一 一 一一 一一 一一一 34 
8.-10 1 21 6 28 一 一一 一 一 一一 一 一 一一一 28 
10-12 一 5 6 11 一 一一 一 一 一 一 一 一一 11 
12-14 一 23 15 38 一 一 一 一 一 一一 一 一一 38 

14-16 一 13 11 24 一 一 一 一 一 一一 一一一 一 24 
高 16-18 一 2 8 10 一一一一 一 一一 一 一 10 
18-20 一 一 2 2 一一 2 

20-22 一 一 1 1 1 

l日h 計|叫 M4135l39711i1l2141- 一

(1. 3. bJ (120X日d 上尾幌帯欣直〈第十一国〉

本帯蹴匡は操原の周縁林北部にとれるものにして，アカエゾマツーコエフラクツツジーオ
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ホパス Jキ群中に在り。而して本帯欣直内の林木構成欣態を縦断面にて示せぽ第十一闘の如

く，又本帯紙直内林木の直径階及樹高階別本教を示せば第9表の如し。

〈但し第9表に示す林木配分は本帯欣直雨端に於ては群落の移行相を含むが故に基準的群内

。林木構成を知る篇，特に10-60mの問主ととれり。〉

第十『岡 上尾幌アカzゾマツ林b帯紙麗嘗l地梅田

。 ノ。 20 .30 4<J 

70 80 So 100 flO 

第9表(i) (1. 3.向上尾幌帯欣直直径階別配分表

l宜径Fi333|トドマッ|オンコ
住JU2112

30 

50 60 

1 

83 
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以上南帯欣匿の林木配分を現存枯存木と併用して検討するに次の如し。

i) アカエゾマツーキグヨシーエゾイソツツジ群地直は操原の中心部を占め，停滞水多く，

下唐キタヨシとエグイソツツジとを優勢とする中居林にして，現在多数の枯損木を生歩。健全

木は極めて少く概ね其樹冠甚だ狭少にして瀕死の紋態を呈す。樹高5m以下，胸高直径5cm以下

のもの多くして，其生長扶態は極めて不良，特に中心部は成長極めて不良主主り。本中居林の林

下には稚樹は殆ど無く，僅かに高年性倭性木存在す。されE此の湯原林が西方の精々高燥地の

林縁に接濁する地賠附近に設定せし起黙より約10mの聞には多少アカエゾマツ及トドマツの稚

樹を生や。

ii) アカエゾマツースグ類ーヱゾイソツツジ群地直に於ては高居林成立す。前地区に比す
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れほ地味楠々青燥と君主り地表に停滞71<.を認めや。多くは樹高15m以下，胸高直径20cm以下にし

て最密には軍高居林とも稽すペく，林内には樹高2-6m，胸高直径2-8cmの低階木多数存在し，

低階木としては樹高2-4m，胸高直径2-4cmfDもD最も多し。而して木地直林の樹冠は蹴ね比

較的狭小たるも，前地区内成木に比すれば柏々強大なり。又枯損木は比較的多きも前地1@:~比

すれば其割合小なり。

iii) アカヱゾマツーヤマドリゼンマイースダ類群地直は高居林にして，前地直に比すれば

部分的には梢々低漁にして停滞水を認む。普通樹高15-20m，胸高直径20cmを越え，共生長蹴

態は三地匡中最も良好なる如くに観察せらる。稚樹及幼樹比較的多数生やるも前地直よりも少

注し。叉枯損木の割合は前地匿と同様にして，前々地直に比すれば僅少なり。向本直中360-

4∞m，即ち本帯紙匿の格賠附近に於てはアカエゾマツの他トドマツ及ケヤマハンJキ，ヲガラ
パナ，ナナカマド，ホホノキ等の幼稚樹多少混生す。

iv} アカェメマツーコエフラクツツジーオホパスノキ群地直は漸く特有の漁原性を失へる

地たり。即ち小演の氾濫に依る醸質土の堆積.を見る林地にして，本地区に成林せるアカエゾマ

ツは普通樹高20-26m，胸高直径26-7cmのもの多く，前地直に比し更にー屠良好なる生育朕

態を示し，枯損木は少数たり。林下には稚首及稚樹極めて多数生じ，又トドマツ，エゾマツ，

イチヰ，ヲガラパナ，ナナカマド，センJキ等の稚苗，稚樹も多数存在す。術枯損木中にはア

カエゾマツの他トドマツも比較的多数存在す。而して本地直アカエゾマツ林の特徴とすべきは

中唐木比較的少敢にして前速の如く極めて多数の稚苗，稚樹生ぜる事なり。

(1. 3.α) 400m上尾幌続放直

口.3.a)帯欣直D長軸を基準とし夫々の群直と関聯せしめ，本線扶匡の林床植物を見るに

ヨえのま日し。

i) アカエグマツーキタヨシーヱゾイソツツジ群地直，即ち 0-80m聞は地床一面にミヅ

ゴケ類生じ，スギゴケ類を混じ，キタヨシ，エグイソツツジ極めて優勢にして，キタヨシは高

さ2mに及び上部を占有し，エゾイソツツジは高さ約O.5mなり。叉スグ類，ヤマドリゼンマイ

棺々多く，共他ヒメシグ，コケモモ，ヒメツルコケモモ，ガンカウラン，マウセンゴケ等生歩。

尚アカエゾマツ樹幹下根本の棺々隆起せる箇所にはイハツツジ， トゲナシゴエフイチゴ，コミ

ヤマカタバミ，マヒヅルサウ等生じ時にコエフラクツツジ，オホパスノキ等の低瀧木生や。

ii) アカエゾマツースグ類ーエゾイソツツジ群地直，即ち80..-210m間は地床にミヅゴヶ類

とスギゴヶ類多きも前地直に於て優勢なりしキタヨシはさをく共影~潜め，スグ類とエゾイソツ

ツジが優勢を占め，其他イハツツジ，ガンカウラン，ヒメツルコケモモ，コミヤマカタバミ，

ヒメヒトハラン，コエフラクツツジ，オホパスノキ，ツルツグ，ツタウル争等混生す。

又前群地直に接ナる附近には僅かにキタヨシ往生じ，ヨたのアカエゾマツーヤマドリゼンマ

イースグ類群に績く附近に到bて僅かにヤマドFゼンマイ，ヒメシグ出現す。

iii) アカェメマツーヤマド Pゼンマイースグ類群地直，即ち210-41∞m聞に於ては前々地
直及前地直に於て優勢種たりしエゾイソツツジは漸く其勢を減じ，之に代りてヤマドPゼンマ
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イ現れ，スグ類と共に本地直の優勢種をなす。英他イハツツジ，コエフラクツツジ，ェゾイソ

ツツジ，オホパスノキ，コミヤマカタバミ，ヒメシグ等比較的多く，叉ツルツグ，ホソパノグ

ウグシパ，マヒヅルサウ， トダナシゴヱフイチゴ， ミツバワウレン類等混生・し，尚ノ Pノキ，

エゾシヤクナダ等の濯木類，ヒロハノツ Fバナ等の小喬木，ツタウルシ， ミヤママグタピ等の

蔓輩類も生や。叉極めて部分的にキタヨシ，ハンゴンサウ， ミミカウモ P 等僅かに生ぜる所~.

り。

今之等群地直内林床植物の群落構造を林木の配分直と平行して， 2かーdOm:90-2∞m; 210 
-360mに夫々 i(アカエゾマツーキタヨシーヱグイソツツジ群);ii (アカエゾマツースグ類ー

エグイソツシジ群);iii (アカエゾマツーヤマドリゼンマイースグ類群)地匿をも示し，各直に

就て群落構成の数量的調査結果を表示すれば第10表の如し。但し之等植物の測定は繰扶匿を更

に5mの小直割に細分して之を算定せし結果なり。

第10表 (1. 3.α〕上尾幌繰状直林床植物一覧表

二えてごーで翌九日| 鍛 度

横五五¥主:iτ1li' iii 
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l' i I ii I iii 
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ii iii 
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ヵ・ンカウラン
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(I. 3.の(120m)上尾幌線放医

本繰耽直は(1.3. B)帯状匝内に於ける長軸に滑ふて取れり。此聞に於ては漁原植物は影



( 28 ) 

をと潜め，梶原林中に於ては高燥なる箇所に於てのみ僅かに生ぜしコエフラクツツジ，オホパスノ

キ等の瀧木優勢となり，イハツツジ，ホソパノタウグシパ，ヤマドリゼンマイ等が比較的多く

混生す。共他羊歯革本としてシラネワラピ，ヒメシグ，マンネシスギ，ジンエフイチヤクザウ，

ミミカウモリ，ヒメヒトハラン，瀧木としてアヂサヰノ pウツギ，エグシヤクナグ，低瀧木と

してツルツグ， トグナシゴエフイチゴ，小喬木としてヒロハノツリパナ，蔓霊類としてツルア

ヂサヰ， ミヤママタタピ等も混生せり。

今本線欣直中，標準となるべき380-440m閣の林床植物の群落構成を数量的に表示Tれほ

第11表の如し。但し之等要素の測定は5mの小直に細分して之を算定せし結果なり。

第11表 (1. 3.向上尾幌線欣直林床植物一覧表

種 名|刊一j-;-;I¥-tt 名川一i竺
コエフラクツツジ

ヨミヤマカタノマミ

ホソパノタウゲシパ

オホノマスノキ

イノ、ツツジ

ヤマドリぜンマイ

マヒグルサウ

ノリノキ

ツ ノレ ツ‘グ

タチマンネンスギ

ミミカウモリ
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5 11 ヒロ.ノ、ノツりノマナ

4 イ ノ、ヵ・ラ

3 

3 

ヒメ ヒトノ、ラン

ス ゲ類

(1. 3. A) (15mア上尾幌方形匡

本方形m.:は(1.3. a)帯欣匡内起賭より約60mの地賭に存在し，既越せる如く，アカエゾ

マツーキクヨシーエゾイソツツジ群内に設定せり。而して本方形直は停滞氷多き協原の中央に

位し，所調中居林の代表的箇所たり。今本方形直内林木の直径階及樹高階別本教を表示すれば

第12表の如く，直径と樹高の相闘調係を固示すれば第十二園の如し。

3 

第四表 (i) (1. 3. A)上尾幌方形1直直径階別配分表

市31|アカエゾマツ ケヤマハンノキ メ日S、 計

根 0-1  2 2 

本
1-・2 1 一 1 

2-3  4 一 4 
直
4-5 1 1 一

径 7-8 1 1 

ィ、 9 9 
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市主~I アカエゾマツ ケヤマハンノキ l日h 計

0-2 1 1 

胸 2-4 4 1 5 

高 4-6 6 6 

直 6-8 1 一 1 

径
8-10 3 3 

16-18 2 2 

一
t1、 17 1 18 

26 1 

第四表 (ii) (r. 3. A)上尾幌方形直樹高階別配分表

向子~I アカエゾマツ ケヤマハンノキ 合 計

。-2 13 1 14 

2-4  8 8 

4-6 8 3 

6-8  1 1 

8 -10 1 一 1 

合 26 1 27 

号たに本方形直内の林床植物を観察するに，地床は一面ミヅゴケ類，スギゴケ類等の蘇類を

以て蔽はれ，顕花植物としてはキクヨシが最も優勢を極め，之れにヨたいでスグ類多く，柏々高

燥君主る所に於てはヱグイソツツジ最も多し。共他ヤマド Fゼンマイ，ツルコケモモ.ヒメツル

コケモモ等混生し，又ガンカウラン，ヒメヒトハラン，マウセンゴケ等8とも生十。

今之等林床植物の群落構成を数量的に表次すれば第13表の如し。

第四支 (1. 3. A)上尾幌方形匡林床植物一覧表

積 名 l政皮|被皮i顔度 11 種 名 l駿度|被皮l媛度
キ タ ヨ ~I 5 5 B ヒメツルコケモ唱 2 1 5 

ス グ 類 4 4 5 方。ンカウ ラン 1 1 2 

且 ，:f イ Y ツツジ 3 3 5 ヒメヒトノ、ラン 1 1 1 

ヤマド 11-liンマイ 2 2 5 マウセン ゴケ 1 1 1 

ツルコケモモ 2 1 4 

(1. 3. B) (20m)宮上尾幌方形匡

本方形匿は (1.3. a)帯朕匡内起結より約120mの地黙に存在し，既越せるが如く，アカエ

メマツースダ類ーヱゾイソツツジ群内に設定せり。今直径階及樹高階別本敷を表示すれば第14

去り如く，車径と樹高の相闘関係を闘示すれば第十二圃の如t;Q
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第14表 (i) (1. 3. BJ上尾幌方形直直径階別配分表

4bJ| アカエゾマツ 合 計

根 0-1 2 2 
本
1-2 6 1 7 直

径 2-3 2 1 3 

10 2 12 

0-2 11 一 11 

2-4 46 一 46 

胸 4-6 46 一 46 

6-8 35 一 35 

8-10 19 19 

高 10-12 22 一 22 

12-14 16 一 16 

14-16 9 一 9 

直 16ー18 5 5 

18-20 11 11 

20-22 2 一 2 

径 22ー.24 1 1 

24-26 1 一 1 

26-28 2 2 

IJ、 226 。 226 

l日k 236 2 238 

第14表 (ii) (I. 3. B)上尾幌方形直樹高階別醍分表

市~I "'Jlカ z ゾマツ ケヤ?ノ、ンノキ 合 計

。-2 28 2 30 

2-4 69 69 
樹
4-6 47 47 

6-8 24 一 24 

8-10 22 22 

10-12 19 19 

高
12-14 18 18 

14-16 6 6 

16-18 3 8 

合 236 2 238 

ヨえに本方形匡内林床植物を観察するに，地床は一面ミヅゴケ類，スギゴケ類等の蘇類を以

て蔽はれ，林下にはスグ類最も優勢を極め，エゾイソツツジ之れに次ぐ。探れEもアカエゾマ
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ツ樹幹下根本の精々隆起せる部分，又は柏々高燥なる箇所に於てはエグイソツツジ最も多し。

其他ガンカウラン，ヒメツルコケ毛モ，イハツツジ等混生し，叉コケモモ，ツルコケモモ等も

生歩。今之等林床植物群落構成を童文量的に表示ナれほ，夫々第15表の如し。

第15表 (1. 3. BJ上尾幌方形医林床植物一覧表

榎 名 顔度 種 名 璽主度 被度 旗度

ス グ 類 5 5 5 イ ノ、 ツ ツ シ-" 1 1 2 

ェゾイソッ，ッジ 3 3 5 三Z ケ モ モ 1 1 1 

ヵ・ンカウラン 2 1 4 ツルヨケモ毛 1 1 1 

ヒメツルコケモモ 1 1 4 

(1. 3. CJ (20m)2方形匡

本方形匝は(I.3. aJ帯状匿内に採り，起黒占より約250mの地黙に存在し，既越せる如<.

アカエゾマツーヤマドリゼンマイースダ類群内に設定せり。今直径階及樹高階別本数を表示す

れば第16去の如く，直径と樹高の相闘閥係を闘示すれば第十三園の如しo

第16表 (i) (I. 3. CJ上尾幌方形匿直径階別配分表

丸紅l…マツ|トドマツ lケヤマ~キ|合 計

豊富|ぃ| 2 一 “ 。

2 2 

0-2 1 1 

2-4 5 5 

4-6 s 一 8 

胸 6-8 9 1 1 11 

8-10 5 B 

10-12 5 一 5 

12← 14 4 4 

高 14-16 6 一 6 

16-18 2 d‘~ 

18-20 8 一 5 

20-22 4 一 4 

度 22-24 3 3 

24-26 4 4 

26-28 3 一 3 

28-30 3 3 

径 30-32 1 1 

34-36 1 一 1 

36-38 1 一 一 1 

38-40 1 一 1 

71 1 1 73 

メf}・ 73 1 1 75 
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第16表 (ii) (1.. 3. C)上尾幌方形医樹高階別配分表

時主主1アカェ y'"， 'l I トドマッ I;~~ノンノキ l 合
。-2 1 3 3 

2-4 1 18 1 19 

様 4-61 7 1 8 

8--10 1 5 5 

10-12 1 8 ー 8'

高 12-14 1 6 6 

14-16 1 12 一一 12

16-t8 I 9 9 

計 1. 73 I 1 I 1 I 

ーたに本直劃地内林床J植物を観察するに，地床はミヅゴケ類，スギゴケ類等の蘇類を以て蔽

はれたる所多く，林内にはヤマドリゼンマイ，スグ類優勢にして，号えいでエゾイソツツジ，コ

エフラクツツジ，オホパスノキ，コミヤマカタバミ等比較的多く，共他ヒメシダ， トグナシゴ

エフイチゴ，ヤマイチヤクサウ，蔓霊類としてツタウルシ等混生す。今之等林床植物の群落構

成を裁量的に表示すれば第17表の如し。

第17表 (1. 3. CJ上尾幌方形直林床植物一覧表

種 名 l数度|被皮|綴度l穏 名 l殿皮l被度i媛度|
ス ゲ 類 5 5 5 オホノマスノキ 2 1 5 

ヤマドリぜンマイ 4 5 5 ヒ メ シ ダ 1 1 3 

イ ノ、 ツ ツ ジ 3 8 5 トゲナシゴ且 7イチゴ 1 1 1 

コエ 7 ラクツツジ 3 2 5 ツ ~ ウ Pレ 手〆 1 1 1 

コミヤマカ 9ノマミ 3 1 5 ヤマイチヤクサウ 1 1 1 

エゾイ Y ツツジ 2 1 5 

日.3.Dユ(20m)宮上尾幌方形匡
本方形匡は口.3. b)帯扶直内起票占より約100m附近に存在し，既越せるが如く，アカエゾ

マツーコエフラグツツジーオホパスノキ群内に設定せり。今直径階及樹高階別本童文を表示すれ

ば第18表の如く，直径と樹高の相闘関係を圃示すれば第十三闘の如し。

第18表 (i) (1. 3. DJ上尾幌方形直径階別配分表

計

0"-1 20 100 8 2 2 2 129 

1-2 8 6 9 

5-6 1 1 

4、 23 107 3 2 2 2 
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|ih¥ぶ樹¥?lI3z 3i 1トドマツ Iオンコ I….ノ:;¥ナカマナド IパヲガナラIセンノキ¥合 計

。-2 1 2 1 -2 一 6 

2-4 1 2 一 1 b 

4--6 2 1 一 一 一 3 

胸 6-8 2 一 一 一 2 

8-10 1 一 一 一 1 

10-12 2 一 一 一 2 

12-14 3 1 一 一 一 一 4 

高 14-16 4 1 一 一 5 

16-18 2 一 一 2 

]8--20 2 一 一 一 一 2 

20-22 2 一 一 2 

直 22-24 1 一 一 一 1 

26-28 3 一 一 3 

28-30 4 4 

32-34 8 一 3 

径 34-36 3 一 3 

36-38 1 一 一 1 

38--40 2 一 2 

42-44 1 1 

小 40 b 4 。 2 。 1 52 

合 63 112 7 2 4 2 1 191 

第18表 (ii) (1. 3. DJ上尾幌方形直樹高階別配分表

l向h1333|トドマツトン三|エゾマツ¥;，ミi1トンノキi合 言十

。-2 24 108 4 2 2 2 142 

2-4 3 4 1 2 1 11 

4-6 一 一
。

樹
6-8 4 一 2 6 一 一
自-10 2 ー 2 

10-12 6 6 

12-14 1 一 1 

14-16 2 一 一 2 

18-20 1 一 一 一 一 1 
高
20-22 10 一 一 一 10 

22-24 9 一 ー 一 一 9 

I 24-26 1 一 一 一 1 

l同L 計| 63 112 7 2 4 2 1 191 
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ヨたに本方形医内林床植物を観察するに，白地床は一面辞類を以て蔽はれ，林下にはコヱフラ

ツツジ，オホパスノキ優勢なるも，柏々散生的に生やるのみなり。共他コミヤマカタバミ，ホ

ソパノタウダシパ，ヤマドリゼンマイ，ツルツグ等柑々多く，叉マンネンスギ，ヒメシダ，マ

ヒヅルサウ， トダナシゴエフイチゴ，スグ類， ヒロハノツリバナ， ミヤママタタピ，ノリノキ，

エゾシヤクナダ等混生し，叉極めて時にはジンヱフイチヤクサウ， ミミカウモリ，ツルアヂサ

キ等を生歩。今之等林床植物の群落構成をと童文量的に表示すれば第19表の如し。

第19表 cr.3. D〕上尾幌方形区林床植物一覧表

種 名l数度!被?原皮 11 種 名|殿度!被皮 l顔度
オホパスノキ 3 2 1 5 11-< ヒグルサゥ 1 1 1 1 5 

コミヤマカタノマミ il 1 5 11 ウ;サ ギ シ ダ 113

ホソノマノタウゲシノマ 315 トゲナシゴエフイチゴ 114

コエアラクツツジ 2 2 5 11 ノ リ ノ キ 113

十マドリゼンマイ 2 1 5 11 ヒロノ、ノツリノごナ 113

イ ハ ツ ツ ジ 2 1 4 11 ジンエフイチヤクサウ 111

ツ ル ツ ゲ 115 ミミカウモリ 112

タチマンネンスギ 1 1 1 1 5 il ス ゲ 類 1 1 1 1 1 2 

ヤ-< "7 tl tl ピ 115 ツルアヂサヰ 111

ヒ メ シ ダ! 113lエゾシャクナゲ 1 1 1 1 1 1 

2.土壌

本研究地に於ては次の調査地を測定せり。

a} 調査地 アカヱグマツースヂ類ーヱソイソツツジ群，特にスダ類優占せる所。

b) 調査地 アカエゾマツーヤマドリゼンマイースゲ、類群，ヤマドリゼンマイ多き所。

c) 調査地 アカヱメマツーコヱウラクツツジーオホパスキノ群。

而して各調査地白土壌放態を示せば第20去の如し。

第20表 上尾幌アカエゾマツ林の土壌

調査地l暦位|厚|色彩戸|組織lPH 摘 要

7 黒f</;) 粗
アカエゾマツの落葉，枯枝，其他

地床植物の這盟よりなる。

a E 5 褐黒 同 同 4.51 41.12 

調 E 5 手島 i周 粗葉言 4.62 18.03 火山灰

IV 3 灰白 同 同 4.86 5.89 同

粗にし 林木， i.鼠木，スゲ類の這慢上りV 90 黒褐 同 3.89 9V76 
て中!k なる・。

査

VI 20 褐黒 同 同 4.31 65.26 アカエゾマツの落葉，スゲ類の
這韓よりなる。

f也

v1I 青線 議 竪硬 4.96 1874 埴 土

一一一一一一

系

こ込に分
;ffiず

1一部ζ 込
jに分布す
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調査制厚i色彩|融|組踊lPR I腐植| 摘 要 系

黒褐| 浪5 事E 一 ドリゼンマイ，スゲ類の這程よ 主として
b 

粗にし Pなる。 こ与に分
E 33 同 同 3.89 58.85 

調
て軟 布す

E 9 ‘， 灰白 i悶 組繁 5.38 11.07 火山灰

査 IV 33 
粗にし 4.48 63.19 アカエゾマツの枯枝， スゲ類のて軟 遺t豊よ Pなる。

V 40 灰褐 潤
密にし 5.29 18.14 崎 土

地 て竪

VI 青白 同 同 5.21 8.77 埴 土

1主として
7 黒褐 護主 手E アカゾマツの落葉，枯枝其他滋

木の這飽よりなる。 j乙込に分
布す

調 E 17 務黒 i閏
粗にし 5.03 19.97 壌 土 }子部分布て軟

E 15 手持 同 精密 5.03 16.30 同
査
IV 10 淡褐 同 粗案書 5.21 15.79 火山灰

地 V 灰白 同 竪硬 5.29 7.62 埴 士

之等の結果を概括するに弐の如し。

1) 上尾悦アカヱグマツ林のアカエゾマツ根系は一般に浅恨性にして表居より約 30cmの

聞に分布す。

2) 土壌の酸性度に就いてみるに，アカエゾマツ根系の分布範圏内に於て，器、原林に於て

はPH債3.89-5.38の聞に成林L.表唐土壌に於ては寧ろ生育j伏態の優る (b)調査地の方が (a)調

査地より酸度高く，又蹟質土援は PH5を示せり。従ってアカヱゾマツは湯原林に於て PH3.89

の如き PH慣小なる個所にも充分成林するととを得べきものと考へらる。

3) 乾土中の鴎植量に就てみるに，アカエゾマツ根系の分布範圏内に於て腐植物量は (a)

より (b)の方が蕗分多し。然るに之等を生育欣態の良好なる (c)に比較する時は前二者に於て

温かに大となれり。即ち本調査地の結果のみにては腐植量の多量なる事が必歩、しも生育jfJC態を

良好にするものとは考察せられ歩。

以 I~.は要するに本アカエ yマツ林に於てアカエゾマツは一般に洩根性にして，土壌の Pn

債，腐植量の多寡が直接生育A犬態に影響するとは考察せられや。其の停滞水は (a)よjJ(b)が

幾分減少せるものと観察され.(c)の如き醸質土壌は潟、原より更にー居水分朕態がアカエゾマ

ツの生育に封して良好たるものと考察せらる。

IV. 天瞳闇北大演習林中峰之平アカエゾマツ林

中峰之千アカエゾマツ林調査地は，北大天瞳演習林八線看守所より北東の方向に距離約5.5

km，東八線の津本流と十二線の津上流中聞にあり。アカエゾマツ林は通橋中峰之子 C463m)を

中心とせる附近一帯の地を占め，・蛇紋岩を基底とせる山頂の混潤なる平坦地に成立せり。此ア

カエゾマツ林の中央湯原には，樹幹{庄小なるアカエゾマツ(俗儒ヤチシンコ又は泥茨松と稿せ

らる〉多く，之を固めるアカエゾマツは純林を形成せり。
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梶原中心部に見らるる低居林帯には成育不良の幾性アカエゾマツ〈根本直径5-IQcm;樹

高0.5-1.0m;樹齢50-100竿〉を生じ，之より周縁に向ひてアhカエゾマツは次第に樹高を増大

す。低唐木は一般に屈曲せる樹幹を有し，樹冠幅樹高に比して麗く枝下短きを特徴とす。地床

にはミヅゴケ類多く，木本としてはアカヱグマツの他にPシリピヤクシン，ハヒイヌツグを散

生し，乾燥せる所にはハヒマツを見る。チシマザサは少く鑓性にして乾燥地のみに生や。革本

としてはミカヅキグサ，ワタスグ， ミタケスダ， ミカヘリスダ，ヌマガヤ等多<.怨i濯木とし

てはヒメシヤクナヂ，ツルコケモモ多し。共他漁原中央部に生やる植物として次の種類ebt。

ミツ...~ワウレン

ホロムイ Pングウ

ホソパノキソチドリ等

マウセンゴケ

ヤチギ...~ウシ

ガンカウラ y

シヤウジヤウパカマ

然るに中居林帯に於てはアカヱゾマツは根本直径10-14cm，樹高4-6m，樹齢200年前後

のもの多く，樹幹の屈曲少なく，樹冠は樹高に比して庚大ならや。之と混請する潤葉喬木にケヤ

マハンノキbるも少し。林床にはチシマザサ(稗高0.5ー1m)を生じ，アカエゾマツ稚苗あり。

濃木としてはハヒマツ1)シリピヤクシン(少)，アカミノイヌツグ，ハヒイヌツヂ，コェフラ

グツツジ，オホパスノキ，エゾクロウスゴ，ハナヒリノキ等を生十。草本居にはワタスグ，ヌ

マガヤ多きも，向次の種類るり。

ヒロハヒメイチグ

ミヅ...~セウ

シヤウジヤウスヂ

コイチェフラン

ミツノミワウレン

タチギパウシ

シヤウジヤウノミカマ

ホソパノキソチドリ等

ゴゼンタチパナ

マヒヅルサウ

ヒアフギアヤメ

更に周縁。アカエゾマツ林(第大園服第二関〉に於てはアカエゾマツは胸高直径30-37cm，

樹高20-25m，樹齢200-250年のもの多く，林中には潤葉喬木としてケヤマハンノキ，グケカ

ンパ，・コシアプラ等稀に散生し， ;J、喬木としてナナカマド，ヤマウルシ等量うり。林下にはヱゾ

ネマガリ多く，梓高3mに達するも(:1)<<:密生する所るり。然れども濯木としてはハヒイヌツダ，

アカミノイヌツグ，コヱプラクツツジ，オホパスノキ，ヱグクロウスゴ，ハナヒリノキ等を生

じ小瀧木としてツルシキミ，ツルツグ，イハツツジるり。林床には以上の他三えの植物を生歩。

ヤマドリゼ、ンマイ ホソ...，{ノタウゲ、シノミ ヒロハヒメイチグ

ゴゼンタチバナ ツマトリサウ ツルリングウ

シヤウジヤウスグ ザゼンサウ タチギパウシ

マヒヅルサウ コイチニ巳フラン ホソバノキソチド P

2. 群 落 調 査

本アカエゾマツ林研究地内に帯欣 1(I. 4. aコ;線状直1(I. 4. a)を設け群落の調査をな
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せり。

CI. 4. aJ (150 X 2) m2中峰之平帯欣直
本帯紙直は本林地操原の中心部より北部に向ひて設立せるものにして，i) 1-35mは低居

林;ii) 35ー110mは中居林;iii) 110ー150mは高居林たり。本帯欣医地内の林木配分航態の概略

は第十四闘より窺ひ得ペく，叉林木の直径階別配分表者と示さむに第21表の如し。

第十四間 中峯之卒アカエゾマツ帯紙直概園

o 
&ゐ....J .t ... 
10 !20 

主鳥~. &14-:J l 
30 40 

f魁 本科ドキネ

1ミ
80 10。 110 120 130 14-0 15ペ

第21表 口.4.心中峯之千帯状直樹高階別配分表
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〈本表に於て高居林帯に高層*1::なきは本表の測定が高層林の始にて終れるを以てなり〉

上表を見るに低居林帯に生ァ夕、るアカ工ゾマツは慨ね樹高2mに満たす示。然るに中居林帯に

於ては胸高直径20cmを超ゆるも殆どなく多くは樹高8m以下にして， 4m前後のもの最も多し。

高居林に到れば樹高直径屡々30cmを超へ多く樹高15m以上にして後稽樹を有す。

(1.4.α) (150m)中峰之平線駅直
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(1. 4. aJ帯状医の長軸9:::基準とし上記三林型と闘聯せしゐ本総扶直の林床植物の群落構

成を数量的に表示すれば第22去の如し。 (5mをー匡劃として算定す。〉

CI. 4.αユ中峯之子線放医林床植物一覧表

再戸:?買:-l(グ7」千7子旦F4J(丹ιh1tて口1二三J一iiイii
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三そづヱー一目|数 度|被 度|頻 度
一山一一一一一一 一 一一
四物ム¥?¥竺Jl 1 11 1 出 I i I ii I “ ii iii 

ザ ゼ ン サ ウ 1 1 1 1 4 

エゾスズラン 1 1 

ツマトリ サウ 1 1 1 

エゾアアヒスミレ 1 1 1 1 1 1 

ツ ル 乙/ キ 、、、 1 1 1 1 1 8 

エゾネマ dゲリ 5 5 5 

ホソノマノタウゲ、シノマ 1 1 2 

ツル H ンダウ 1 1 1 

3. 樹 齢 調 査

本地黙に於てはアカエゾマツの低居林，中屠林，高層林に調賓木を求め，帯欣匿を中心と

し， i正居林にて供試木1ポ，中居林にて2本，高居林にて3本を採り，之を測定せし結果第23

表の如し。

第23表 中峯之2f-アカエゾマツ樹齢

よι¥内定項目 l樹 高|根本直径 l年輪駁 i枝下高|樹冠幅
山林型¥¥_1 m cm l' ~，. ~ I m 

低層林アカエグマヅ 0.40 2.26 89 0.26 0.38 

5.65 15.81 210 3.70 1.45 

高磨林ア同カエゾマツ

6.10 15.52 213 2.00 2.20 

17.70 37.32 236 12.30 5.00 

同 18.10 37.46 232 8.30 6.00 

同 19.60 56.22 243 10.40 6.00 

本林はf正居，中居，高居林共に共の生長不良にして，特に低居林の坐長は著しく不良なり。

市して中居，高居林に於ける生育闘係は，落石岬に於ける該林に相似たり。

かくて本アカエゾマツ林を見るに群落型は i)アカエゾマツーヌマガヤースヂ類群， ii)ア

カエゾマツーェゾイソツ γジーヌマガヤ群， iii)アカエゾマツーエグネマガP群に別ち得ベし。

第 i)群は低居林にして胸高直径は算定し得るものなく，樹高1m以下;第 ii)群は中居林にして

胸高直径 8ー14cm，樹高←-6mのもの多く，第iii)群は高居林にして胸高30-37cm，樹高20-

25mあり。低居林帯地床にはミヅゴケ類一面に生十れども，高居林にはミヅゴケ生ぜすち之に

代りて特にエゾネマガリを生じ，前者が純粋の漁原林なるとは全く趣を異にす。低唐林及中居

林には混靖木を見ざれ Eも，~隆地にはハヒマツあり。倫高居林には僅かのケヤハンノキ， ト

ドマツを生ぜり。

V. 劃11路園湯川濃原アカエゾマツ林

釧路園川湯温泉附近に特殊梶原ありて，之にアカエゾマツ生示。此アカエゾマツ林は湯川
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本流の南岸に位し，川湯温泉市街より仁伏に至る道路kの三軒家より湯川に泊へる得、地に護達

せり。本林の林床にはミヅコケ頒に混じてi島原中央部にはキタヨシ，ツルコケモモ多く，アカ

エゾマツーキタヨシーツルコケモモ群を形成す。

，. 群 落 概 況 〈第七園版第一国及第二圏、

、本調査地のアカエゾマツ林を見るに， ~:桑原中央部に於ては111小なるアカエゾマツ(根本;直

径1.2-3.5cm;樹高O.02-0.90m)を生じ，之を中心として漸失四国に至るに従ひ林木は樹高を

士宮す。此結果略々三段林型(低居林型，中居林型，高居林型〉を示す。而して混原アカエゾマツ

林の三段外の典型的なるものをと中央より西北の南宇都屈斜路湖面アカエゾマツ純林につづく地

黙に求め得べし。此地に於ては南方に幅狭きアカエfマツ中層林を生じ(現在伐採をつづけつ
つるり)，開墾地を距てて過府澗Jt.混昆活

てE建量留高居林につづづ、く。

建小なるアカエゾマツは所謂ヤチシンコ形をなし，之を園む中居林に於けるアカエゾマツ

には胸高直径約2.0-3.5!m，樹高2-4mのもの多し。水辞屠は此母性アカヱ-;/マツ地帯に於て

深さ約35cmに達し，中居林帯に於てほ40cmfとして内25cmはキクヨシの残腫を含む。

本林D下屠には，キクヨシp ツルコケモモ優勢にして， ミカヅキグサ之に弐ぐ。叉所々に

ミヅゴケ類を伴ふ。共他tfU.木としてはハヒマツ，ガンカウラン，ヱゾイソツツジ，羊歯類とし

てはヤマドリゼンマイ，ヒメシダ，革本としてはマウセンゴケ，サハギキヤウ，イハノガリヤ

ス，ワグスグ，ホロムイスグ，ヤヂスグ，ハクサンスグ，タチギパウシ等を生じ，少しく乾燥

せる漁原小丘上には， ノヲノキ，オホパスノキ，アイヌミヤコザサ等を生じ，時としてナナカ

マドを交へ，ヤチハンノキを生やるととあり 3 叉ハヒマツは屡々掃、原中に生ぜり。

2. 群落調査

本林中に帯欣直1CI. 5. aJ;線欣直1(1. 5.αJ;方形匡1(1. 5. AJを設け群落調査をな

せり。帯欣~ (1. 5. aJ及椋欣匡(1.5.α〕は中央漁原低居林より漸失高さを増す周縁のアカ

エゾマツ中居林を横ぎり残留せるアカエゾマツ高居林へ亘りて設定し，以て植物群落相の費化

を知らむ事を期せり。而して方形区(1.f5. AJは操原の中央より少しく北方に寄れる所にて媛

小なるアカエゾマツの多数を生ぜる所に採り，土壌を採取せり。

[r. 6.心 (70X2)m2湯川帯欣匝

本帯欣匡は上越の如く漁原の笈性林帯(若干の中居木を混すつより舟]縁の中居林を経て高

居林へ推移する林相ο費化を見むが震設定せるものにして，低居林帯 (O-53.6m)と中居林帯

(54.3-67.3m)に分割して共配分を見るに第24表及第25表の如し。
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ι竺LuJl土白査dl日九ゴ-12H;lI
カエゾマツ 1 24 I 14 1 36 I 16 I 4 1 6 1 2 1 1 1 1 1104 I 1 I 1 11的

第24表(ii) (I..5. aJ湯川帯欣匡低暦林樹高階別配分表

ヰせLltJ-エアヱふ一心ドア
戸二r--67 下28γγ5γ

lZ2142土日;はizf二LJl;
ドゾマツ 17同-;-1 7 1 1 1 30 1 ，7 1 4 1 0 1 2 1 13 1 必

第2.5表 (ii) (I. 5. aJ湯川帯駅直中居林樹高階別配分表

¥鏑アカ樹碕エ高ゾ階マ¥mツJl 1 
0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 1:τh， 、 計

21 11 8 2 1 43 

(1. 5.凶 (70m)湯川線状巨

(1. 5. aJ帯欣匿の長軸を基準とし上記二林型と関聯せしめ本線欣匡の林床植物を見るに次

の如し。中央部の漁地にはツルコケモモ，キタヨシ，マウセンゴケ多く， ミカヅキグサ之に共

ぎ，共他濯木としてエグイソツツジ，羊幽類としてヤマドリゼンマイ，革本としてはシロ印ワレ

モカウ，サハギキヤウ，ワタスゲ、等混生し，小li:上にはアイヌミヤコザサ，ヤチハンノキ，ノ

P ノキ，ナナカマド等を生で夕、るととあり。又諸所に浅き小池ザ~f å'> りて ， 7k謹にはマウセンコ、ケ，

ミカヅキグFサ，ホロムイスグ，ヤチスグ，タチギバウシ等を多く生プ夕、るも，赤褐色を呈せる凹

地には槌物の生育を見守。

ラえに中唐木を多数生やる所にてはヱゾイソツツジ多く，低居林にひきつづきてキタヨシ，

ツルコケモモも多く，中央部に比しヤマドリゼンマイ増加し可中間協原への推移を示し，時に

イハノガリヤス生じ，高居林近くに至ればエゾシヤクナグをさへ生ぜり。

更に縁謹に至りてアカエゾマツD樹高を士宮ずに従ひ，下屠にはヱゾシャクナグ，オホバ・ス

ノキ等共量を増し，之に混巴てコエフラグツツジ，ヱゾイソツツジ等を生十。

向低唐林と中居林との林床植物を封照するため，前者に封しては0-50m迄を，後者に封し

ては5会-64m迄を取り，前者の50匪劃，後者の10匡劃に就き頻度を検せしに共結果第26表の如
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し。

第26表 (1. 5.α〕湯川線!伏直林床板物一覧表

植 物 名 低暦林帯(叩帯 l! 植 物 名
低暦林帯 E中頁暦林帯度

煩度版度 額 度

キ 51 5 4 !I シロワレモカウ 1 ヨ シ

ツルコケモモ 5 4 アイヌミヤコザサ 1 

マウセシゴケ 4 ノ ノ キ 1 

ミカグキグサ 4 オホノマスノキ 1 

ェゾイソ少ツジ 3 5 ェゾシャクナゲ 1 

ヤマドリぜンマイ 2 4 ワ 51 ス ゲ 1 

ヤ チ ス ゲ 2 ヱゾシャクナゲ 1 2 

ホロムイスゲ| 2 

CI. 5. AJ (lOm)2湯川漁原アカエゾマツ低居林方形E王

本方形区はi桑原の中央より少しく北方に依れる所，即ち川湯より仁伏道路上の三軒家の精

々北方約400mの所にあり。此地のアカエゾマツは概ね低小にして根本直径O.9-4.0cm，樹高約

O.2-1.0mあり。下居はキタヨシ，ツルコケモモ優勢にして，ミカヅキグサ之に弐ぎ，其他瀧木，

小瀧木としてハヒマツ，ガンカウラン，エゾイソツツジ，オホパスノキ，羊歯類草本としてヤ

マドリゼンマイ，マウセンゴケ等を生や。叉i品原小丘上にナナカマド，アイヌミヤコザサを生

歩るととbり。今方形直内の主要林木署日分を表示せむに第2i表の如し。

第27表 (i) lI. 5. AJ湯川方形医直傍階別問分表

¥¥ヂ径階| 根 本

樹種¥ぞI0-1 Iト 22-3

アカエゾマツ I54 I 49 I 33 

ナナカマド 3 I - I 一

合計 57 I 49 I 33 

(~~ I ~ lで|fl fl 
1 I 1 I 

第27表 (ii) (I. 5. AJ湯川方形直樹高階別配分表

一
¥樹高 | 
¥階 持J 可'"ち沼4・

お}手¥重¥¥ー¥ 
一 一一。-0.5 0.5-1.0 1.0-1.5 1.5以上

105 48 7 4 

ナナカマド 3 

lロL 108 48 7 生

3. 樹齢調査

メ日志、 計

164 

3 

167 

湯川アカエゾマツの樹齢を見むが詩，低屠林帯方形~にて 1 本，叉中居林に於て 1 本を採
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り，之を測定せる結果第28表の如し。

第28表 湯川アカエゾマツの樹齢

生Hhl樹 高 根京宣径
年 輸 重責

枝 下 高
m cm m 

同体…マツ( 0.75 5.00 137 0.04 

中暦林アカエゾマツ 5.50 10.66 167 3.0n 

本休は低居，中居林共に其の生長不良なり。向中居林の生育経過を観るに後年に到り念劇

に著しく表選するを?知る。

4.土壌

本林中， 1!l居林帯に於て採取せる土壌の PU第29表の如し。

第 29表 湯川低屠林の土壌居とPU

土 壌 暦 深 度 cm Pn 俊

水

場

水
存

蘇

木

蘇

0-8 

8 - 12 

12ー

3.4 

3.6 

3.5 

要するに川湯アカエグマツ林西北の湯川アカエソマツ林に於て群落生態事上最も興味ある

はその中央部なる水蘇漁原に護連せるアカヱゾマツ低屠林なり。即ち此部分に於ける植物群落

はアカエゾマツーキクヨシーツルコケモモ群を形成す。ツルコケモモは高居i島原の指標植物に

して，キクヨシは葦泊野の指標植物なり。しかも北海道本島に蹟く分布する高居幌、原に比して

所生植物は貧弱を極め，ハヒマツの散生する髄を特色とす。此低居林と周縁の高居林間には中

居林あり。中居林下の林床植物は殆ど保原植物に占められ，高居林Fの林床植物とは共種類を

異にす。湯川i島原の成因は屈斜路湖D形欣痩化，湯川のi巴程，火山活勘の建遜等に支配せられ，

複雑を極むるものの如し。現今梶原の中居林及低唐林の成林を見るに.部分的には雨者相互に

えt況に依り相輪廻するととを観察す。恐らく本幌、原の内方は地下水位の費動に依り育地土壌の

漁i何度の鑓化を粛せしが主因となり，雨者錯雑して推移せしものならむ。

向かかる育地とアカエゾマツ群落の関係は屈斜路東北岸のアカエゾマツ林(第十三園版第二

国)にても之を見るペし。此アカエゾマツ林は長さ約500m，幅約100mの細長き森林にしてア

カヱゾマツの樹高は10-20mなり。林中に長さ約400rn，幅約30-50mの特殊漁原ありて，アカ

エゾマツ林の長軸に平行す。該漁原は中間梶原の相甑を呈し，粗魔値約10cm，夫れ以下は泥炭

居なり。地床にはヱゾイソツツジ最も多く，又所.kハヒマツを伴ひ，向シラカンパの幼樹，稚

樹を混じ，地床にはコケモモ及衰退に傾きつつるるワグスグを生じ，又ヤマドリゼンマイの多

き事もあり，時にキタヨシのみ生守る所まうり。市して一部分ハヒマツ，シラカンバの生ぜるは

部分的に乾燥せる基底の性質に依るものなるべLo之に反して柏々乾燥せる高層林に入れば之
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等植物中海原性のものは概ね喜子鴎植性植物に置換せられ，濯木屠にはヱゾシヤクナダ， コヱフ

ラクツツジ，オホパスノキを生じ，革本居にはシラネワラピ，コミヤマカタバミ，イハツツジ，

ジンエフイチヤクサウ，ヤマイチヤクサウ，マヒヅルサウ等を見，根幹下にはゴゼンタチパナ

及コケモモ多き事あり。

第十垣間 根室園温根搭アカZゾマツ林帯紙直梅田

〈隣接せるトドマツ林をも示す〉

10 

8c 100 

耐叶]1市術品目
ZOu 21ο 

2w  260 
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VI. 根室園温根塘アカエジマツ林

根室宇島西部たる温根沼をめぐる森林は，針葉樹の紡株主主り。トドマツを主障とし，一般

に共下居に於て笹類の設建懐めて徴弱なるは北海道森林として形態上注目すべきととたり o 更

に群落生態上興味深きは各漠津に於て殆E澗葉樹林を見す，渓揮の底部王子坦なる所にアカエゾ

マツ林の帯紙護連を見る事なり(第八間服第一間〕。斯の如く高燥地にはトドマツ寄ら低操地には

アカエゾマツを生やる樹林，即ち林地全部が針葉樹によって占めらるるは，北海道に於て干希有

の林地形相と言ふペし。

1. 群落概況

温根婿を中心とするアカエグマツ林は流畔と湖岸とに存在するも，最も好く護達せるは温

根別川沿岸にして，殊に著しきものは其本流に於て見るべし。而して其群落を概観するに弐の

如し。

i. アカエゾマツーキタヨシ群

本群は流時に最も近く生やるアカヱyマツ林なるも，其成長は良好ならや。林床は蹴ね優

勢なるキタヨシによって占めらる。時にヤラメスグ著しく之に伴ふ。混生植物の主なるものと

してさえの如きものあり。

シロワレモカウ ヱゾレンリサウ ホソバノアカバナ

ドクゼリ エゾノオホノ〈センキウ エゾゴゼ、ンタチバナ

ヤナギトラノヲ ヱYシロ不 コノfノョツノξムク守ラ

ェゾアカネ サハギキヤウ イハノガリヤス

ムジナスダ ヒラギシスダ クロメスダ

ヰ等

共他時にヤチヤナギ，エゾイソツツジを混十。棺々乾燥せる所にはガンカウラン，マヒヅ

ルサウ，コケモモ等を生十。

ii. アカヱゾマツーキタヨシーツルコケモモ群

本群は上記群落のー費型とも考察せらるるものにて，アカエゾマツの成長は尚良好と云へ

や。特に温根療に於ける本群落の存立する地賠は，温根塘の近き矯に多少の宇麟水の影響を受

くるものの如し。

iii. アカェグマツーミツバセウ群 (第八園版第二闘〉

本群は部分的に小津泥地に多き群落にして，林床にはミツバセウが優占種として繁生し，

スグ類(クロメスグ，シュミットスグ，ヒラギシスヂ，ハクサンスグ，オホイツポンスグ等〉

之に亜ぎ，ヨたの種類を混生す。

ヤマドリゼンマイ

キツリフネ

イヌスギナ ;t"，，"シモヅケ

ェゾノオホパセシキウ クサレダマ
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ヤナギトラノヲ ミミカウモ担 ハンゴンサウ等

アカヱゾマツ樹幹の直下は土壌乾燥して，マヒヅルサウ，イハツツジ， ゴゼンタチパナ，

コエフラクツツジ，チシマウスパスミレ等を生じ3 渓手~に向ひては属々ケヤマハンノキを生守。

lV. アカエゾマツーコヱフラクツツジーイハツツジーゴゼンタチパナ群

本群は漠浬に沿へるアカエゾマツ林護建の格局林型と考ふべく，此依態に群落が護達すれ

ば逐次トドマツの侵入を見る。アカエゾマツは胸高直径2-40cm，樹高~-18mに亙り， 10-15 

mのものを主木とし複居林となり，混靖喬木としてトドマツの他，ケヤマハンノキ，ナナカマ

ド，小喬木としてヲガラバナ，ヒロハノツリパナ，慌木としてノリノキ，エグイソツツジ，オ

ホカメノキを生十。共下居に羊菌類としてヒメシダ，ヤマドリゼンマイ，草本としてイハノガ

リヤス，マヒヅルサウ， コミヤマカタバミ等，小i接木としてツルツグ生じ，林間凹窪地にはイ

ヌスギナ，ツルコケモモ，イツポンスグ，シュミットスグ，ホソバノヲゼ、ヌマスグ， ワタスグ

等生じ，向i品潤地にはキクヨシ， ミツeパセウの多き所るり。叉高燥地にはガンカウランを生示、

るととるり。

2.群落調査

本調査地には伐木の詩自然林極めて少し僅かに帯紙直 1(I. 6. aj;紘朕匡 1(I. 6.α〕

を設けI洋落の調査をたせるのみ。

(I. 6. aJ (22fi X 5) m2温根lJUlff帯紙匡(第十五園)

温根別川東岸i島原アカエゾマツ林は西方キタヨシ沼野を距て L温根別川に沿亡人(根室皆林

匡署管内温娘婿事業医第5林班)，東方は丘陵に成立せるトドマツ林に接して11ト泊に帯献に成林

す。本帯欣匡は此アカエゾマツ林より共東方のトドマヅ林末端のアカエゾマツ高層林に至る。

本林は一般に中居林型を呈L， トドマツ林に近づくにつれて柏々高居林の状態を呈す。又所に

依り高居木なく中唐木より成る所謂q本内の守L"を生、じ，柏々低屠林型のアカエゾマツを見る。

叉本林の中居林地帯は一般に瀕死木及枯損木多〈，樹枝にはサルノヲガセ着生し，林木の生育

紙態は概ね不良なり。而して本帯欣匡は大樫次の諸群に分割し得べし。

1・(0-130m)アカエゾマツーキタヨシーツルコケモモ群

ii. (130-200m)アカエゾマツーキタヨシ一群

iii. (200-225m)アカエゾマツーミツバセウ群

今本帯紙匿の縦断両国を示せば第十五闘の如し。又本帯欣匡内の林木配分を各群に分ち之

をー表に示せば第30表の如し。
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第30表 (i) (1. 6. a)温根婿帯扶直直径階別配分表
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(1. 6.心温根婿帯欣直樹高惜別配分表第30表 (ii)

計

483 1 1 411 1681 411 202 。-2
1601 51 99 2-4 

113 一一I111 78 33 4-6 
樹

• 23: 

E 

2 

31 

• 51 

1 

4 

2 

1 

.， ... 

20 

1 

3 

1 

14-16 

6-8 

8-10 

10-12 

12-14 

16-18 

高

795 

以上帯欣匿の林木町分を見るに次の如し。

アカヱゾマツーキタヨシーツルコケモモ群に於けるアカェグマツは低居性中唐木多く

ケ金本重立の94%を占む。即ち樹高6m以下，胸高直径2-14cmのもの最も多し。他にトドマツ，

ヤマハンノキの稚樹を僅かに混生す。叉アカエゾマツの稚樹も少からや。而して金本童文の51%

は樹高1.3m以下なり。本群落のアカエゾマツは一般に生育欣態不良にして，瀕死木，枯損木可

成り多く健全木の約49%に嘗る。尚子均樹高は3.4m，王子均直径は6.3cmたり。

アカエゾマツーキタ五シ群に於ゆるアカエゾマツは中居木を主とし，会林木教の約四

%を占め，樹高8m以下，胸高直径2-16cmのもの最も多し。他にトドマツ，オンコ，ケヤマハン

又アカエソマツ稚樹も割合多く存在し，雅樹圭瞳の約51%を占む。本群落

の主要林木たるアカエゾマツは一般に生育i!k態悪く，瀕死木も枯損木も相営多く，共敢は健全

)
 
・1・1

ノキの稚樹を混じ，

木の約47%を示せり。而して向平均樹高は4.9m，平均直径8.9cmにして前群落より樹高直径共

に柏々大なり。

アカエ:Jτツーミツバセウ群に於けるアカエゾマツは樹高10-18m，胸高直径16-38

cmありて梢々高層林の型を呈し，林下には稚樹著しく叢生せり。混滑樹種として共教は少きも

ヲガラパナ等の幼樹及稚樹存在す。本群叢に於けるアカエグマツケヤマハンノキ，トドマツ，

は前二群に比すれば生育i{}(態よく，枯損木も少く，共重立は健全木の 5%に過ぎや，樹高直径共

(1. 6.α) (225m)温娘婿線状匝

(1. 6. aコ帯欣医長軸を基準とし夫々の群落と闘聯せしめ，本線欣直によって林床植物群落

前二群に比して大なり。

を調査せる結果は共の如し。

アカエゾマツーキタヨシーツルコケモモ群地直，即ちひー130m聞は地床一面ミヅゴケ



( 50 ) 

類，スギゴケ類等を以て蔽はれ，草本屠にはキタヨシ優勢にして之に弐ぎ，ツルコケモモ多く，

其他

コケモモ

スグ類

等を生巴了時に

ヤマド Pゼンマイ

シロワレモカウ

エグゴゼンタチパナ

サギスグ

ヒアフギアヤメ

ヒメツルコケモモ

イハノガリヤス

マウセンゴケ

チシマウスJξスミレ

イノ、ツツジ

ワタスゲ

マヒヅルサウ

チシマガリヤス

ホソパヂヵパナ

ドクゼリ

ーヤチアキノキリンサウ

ミツ J"，セウ

等を生じ，瀧木としてヤチヤナギ部分的に群生し，又稀にリシリピヤクシン生や。而して

高燥地にはガンカラワン，エグイソツツジ等多く生ぜり。

ii) アカヱゾマツーキタヨシ群地直，即ち130-200m聞は地床一面ミヅゴケ類，スギゴケ

類を以て蔽はれ，草本屠にはキタヨシ優勢にして，向イハツツジ，スグ類，コケモモ等を多く

混生し，

ヒメシダ ヤマドリゼンマイ

コミヤマカタノミミ チシマウス J"，スミレ

ヤチアキノキPンサウ イハノガリヤス

ミヅパセウ マヒヅルサウ

イヌスギナ

ヒメツルコケモモ

チシマガリヤス

ヒアフギアヤメ

等を生十。前群落の下居に於て著しき存在なりしツルコケモモは大いに減少せり。而して

高燥地にはガンカウラン，エグイソツツジを生や0・

iii) アカエメマツーミヅパセウ群地直，即ち200-225m聞は地床一面ミヅゴケ類，スギゴ

ヶ類の蘇類を以て蔽はれ.草本屠にはミツパセウ優勢にして，之に次ぎイハツツジ相営多く，

共他禾本科幼苗く大部分イハノガリヤス〉とマヒヅルサウ生じ，時に

ヤマドリゼンマイ ヒアフギアヤメ アザミ類

ヤチアキノキ Hンサウ コミヤマカタパミ ミミカウモリ

チシマウスパスミ ν

等を混生し，精々高燥地にはエゾイソツツジを生ぜり。

今是等群落内林床植物と帯欣直林木配分とを平行せ・しめかー130m，130-200m， 20かー.225m

の三匿;即ち i)アカエゾマツーキクヨシーツルコケモモ群;ii)アカエゾマツーキタヨシ群;iii) 

アカエゾマツーミヅパセウ群に別ち，共群落構成を数量的に表示すれば第31表の如しo
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第31表 (1. 6.α]温根塘線状直林床植物ー費表

hq費] lF |一夜7 度 媛 度

1 11 iii 

キ d< ヨ シ 5 3 5 3 5 5 

ツルヨケモモ 3 1 3 1 5 2 一
ヵ・ンカウラン 3 1 3 1 5 2 

エゾイソツツジ 3 2 1 2 2 1 5 5 2 

ヒメツルコケモモ 2凶 1 1 1 5 1 

イノ、ノヵーリヤス 2 1 1 2 1 1 5 1 5 

チシマガ Pヤス 2 1 2 1 5 1 

士ヨ ケ 毛 壬 2 3 1 2 3 5 

ス グ 類 1 3 1 2 3 5 

?ヒグルサウ 1 1 1 1 1 3 I 3 

マウセン ゴケ 1 1 2 一
エグゴゼンタチパナ 1 1 一. 2 
シロワレモカウ 1 1 3 一
ヤマドリぜンマイ 1 1 1 1 1 1 2 2 2 

ヤナアキノキリンザウ 1 1 1 1 1 1 2 2 ‘2 
ド ク セ一‘ リ 1 一 1 1 

ヤ チ ヤ ナ ギ 1 1 1 

ワ タ ス ゲ 1 1 1 

サ ギ ス ゲ 1 一 1 一 1 

ヒアアギアヤメ 1 1 1 1 1 1 2 2 2 

イ -'、 ツ ツ ジ 1 3 4 1 2 3 1 5 5 

、、 ツ ノマ セ ウ 1 1 3 1 1 3 5 

リシリピヤクシン 1 一 . 1 1 一
チシマウス /~λ ミレ 1 1 1 1 1 1 1 1 2 

ホソノマノアカ rごナ 1 1 1 一
コミヤマカタノマミ 1 1 1 1 一 1 a‘l 

イ ヌ ス ギ ナ 1 一 1 一 一 1 一
ヒ メ シ ダ 1 一 1 一 一 1 一
、、 、、、 カウモリ 1 一 1 2 

ナシマアザミ 1 一 1 2 

ミヤマ 7 !lノマラン 1 1 2 一

以上綿欣匿の林床植物を概括せむに次の如し。

i) アカエゾマツーキタヨシーツルコケモモ群に於てはキタヨシ優占種とたり，之に次ぐ

はツルコケモモ友り。倫比較的多きはガンカウラン，之に次ぐはヱグイソツツジたり。其他虞

〈分布せるものとして，頻度5を示すものにヒメツルゴケ毛モ，イハノガPヤス，チシマガP

ヤス等il?!J。

ii) アカエゾマツーキタヨシ群に於てはキタヨシは向多きも，前群落に於けるよりは減少

を示せり。而してイハツツジ，エゾイソツツジはキクヨシに弐げり。
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iii) アカエゾマツーミヅパセウ群に於て優勢種なるはミヅパセウにして，個樫数は多から

ざれども，被度は比較的大にして，叉頻度も 5をと示し，共分布も買し。ヨえにイハツツジは割合

に多数生ぜり。共他禾本科幼苗を疎生ずるも割合庚き面積に互りて生十。而して本群落に於て

は中居林下優占種なりしキタヨシは殆ど見首らすヘ禾本科幼背中にそれらしきものを認め得?と

るに過ぎ歩。

3. 標準地土壇調査

温根別川東岸を占むる帯欣直(1.6. a)内に於てアカエゾマツーミヅパセウ及アカエゾマ

ツーキグヨシーツルコケモモ群内に夫々標準となるべき位置を選定せり。即ち前者は起動より

東方約200mの地を，後者は起勲より東方約50mの地を選び，試抗を垂註I'C堀撃し，共土壌の形

態的調査を行へり。而して土壌断面の色に基きて居を区分し，各屠より共土援を採取せり。(屠

位厚は測定中敢に依って示す〉。向本土壌採取地附近の群落欣況は既述((1.6. a. iii) i (1. 6. 

a. i)参照〕のま日し。

更に繭群落の地を地形的に見るに，アカヱメマツーミヅパセウ群はアカエゾマツーキタヨ

シーツルコケモモ群に向ひ，柏傾斜せるが故に後者より喜怒分乾燥す。而も後者の場合は排水溝

堀撃が禍して温根別川の増水時に於ては却て宇献7Kが此の排水溝に沿ひ流入し，従ってとの排

水溝は事貰上排水の用をなさ十。今本地騒の土壊を見るに失の如し。

第32表 温根塘アカエゾマツ林の土壌
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群名 l腕|厚 |色影|濃度l組 融 IPH I腐植| 摘 要
分布

アシ
V 15 手母 話主 粗にして軟

キタヨシ，スゲ類の這慢より
カ|

3.99 64.55 
なる。

t 

エツ
百 15 青白グル 7潤 密にして竪 3.20 19.87 埴 土

マコ
VJf 30 褐黒 議 スゲ類の遺髄よりなり，タ量

ツケ
粗にして軟 5.31 53.46 

の埴土を含む。
.1モ
キモ 国 25 事局 同 関 5.21 46.97 スゲ類の遺恒よりなり，タ量

タ群
の埴土を含む。

ヨ E 緑青 潤 密にして竪 4.69 10.33 埴 土

以上を概括せむに次の如し。

1.) 温根塘アカエゾマツ林のアカエゾマツは一般に洩根性にして，表居より約10cm前後の

居に分布す。

2.) 土壌の酸度に就てみるに，アヱカメマツ根系の分布範圏内に於ては雨調査地共にPHは

大韓4にして，生育欣態良き (a)の方が (b)より幾分高き酸度を有す。又アカエゾマツは本漁原

に於ても PH4を示す如き酸度高きi島原にも成林し得る如し。

3.) 乾土中の腐植量を見るに，アカエゾマツ根系の分布範圏内に於て主として林木養料の

給源とたる腐植は，寧ろ生育ifk態の不良なる (b)の方が (a)より大なり。従って批の場合腐植量

はその林本の生育状態に直接影響はたきものと考へられる。

4.) アカヱグマツの生育上最も閥係深き第一屠寓植居の腐植中腐植酸量に就て雨調査地を

比較せしに， (a)は (b)に比し約5傍も多く存在せり。即ち (a)の方が (b)に比し造に其寓植化作

用の進展せるととを?考察せり D

以上要するに本アカエゾマツ林に於てアカエゾマツは一般に洩栂性にして，土壌のPH，腐

植量の多寡が直接生育朕態に影響するとは考察せられ歩，腐植化作用の進展度即ち腐植の性質

に影響せらるるとと大注り。而して本アカエゾマツ林に於て前越の如く (a)は(b)に比し腐植化

作用の進展せるととを示す鹿なり。

濃原系ア力エゾマツ林概括

i) 操原系アカヱグマツ林はアカエゾマツ分布直域内の北部及東部に於ては低地に之を見

るも，中部以南に於ては山岳地帯に多し。

ii) 操原系アカエグマツ林の多くは低屠林，中居林，高居林の三段林型(詳細に見れほ五

段林型〉を呈す。而して此林型の成立は基底の地皐的構遣の如何に闘せや。

iii) 之等のアカヱゾマツ林は等しくー居林を示すとともあるも，叉中居林は二屠林なると

とあり，高居林は複居林なるととるり。

iv) 各林型の樹高は樹齢に比例せ示。低屠林の一例を見るに40cmにして89年，中居林に於

ては2.48mにして151年，高居林に於ては18.10mにして232年の如し。樹高のみ友ら歩林木の生

育は全く土地的保件に依る最u約の結果なり。
v) 樹高は土地の位置及紙況に依り共高さは一定せざるも三段林的構造は土地の位置及欣



( 54 ) 

況に開せ示。高山，東部北海道及南千島等の海岸葺地に於けるアカェグマツはー般に樹高低

し。

vi) 低居林のアカエゾマツは鐙性にして所謂ヤチシンコ型をなし，樹高は多く 1m以下，

所に依りではO.5m以下左るも，場所に依りては2mに主主するととるり。胸高直径は測定し得る

ものなく，根本直径1-4cm1t.り。中居林に於ては樹高2-6(-8)mのもの多く，胸高直径全一16

cmあり。又高居林に於ては樹高10m以上，胸高直径20cm以上のものを主木とせり。

vii) 上速のアカエグマツ林の三型と梶原との闘係を見るに，低唐林は高位漁原に，中居林

は中間漁原に成立す。高居林は一般に既に漁原に生ぜや。

viii) アカエゾマツの生育に閲しては土壌の PH腐植酸量の多寡が直接関係せや，腐植化。

進展度に影響せらるるものの如し。

ix) i島原系アカエゾマツの根系告と見るにいづれも捜根性なり。

x) 滋原系アカエゾマツ林は林型 (ForestType)上よりはミヅゴケ型 (Sphagnum-Typus)，

イソツツジ型 (Ledum-Typus)，ヤマドリゼンマイ型 (Osmunda-Typus)， コヱフラクツツジ型

(Menziesia・Typus)と友し得ペし。聞してミヅゴケ型の中にはアカエゾマツーホロムイスグー

ツルコケ毛モ群，アカエゾマツーホロムイスグーワタスグ群，アカエゾマツーヌマガヤースグ類

群，アカエゾマツーキタヨシーツルコケモモ群等るるも，キクヨシを伴ふ場合には樹高他の場

合よりも高し。イソツツジ型の中にはアカエゾマツーヱゾイソツツジ群，アカエゾマツーエゾ

イソツツジーエゾカンサウ群，アカエゾマツーエゾイソツツジーヌマガヤ群，アカエゾマツー

エゾイソツツジーキタヨシ群あり。ヤマドリゼンマイ型。中には，アカエグマツーヤマドリゼ

• ンマイ群，アカエグマツークロメスグ群，アカエゾマツーミヅパセウ群るり。コエフラクツツ

ジ型の中にはアカエゾマツーコヱフラクツツジーオホパスノキ群，アカエゾマツーコエフラク

ツツジーエゾクロウスゴ群，アカエゾマツーコエフラクツツジーヱグシヤクナグ群等るり e殊

に山岳地帯に於てはアカミノイヌツグを屡々伴ひ，アカエゾマツーコエフラクツツジーエゾク

ロウスゴ群が普通怒り。又コエフラクツツジ型にありては屡々イソツツジ類を随伴す。

議=章蛇紋岩地来7カ:r.IJマヴ林

地貰とアカエゾマツ林との関係に於て，共典型的なるは北見西部山脈，天瞳園天聾川沿岸，

石狩園雨龍川沿岸石狩園美瑛川支流オイチヤヌンベ川上流等の蛇紋岩地帯に見る。向小集圏的

には日高南部，夕張山服等にも之を見るペし。但し;気候冬期比較的温和なる闘係より日高南部

にはトドマツ，ゴエフマツ等の混靖せる所多し。一般に群落初期相に於ては屡々ハヒマツl)

シPピヤクシン，ヒロハJヘピノボラズ，エグノタカネ=ガナ等を生や。此の事賓は群落護謹

上興味ある事賞なり。而して高居成林なれほエゾネマガリ，ネマガリザサを林床植物の優占種

とナ。
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1. 石狩園南龍北大演習林内アカエゾマツ林

雨龍川東岸に麗k蛇紋岩地に護達せるアカエゾマツ林D好例を見る。斯かる林地の下屠は

概ねササ類の濁占する所となる(第九固版第一園〕。而してササ類としては手メネマガリ，ウ P

ウザサ，ネマガリザサ等あり。本地帯アカエゾマツ林は優占種アカエゾマツの他に時としてト

ドマツ，グケカンパ， ミヅナラ，ナナカマド，センノキ，コシアプラ等を混請す。濯木として

はムシカリ多きも，倫Jリウツギ，コマユミ， ミネカヘデ，ヲガラパナ，コエフラクツツジ，

オホパスノキ等を交へ，小濯木として，ツルシキミ，ハヒイヌツグ，ツルツグ，イハツツジ等

あり。ササ類少き所に屡々シラネワラピ優勢となり，之に失の種類を混生す。

ウチハマンネンスギ

ヒロハヒメイチヂ

ヤマイチヤクサウ

マヒヅルサウ

コイチエフラン

オクェグサイシン

ヅタヤグシユ

タェギキヤウ

ツクパネサウ

アカミノルヰエフシヤウマ

ゴゼンタチバナ

ツパメオモト

エンレイサウ

腐朽聞木上にはゴゼンタチバナの他，ウチハマンネンスギ，ツルシキミ，ツルツグ等おり。又

アカエゾマツの稚苗幼木を生歩。多少漁潤の所には林床植物としてヤマドリゼンマイ優勢のと

とあり。斯る所には屡々多くのミヅパセ1)を混や。

II. 右狩園雨龍白鳥山アカエゾマツ林(第十周版第一園〉

石狩園雨龍川沿岸の西岸に於ても蛇紋岩系のアカエゾマツ林あり。御料林内白鳥山の如き

其一例とす。白鳥山(雨龍郡沼田村字幌新太万別御料地白鳥事業匪〉は，標高776m，ー名幼主

山と稿せらる。基岩は頂上近くは蛇紋岩，山麓中腹は水成岩と醸岩とより成る。

アカヱメマツ林は局主山一帯。蛇紋岩地帯に現れ，一般に其純林は小群落を注し，概ね尾

根沿に存在す。頂上近くの緩傾斜地に於ては風力の影響を蒙り樹高生長悪く，枝下低く，樹冠

は著しく下方に垂れ，一般に樹冠幅及根本直径は樹高に比して大たり。本林が下方に於てダケ

カンパーミヅナラ林に移行する地黙に於てはアカエゾマツにミヅナラ，グケカンベナナカマ

ド等を混じ，時にトドマツ，オンコ等を混生す。又上方に於ては頂上近く友るに従ひてハヒマ

ツを多く混じ，所に依りではハヒマツ中にアカエゾマツ~混やるが如き林相を見る。此上部に

於けるアカエゾマツは胸高直径10-20cm，樹高2-3mVもの多きも，令指のものは胸高直便50

cm，樹高25mに遣するものるり。本林の下屠を見るにササ属植物優勢なるも其他

ヤマドリゼンマイ

ホソノξ ノタウグシ~~

マヒヅルサウ

等生じ，倫瀧木として

リシPピヤクシン

ゼ、ンマイ

オホパキスミレ

シヤウジヤウスグ

トツク!J~、シ~~ミ

オクエゾサイシン

ヒロハヒメイチグ

チシマアザミ

ヒロハノヘピノボラズ
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ホザキナナカマド

エゾシモツケ

ヤマウルシ

ハナヒリノキ

ムシカリ

タカネナナカマド

ツルシキミ

ミヤマホツツジ

エゾク bウスゴ

等生じ，蔓草類にはツタウルシ生歩。

オホタヵネパラ

アカミノイヌツグ

コエフラクツツジ

オホパスノキ

尾根筋及念斜面地θ植物は林地のそれと趣を異にし，一般にササ類少し

イハウサギシダ クロパナハンシヤウヅル イハハタザホ

キジムシロ チシマフウロ ヒメナットウグイ

イハオトギリ ヱゾプフヒスミレ オホノ主キスミレ

アポイタチツボスミレ ホタルサイコ ミヤマセンキウ
目

エゾオホサクラサウ ツマトリ サウ シラグキクパクハガグ

エグキヌタサウ シラトリシヤジン タカネウスユキサウ

エゾノタカネ=ガナ テシホカ1)y]Jナ キタアザミ

コメガヤ ウシノケグサ シヤウジヤウスグ
内，

シヤウジヤウバガマ マヒヅルサウ カタクリ

ェゾカンサウ ヒメイズヰ オホアマドコロ

等生じ，濯木としてエゾシモツケ，ヤマウルシ，ハナヒ Pノキ等あり。

III. 天瞳園北大演習林

北大天聾演習林は天瞳園北部に位し，北見天盟園境分水嶺と天瞳川との聞に存在する一帯

の山岳林なり。本演習林のアカェソマツ林は鈴木，長尾，原回三敬授の地質調査固と比較する

に蛇紋岩地帯に護主主せるものなり。而して演習林西宇部なる天盟川支流問寒別川東岸地方に於

ては地形は概ね急峻にして山腹は20
0

-35。をなせる所多く，所々に蛇紋岩θ崩壊地を見る。又

特殊地としては山上にi桑原あり。

本地帯は全林に亘り北海道の他の地髄に比して蹟くアカエゾマツ分布す。本演習林東宇部

は地形地質に費化ある矯，林相複雑にして林地生態壊に種々興味るる研究題材を提供す。伺っ

て本演習林内アカエゾマツ林D群落事的研究を行はんが震に，西部に於てはアカエゾマツ単純

林と蛇紋岩崩壊地とに調査地をとり，東部に於ては地質地形の費化と林相の聞係，並に異齢林

相互の閥係を研究するに適する調査地を選定してアカエゾマツ林を研究せり。

，. 天瞳北大演習林に於けるアカエゾマツの分布〈第十六圃〕

天聾園に於ては往時天瞳川沿岸一帯に多くのアカエゾマツ林を形成せるものの如きも，既

に殆E伐採し輩し，現在残存せるは僅に北大天盟第一及第二演習林及共附近森林の一部に過ぎ

す示。演習林内に於てアカエゾマツは主として第一演習林字戸内事業直，俵島事業医，幌加事業
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第十六園 北大夫種演習林アカエゾマツ分布圃

("1 b， c， <1， c， f， g，は帯状置存在地軌を示す〉
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直及第二演習林河束事業医の蛇紋岩を基底とせる地方に純林を形成して分布せり。叉共他に於

ても散票占的に小集圏欣に各所に分布し，上音威子府事業匡織道の津，飯島事業医頓別訪津I'C於

てもアカヱゾマツの散生せるをと見る。尚叉問寒別川西岸に於ても西八棋に於て塊献に小集圏地

を見，叉所々にアカエゾマツ腐朽根株を護見し得るものなりと云ふ。

今演習林内各地純林の分布に就きて述ぶれほ次の如し。

a. 三津山稜を中心とせるアカエゾマツ林

三揮山北部より北東流せる天幕の津上流東岸及熊の津上流東西雨岸の純林に初まり，三津

山稜を南に散生的に帯欣に分布せるアカエゾマツ林るり。南方月見津に主り再び庚き純杯を形

成せり。而して此林は天盤川を越えて南方北海道臨地方林に延長せり。叉山稜三角賦443m，北

方小頓別訪川の上流に於ても小商積に純林を形成せり。

b. パンケ山 (631.3m)，ベンケ山 (716.3m)を含む中央山脈よりアユマナイ津，佐久津

上流一帯のアカヱゾマツ林

パンケ山南方ベンケの津，最上流;地附近よりペンケ山南方のトイヱオマナイの津最上流附

近，アユマナイ津上流地附近を粧て佐久I11最上流地附近に至る一帯の地は中央山脈の最高部を

除きてアカエゾマツ分布し，所々に純林を形成せり。殊にベシケの津上流，アユマナイ津上流

に於て大面積に亙れる純林るり。

c. パンケの津上流沿岸アカエゾマツ林

パンケの津南岸に於ては，アカエゾマツ林は三角瓢479mを中 C、として東西に長く損り，北

岸に於ては三角艶395m，三角賠491mをと中心として，北はウトナイ川上流に至り，東は中央山

眠中腹に汎りて分布し，殊に字戸内事業区第27林班に於て模範的の純林を形成せり。

d. ヌプロマツポロ津アカエゾマツヰ木

ヌプロマツポロ津中流以上の地一帯にアカエゾマツ純林あり。模範的の林型を示せるを以

て，永久保存林に選定せられたり。向此林は南方ノプカナイ津北岸に延長して良好なる純林を

形成せり D

e. 中峯の.2fを中心とせるアカエゾマツ4木

東八繰本流上流地方，南方は知駒岳山麓より中峰の平を経て十二線の津上流，イソサンヌ

プリ山麓に至る康大友る地域t汎りてアカエゾマツ純林を形成し，殊に中峰の干に於では特殊:

操原性の植物相を有す。

f. ヒヤミヅ津アカエグマツ林

十四棋の津支流ヒヤミヅ津南岸三角黙338mの下方附近にアカエyマツ純林の焼E若林るり。

g. 二十線の津アカエグマツ林

二十線の揮と問寒別川本流最上流との中聞に介在してアカエゾマツを分布し，所々に純林

を形成し，殊に俗構タマイシの津北岸に於て美林を有す。



2.群落概況

群落墜的調査i也として下記の3事業匡7個所のアカzゾマツ林を採れり。

i. 幌加事業医

a. 天幕の津アカエゾマツ林

b. 熊の津アカエゾマツ林

c. 幌熊林道アカエゾマツ林

ll. 飯島事業医

a. 月見の津アカエゾマツ林

b. 焼熊林道アカヱゾマツ林

iii. 河東事業匡

a. ヌプロマツボロ津アカエゾマツ4木

b. 東八線本流アカエゾマツ林

i. 幌加事業医
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本事業匿の一般林地は比較的複雑にして， トドマツ，エグマツ，他の潤葉樹を混やる混滑

林多く，アカエゾマツ林は混滑林中の所々に小面績を占めて散生するのみなり。

本事業に於てはアカエゾマツ林が他の林型に移る移行地轄に研究主眼を置きて，基岩の費

化に伴ふ林地の餐化にも注目せり。

a. 天幕の樺アカヱゾマツ林

三角賠404mV北下に源を裂するヲミ幕の津上流の東岸にアカエゾマツ純林を生示。本林は

間の峰。西斜面25
0

の山腹に存在するや L安定せる林型なり。老大樹(胸高直径40cm;樹高25

m)疎立し，下居はササ類極めて優勢なり。普通アカエゾマツK混入せる潤葉樹ミヅナラ，グケ

カンパの老大樹は少し混生樹としてコシアプラ，ナナカマド，ダケカンバ， トドマツ，メイ

ダツカヘデ等を生や。瀧木としてはオホカメノキ多く，時にノりノキ，エゾユヅPハ等を生じ，

低性瀧木として樹下にツルシキミ，ウスノキ，オホパスノキ，ツルツグ，及草本としてマヒヅ

ルサウ，ヒロハヒメイチグ，スグ類等を生ぜり。

本林は北端に於てエゾマツ， トドマツ， ミヅナラ，ダケカンパ等を主とする混清林に移行

し，アカエゾマツ林基岩の蛇紋岩は頁岩又は砂質頁岩に要る。混滑林の瀧木唐はササ類を主と

し，エゾユヅリハ，オホパスノキ，コヤウラク，エゾクロウスゴ等を散生し，草本居にはリヤウ

メンシグ，シラネワラピ，シシガシラ，ホソパノタウゲ、シパ，ウチハマンネンスギ，ゴンダンス

グ，セウゼウスグ， トグナシゴエフイチゴ，ヒメイチダ，ウスパサイシン，ハヒイヌツグ， ツ

ルシキミ， ツルツグ，ゴゼンタチバナ，ヤマイチヤクサウ，ウメガササウ，ハナヒリノキ，ツ

ルアリドウジ等を生十。、静

b. 熊之津北岸アカエゾマツ林

本調査地は三津山より東流する熊の埠上流の北岸南斜面〈傾斜約20度〉の林道に指ひ，帯
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欣に護主主せる約300m(Dアカエゾマツ林なり。

本林は三角黙東北下の蛇紋岩崩壊地に接して始り，下方は蛇紋岩が蛍岩性砂浩及砂岩(含

{r石〉に費やる所に至りて止む。本林は老樹〈犬なるは直径SOcm;芯j高34.5m)及批齢樹を生

じ，潤葉樹としては主にケヤマハンノキ，ダケカンパ， シラカンパ， ミヅナラを混じ，向シナ

ノキ， コシププラ，ナナカマドを混生ナ。林床には高さ1.5-2.0mのエゾネマガザ，ネマガリグ

ケ密生し，他の下生植物の侵入を容易に許さや。又アカエグマツの雅樹も茜だ少Lo濯木とし

てはオホカメノキ多く，時にトツクリハシバミ，エゾユヅリハ.オホパスノキ等を生じ，小瀧

木としてはハヒイヌツグ，ツルツグ，ツルシキミ等を生十。

木材、内蛇紋岩崩壊地斜面(傾斜約45度〉にてはゼンマイ，エゾススキ，ヒメノガリヤス，コ
体

メガヤ， 合ヤウジヤウスグ，エゾカンサウ， シヤウジヤワパカマ，シロワレモカク，チシマフ

ウロ，エゾノヨロヒグサ，エゾキヌタサウ，テシホカウゾリナ，オホプキ，コガネギク，キタ

アザミ，チシマアザミ，エゾノタカネ=ガナを生じ，瀧木としてはオホタカネパラ，アカミノ

イヌツグ，エゾイソツツジ，小喬木としてはケヤマハンノキ，ナナカマド等を散生す。

c. 幌熊林道アカエゾマツ林

本調査地は三津山よりS50
0

E，距離600mの地黙，幌熊林道に沿ふ所にして，三津山南山稜

より初めて東に分岐せる尾根上部の傾斜平駒25度なる南斜面に散生せるアカエゾマツ林たり。

本林は腕高直径130cm，樹高30mのアカエゾマツ老大樹，胸高直径30cm，樹高20mの批齢樹及胸

高直径7cm，樹高8mの幼齢樹を混じ， トドマツ，エ::/マツ，ケヤマハンノキ，ダケカンベ ミ

ヅナラ，コシアプラを散生し，時にセンノキ，ホホノキ，シラカンパ，ヱグイタヤ，アヅキナ

シ，メイグツカヘデ，オンコを生、十。林床にはササ類密生し，高さ平均2.0mt"有L，ササ中に

オホカメノキ，ヤマグルシ，アカミノイヌツグ. トツクリハシパミ， ノリノキを生じ，革本屠

にはスグ穎，マヒヅルサウ，ヒロハヒメイチグ，稀にザゼンサウ等を生示。

叉尾根及尾根より南方に分減せる11、尾根に於ては，アカエゾマツ樹下にササ類比較的疎生

となり.i草木としてアカミノイヌツグ，オホカメノキ，ヤマウルシの他にコヱフラク，エゾイ

ソツツジ，ツルシキミ，エゾユヅリハ，オホタカネパラ，オホパスノキ，エゾクロウスゴ，ゥ

スノキ，草本居にはゴゼンタチバナ，スグ類，シシガシラ，マンネンスギ，マヒヅルサウ，ヤ

マドリゼンマイ等を生ビ，時にツルアリドウシ，ツノレリングウ等を黒占生せり。

本林に又蛇紋岩の崩壊地斜面るり。崩壊地斜面は傾斜平均35度の除阻地にして木本として

チシマザクラ， ミヤマザクラ， ミヅナラ， トツクリハシパミ，ヒメヤシヤブシ，ケヤマハン

ノキ，及ヱゾネマガリ，ネマガリグケ，オホタカネパラ P エゾイソツツジを生じ，羊歯類とし

てはゼンマイ，革本としてはエグススキ，ヒメノガりヤス，ェグノヨ h ヒグサ，オュカサモチ，

ミヤマセンキウ，ホタルサイコ，エゾキヌタサウ，チシマフウロ，ウメノfチサウ，アポイタチ

ツボスミレ， ミヤマスミレ， ヒメナツタウグイ， シロワレょとカウ， もガネギク，チシマアザミ，

テシホカウゾリナ，ハクサンチドリ，シヤウジヤウスグ等を散生せり。

11. 飯島事業高
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本事業匿に於ては，アカエゾマツ林は部分的に相建するを以て，調査は同齢林，異齢林等

の群落的相互関係及地質と林相の関係に留意せり。

a. 月見之津アカエゾマツ林

本調査地は音威子府の西方約15粁，天瞳川の北岸なる三角賭41lmより南走せる尾根と，と

の東に並走せる尾根との聞に存し，俗稿月見揮を中心として護建せるアカエゾマツ林llV。而

して本林は老大樹(胸高直径50cm;樹高26m)を多く生ぜる一帯林型と現在盛に更新中なりと考

察せらるる老大樹，批齢及稚樹を生ぜる克行林型とをど含み，アカエグマツ老樹同齢林は斜面下

部に，アカエゾマツ異齢林は斜面上部の尾根近くに展開す。

〔アカエゾマツ老樹同齢林〕 アカエゾマツ老樹同齢林に於てはミヅナラ， トドマツ，ナ

ナカマド，ホホノキ，コシアプラ，エゾヤマサ"クラ(樹高約16m)等混入して中唐木となり，下

居はササ類擾占種となる。向瀧木居にはヤマウルシ，オホカメノキ，プカミノイヌツグ， ノリ

ノキを混生す。アカヱゾマツ老樹直下は一般に笹類稀薄となり，エグユヅリハ，エグイソツツ

ジ，ツルシキミ等生じ，又屡々トドマツの稚樹を生や。而して本調査地に於て，アカエゾマツ

の稚樹及子苗は表土涜く陽光充分なる疎開地に生ぜり。

〈アカヱグマツ異齢林〕 アカエゾマツ異自治林は4個のIJ、林型の結合よりなる。 α)老鹿

せるアカエゾマツ(胸高直径50cm;樹高28m;樹齢約300年〉下に稚樹を多く生ぜるもの ;s) 

上唐木なくして稚樹のみ友生ぜるもの; r)低き:!u:齢樹よりなりて枯損せる稚樹多きもの ;δ)

批齢樹よりなるもの。

何れの場合に於ても林地は中唐木少し トドマツ，コシアプラ， ミヅナラ，ケヤマハンノ

キ，ナナカマド，ダケカンパ等を僅に混十。林床植物を見るにササ類は α)s) 2者に於ては鰻

小にし C密生し， r)δ)に於ては長大にして疎生す。瀧木としてはオホカメノキ，アカミノイ

ヌツグ，ヤマウルシ等遣うり。向 α)s) 2者に於てはオホパスノキ，エゾユヅリハ，ヨエプラク，

ヒメナットウグイ，チシマアザミ，ツノレリングワ，キソチドリ等生生じ，又シヤウジヤウスダ

を多く生十or)δ)に於てはツルシキミ，ハヒイヌツグ等を稀に生ずるに過ぎ十。

向本調査地は月見津上部東帝及下部西岸に於て庚き蛇紋岩崩壊地を生ぜり。今その崩壊地

斜面に生やる植物を列記すれば次の如し。

木本: シラカンパ，ダケカンバ， ミヅナラ， 'ナナカマド，テヅキナシ，イヌヱシジユ，

エゾヤマザクラ， ミヤマザクラ， ヒメヤシヤプシ， トツクリハシバミ，エメネマガリ，オホタ

カネパラ，アポイシモツケ，マルパシモツケ，キツ不ヤナギ， ヒロハヘピノボラズ。

草木: シヤウジヤウスグ，エゾススキ，ウシノケグサ，コメガヤ，シロウマアサツキ，

ハクサンチドリ，キソチドリ，ワラピ，テシホカウゾリナ，エゾタカネェガナ，チシマアザミ，

キタアザミ，コガネギク，ヱゾノヨロヒグサ， ミヤマセンキウ，ホタルサイコ，エゾキヌタサ

ウ，クルマムグラ， ヒメナツタウグイ，チシマフウロ，ヱゾカハラマツパ，ヒロハクサフヂ，

シロワレモカウ，アポイタチツボスミレ，エゾアフヒスミレ， ミヤマスミレ等。

b， 焼鰭林道アカエゾマツ林(第九問販第二周)
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本調査地は三津山の南方山稜三角黙443mの北側より西南下せる小頓別訪川水源附近，三角

黒占443mより北東7度，距離約250m，尾根の西側の斜面に於て蛇紋岩の上に護達せる面積約1陪

のアカエゾマツ林怒り。而して傾斜平均西方に30度をなせる険阻地なり。本林地にはアカエゾ

マツ(胸高直径25cm-35cm;樹高平均18m)多く生巴， トドマツ，ナナカマドを散生す。林下

にはトドマツの稚百多く生ビ，時にアカエゾマツ稚樹をも生ぜり。林床にはヱグネマガリ，ネ

マガ事ダケ(高さ1.0-2.2m)優勢にして密生し，樹下に僅にオホカメノキ，ノリノキ，アカミノ

イヌツヂ，ツルシキミ，ツルツグ，ヒメイチグ，マヒヅルサウ，スヂ類を生十。

本調査地は西端斜面下部附近よりエゾマツを生じ， トドマツ， ミヅナラ，アヅキナシ，コ

シアプラ等の混滑林に移行し，同時に蛇紋岩は頁岩に費化せり o又南方より東端尾摂附近にか

けでは，グケカンパ， ミヅナラ，ケヤマハンノキを混生し，コシアプラ，ナナカマド，ヱゾノ

パツコヤナギ等を散生し，エゾネマガリ中にトツクりハシバミ，オホカメノキ1 アカミノイヌ

グ，ノリノ寺等を生やる陽向混滑林地に績き，北方に於てはアカエグマツ，エメマツ， トドマ

ツ，ググカンパ， ミヅナラを混生し，コシアプラ，ナナカマド，エゾノパツコヤナギ，シナノ

キ等を散生ずる林に移行す。本調査地に於ては，地質の費化tζ伴ふ林相の饗化に注目せり。

iii. 河束事業医

天瞳川の支流問寒別川を境とし，共東倶!Jと西側に於て著しき林相の相違あり。即ち東側は

蛇紋岩を基底とせるアカエゾマツ林多く，群闇紋に良材に富める純林を形成し，西側は上部第

三紀居を基底とし， トドマツ，ェゾ1マツ，シナノキ，エゾイタヤ， ミヅナラ等より成る混滑林

護遼す。

本事業医は問寒別川東岸に位し，アカエゾマツ林の土壌的極盛相を観察し得る所にして，

北海道帝園大撃天聾演習林として植要注る地黙なると共に，アカエyマツ生態調査上にも亦重

要たる地黙なり。

a. ヌプロマツポロ揮のアカエゾマツキ本 (第十闘版第二闘及第九闘版第四闘)

ヌプロマツポロ揮アカエゾマツ林調禿地は，天瞳園天盤部と北見園枝幸郡との郡界三角黙

463mより西北流せるヌプロマツポロ津支流一帯の蛇紋岩地帯なり。支流を挟める山稜は比較的

綬かなれEも，之を主稜として出づる側脈斜面は幅狭く，地勢急峻にして津泊の所々に崩壊地

を生十。

天聾第二演習林に於てヌプロマツボロ津はアカエゾマツの代表的林相を有し，殊に流域

約1560隔は原生保存林として，天然の推移に依る林相の費化を研究する好資料となれり。ヌプ

ロマツポロの支流に存在する本研究地は殊に美林を有する所なり。本調査地に於ては蛇紋岩上

に護達ぜるアカエゾマツ林の群落更行に研究中心を置き，アカエゾマツ林の土壌的極盛相.と特

有なる崩壊地斜面上の群:落相には特に注目を注げり。

林内アカエゾマツは老大樹(胸高直径85cm;樹高25m)世齢樹(胸高直径25cm;樹高20m)

多く生じ，ナナカマド，シラカンパ，コシアプラ， トドマツ，其他ケヤマハンノキ，ホホノキ，

ダケカンパ， ミヅナラ，エゾヤマザクラ，エゾイタヤ等の澗葉樹を混生し，又小喬木としてミ
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ネザクラ，チシマザクラ， ミヤマザクラを生じ，渓畔には屡々ミヤマハンノキを生示。林床に

はササ類(高さ1.5-3.5m)密生し，ササ中にオホカメノキ，アカミノイヌツグ，ノリノキ，オホ

パスノキ，エグクロウスゴ， ヒロハヘピノボラズ等を混生し.又アカエグマツ樹下にツルシキ

ミ，コエフラク，ハヒイヌツグ，ツルツグ，ハナヒリノキ，イハガラミ等を生じ草本居には

ゴゼ、ンタチパナ，コイチヱフラン，イハツツジ， ツルアリドワシ， シヤウジヤウパカマ， ヒロ

ハヒメイチグ，マヒヅルサウ等を生十。

本調査地は叉地勢急峻にして，所々に蛇紋岩の崩壊地斜面を生じ，崩壊斜面には所々ハヒ

マツ(第九園版第三間〕を散生叉は群生し，タカネナナカマド， ヒロハヘピノボラズ，アポイシ

モツヶ， ミヤマザクラ，チシマザクラ，タカネザクラ， ミヤマハンノキ， ミヅナラ及アカエゾ

マツ稚樹を生じ，テシホサウ，エゾススキ，チシマフウロ，シロワレモカウ，チシマアザミ，

ヤマブキショウマ，ヱユ/キヌタサワ，ヱゾアホヒスミレ，アキカラマツ， ヒメナツタウグイ，

エゾノヨロヒグサ，ヱゾノコギ]1，ウサギシダ等を混生し，時にテシホコザクラ，チングルマ

を生十。又最近崩壊してササ無き所にはヤマブキショウ-;.，アポイタチツボスミレ，ウシノケ

グサ，ウメパチサウ，ヒメナットウグイ，ヱゾキヌタサウ，コガネギク，キクパクハガタ， ，.イ

ハオトギリ，ヱゾタカネニガナ，ヱゾススキ，チシマセンプ]1，シロウマアサツキ等を生じ，岩

石上に稀にイプキジャコウサウを生十。

b. 中峯之千アカエグマツ林

本林の記述は滋原系アカエゾマツ林 (36頁〕参照すぺし。

3. 群落調査

調査地の選定には北大天盟演習林中に於てもアカエゾマツの純度高き所を主とせり。本地

域中蛇紋岩崩壊地附近に於ては地質と林地との関係を認め得ペき帯紙区 7(II. 3. a; 11. 3. b; 

II. 3. c; 11. 3. d; II. 3. e; 1I. 3. f; II. 3. gJを設定せり。上記の測定区中 (1I.3. a; II. 3. b; 

II. 3. cJはアカエゾマツ多き場所の代表とし， (II. 3. d; II. 3. e; 1I. 3‘Cは蛇紋岩崩壊地に

近き林地の林木配分a:'， OI. 3. gJは地質と林相との闘係を攻究する事とせり。

1. アカエゾマツ多き蛇紋岩地帯林地

(II. 3. aJ (20 X乃)m2幌熊林道帯紙匝

本帯欣匡は幌熊林道絡酷より豹50m，東方小尾根上部プカエゾマツ特に多き所にるり。南

東に10度の緩傾斜をなす。直!IJ:地内にはアカエゾマツ老大樹(胸高直径60cm;樹高20m)，世齢

樹(胸高直径28.5cm;樹高15.5m)及稚樹を生じ，ナナカマド，コシアプラ， トドマツを散生

す。林床にはササ類(高さ2.0mのもの)多く生じ， i桂木としてはオホカメノキ，アカミノイヌ

ツダ，ヤマウルシを混生し，コエウラク，オホパスノキ，エゾイソツツジ，ヱゾクロウスゴ，

ウス Jキ，オホタカネパラ，ツルシキミ，ハヒイヌツグ等を生歩@又草本としてシヤウジヤウ

スダ，マヒヅルサウ，ゴゼンタチバナ， ヒロハヒメイチグ，ツルリングウ等を生十。今本帯欣

区内の主要林木を圃示すれば第十七園η如く，之が配分を表示すれば第33表の如し。
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ハンノキ 50ナナカマド R ヤマウルシ Asコシアプラ

第33表(i) (II. 3. a)幌熊林道帯欣直直径階別配分表

叫日lアカエ IH"~ 'l Iナ ナ(ケヤマ lコ シ i…!ゾマツ トドマツ カマド jノ、ンノキ アプラ

0-2 B 

2-4 1 3 1 1 

4-6 1 1 1 

6-8 一 1 1 一
10-12 一 一 1 

12-14 1 一

20m 

計

5 

6 

8 

2 

1 

1 
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第33表 (ii) CII. 3. aJ幌熊林道帯欣匡樹高階別配分表

R5|ァヵェ l'V""7 'y /ゴ ナ!ケヤマ lコ シ i | 計l ソe マソ トドマツ カマド ノ、ンノキ アフ・ー センノキ

0-2 1 8 9 

2-4 2 1 1 5 

4-6 1 1 

6-8 1 1 

8-10 1 1 1 3 

12-14 1 1 

14-16 2 2 

16-18 1 1 

20--22 1 1 

合 計 I 7 I -“ ， 2 2 1 24 

(1I. 3. bコ(3-!x5) m2幌熊林道帯欣匡

本帯紙医はアカエゾマツ母樹下にアカエゾマツ稚樹多く生ぜる所を中心とし設定せるもの

にして約11度の傾斜をなす。本調査地附近の尾根は狭く南方に約35度の除阻地をなせり。直劃

地内はアカエゾマツ老大樹(胸高直径60cm;樹高25m)，批齢樹〈胸高直径24cm;樹高15m)及

雅樹多く生じ， トドマツを混じ，コシアプラ，アヅキナシ，ナナカマド，オンコ等を散生す。樹

下にはトドマツ及アカエゾマツの稚苗多く生ぜり。林床にはエゾネマガ 9及ネマガリダケ(高

さ1.5-2.2m)多く生じ，ササ類中オホカメノキ，ヤマウルシ，アカミノイヌツグをi民生し，オホ

パスノキ，ウスノキ，エゾクロウスゴ.コエプラク，エゾイソツツジ，ハヒイヌツグ，ツルシ

キミ，ツタウルシ等を生じ，叉ゴゼンタチパナ，ヒロハヒメイチグ，マヒヅルサウ，シシガシ

ラ，ヤマドリゼンマイ， ツルリンダウ，ツルアリドウシ，スグ類等を生や。

今本帯紙匝内D主要林木を園示すれば第十八圃の如(，之が配分配表示すれば第34表の如

し。
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第34表(i ) [11. 3. b J幌熊林道帯故直直径階別配分表

咋お|アカエIH.~;I ナ ナ|ケヤマI~ ~ ~ Iコ シ|アグキ|ソマツトドマツカマトザハンノキオ アプラナ シ

か-2 8 14 1 

2-4 10 16 1 1 1 

4-6 2 3 1 1 1 

6-8 5 

8-10 1 1 

10---12 1 1 一
12-14 1 1 一
14-16 4のM → 、
16-18 1 1 

20-22 1 一一ー

22-24 1 1 

34-36 1 

52-54 1 一 一
58-60 1 一
合 28 44 2 2 !l 2 1 

~"" 

計

23 

29 

8 

5 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

1 

81 
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第34表(ii) (II. 3. b)幌熊林道帯欣直樹高階別醍分表

科hlアカエIrV~~ Iナ ナiケヤマゾマヅ トドマツ カマドハンノキ オンコ|コ シアグキ|
アプラナ シ 計

。-2 19 27 2 1 49 

2-4 2 7 2 2 一 13 

4-6 2 5 1 一 8 

6-8 3 1 4 
、

8-10 1 1 

12-14 2 2 

14-16 2 一 2 

18-20 1 一 一 1 

20-22 1 

メE3L 28 44 2 2 2 2 1 81 

(II. 3. c) (42X5) m2 ヌプロマツポロ帯欣直

本帯状直はアカエゾマツ多き津寄りの斜面に設定し，ヌプロマツポロ小屋より上流約600m

の所，小揮の附近に於て北面せる斜面下方拍手J:J1なる所にあり。本直内はアカエゾマツ老大樹

(胸高直径59cm;樹高22m)，批齢樹(胸高直径23cm;樹高16m)のもの多く生じ， トドマツ，

ナナカマド，コシアプラ，ホホノキ，ケヤマハンノキ，センノキ， ミヅナラ， ミヤマザクラ，

オンコを散生せり。林床はササ類(高さ平均1.65m)続生し，ササ中オホカメノキ，アカミノイ

ヌツヂ，ヤマウルシを生じ，叉ノリノキ，コエフラク，エゾイソツツジ，ヒロハヘピノボラズ，

エグクロウスゴ，エゾユヅリハ，ハヒイヌツゲ、を生十。革本屠には又トドマツの稚樹多く，ウ

サギシダ，コキンパイ， ツルツグ， ゴゼンタチパナを生十。今本帯状匿内の主要林木を圃示す

れば第十九闘の如く，之が配分を表示すれば第35去の如し。

第35表(i ) (11. 3. c)ヌプロマツポロ帯紙直直径階別配分表

咋ZFi アカエ \r F' ~~I~~~1 ムラサキ i ナ ナド ゾ|ミヤマ(ソマツトドマヅオンコ ツPパナカマ1-"イ 7タヤザクラ 計

0-2 8 3 ‘2 1 14 

2-4 1 3 一 1 5 

4-6 1 一 1 

6-8 1 1 2 

8-10 1 1 

10-12 1 1 2 

14-16 2 一 2 

16-18 1 一 一 1 

20-22 1 一 1 

26-28 1 一 一 1 

28-30 一 1 一 一 一 1 

32ー34 1 一 一 1 
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42?|アカエ1H.~v 1 ~ ~ ~ jムラサキ|ナ ナド ゾ|ミヤマ| 計;/マツトドマツオシコ、Y リハeナカマドイタヤザクラ

38-40 1 一 一 一 1 

54ー-56 r 一 一 一 一 1 

64-66 1 一 一 一 一 1 

66-68 1 一 一 1 

68--70 1 一 1 

70-72 1 一 一 1 

メ日弘、 9 20 4 2 1 1 1 38 

第35表 (ii) (II. 3. c)ヌプロマツポロ帯股直樹高階別配分表

日fF1333トドマツ|オン引なlzJ|7タ11L77| 計
。-2
2-4 

4-6 

6-8 
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2. 蛇紋岩崩壊地とアカエゾマツ林

(II. 3. dJ (22 x 5) m2 ヌプロマツポロ帯紙区

本帯状匡はアカエゾマツ多き所より崩壊地斜面への移行地賠に設定し，南側斜面小尾根に

るり。直書j地の上部は柏卒にして約7度の緩傾斜をなし，中頃より急:斜面となり，39度の険阻

なる崩壊地斜面となれる所なり。上部綾斜面はアカエゾマツ世齢樹(胸高直径平均30cm;樹高

平均16m)多く生じ，ホホノキ，オンコを生十。林床にはササ密生し(高さ106m)ササ中にア

カミノイヌツダ，ヤマウルシ，オホカメノキ，コエフラク，ヱグクロウスゴ，オホパスノキ，

ハナヒリノキ，ツルシキミを混生し， トドマツの稚樹を多く生じ，叉アカエゾマツの雅樹を生

十。中部以下22mの険阻なる崩壊地斜商には上部にハヒマツを生じて樹幹は下方約10mにわた

りて旬匂ず。ササ類も多く生じ(高さ90cm)ヤマウルシ，オホパスノキ，エゾイソツツジ，ハ

ナヒリノキ，オホタカネパラを混生し，ササ類少き所には!7メパチサウ，ヤマプキショウマ，

zゾススキ，エゾリングウ，シロワレモカウ，ウサギシダ， ミヤマセンキウ，テシホサウ等を

生すら叉アカエゾマツ雅樹を多く生ぜり。今本帯欣直内の主要林木を園示すれば第二十闘のか

し之が醍分、を表示すれば第36衰の如しq
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第36表 (i) (II. 3. d)ヌプロマツポロ帯欣直直径階別醍分表

咋ZFアカェ トドマヅ コlホホノキ 計ゾマツ ユ/

。-2 4 7 4 一 15 

2-4 2 5 1 1 1 10 

4-6 3 一 一 一 一 3 

8-10 一 1 一 1 

10-12 2 一 一 2 

14-16 1 一 1 

26-28 1 一 一 一 1 

28-30 1 一 一 一 一 1 

32-33 1 . 一 一 一 1 

44-46 1 一 一 1 

合 16 12 6 1 1 36 

. 
第36表(ii) (11. 3. dJヌプロマツポロ帯状直樹高階別配分表

市??(333(トドマットヒマツ|ォ ン コ(ホホノキ| 計

。-2 8 12 5 1 26 

2-4 1 ーー園 、 一 1 2 

4-6 一 一 1 一 1 

8-10 2 2 

10-12 1 一 1 

14-16 3 一 一 3 

20-22 1 一 ーー 1 

合 16 12 6 1 1 36 

(II. 3. e) (21 x5) m2幌熊林道帯欣匿

本帯j伏直は崩壊地上部の尾根にアカエゾマツ特に多き所に設定せるものにして，東方に約

10度の綬傾斜をなし，W劃地南側は蛇紋岩の古き時代に崩壊せりと思惟せられる斜面4となせり。

本帯紙匡内には批齢樹(胸高直径23cm;樹高14m)及稚樹を多く生じ，叉オンコ及トドマツの

稚樹を生ぜり。又潤葉樹としてはナナカマド，コシアプラ，ホホノキ，アヅキナシを生す九林

床にはササ(高さ1.5m)優勢にしてササ中オホカメノキ，アカミノイヌツダ，ヤマウルシを混

生し，コヱウラク，オホパスノキ，エゾイソツツジ，ヒロハヘピノボラズ，エゾユヅリハ，エ

ゾク回ウスゴ，ウスノキ，ハヒイヌツグ等を生じ，草木屠にはツルシキミ，マヒヅルサウ，ゴ

ゼ、ンタチパナ，イハガラミ，シシガシラ，ヤマド Pゼンマイ，スグ類等を見る。

今本帯欣直内の主要林本を圃示すれば第二十一ー闘の如く，之が配分を表示すれば第37表の

如し。
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第37表 (i) (II. 3. e)幌熊林道帯朕直直径階別配分表

記531333トベ ナナトホノキiヤマlMl-l計カマド ウルシナシメノキ

。-2 7 9 2 2 。“ 1 一 1 24 

2-4 5 6 1 1 一 一 一 13 

4-6 2 2 一 一 一 4 

6-8 一 一 一 1 一 1 

8-10 8 一 一 3 

10-12 一 一 1 一 一 一 1 

14--]6 1 一 1 

16-18 1 一 一 一 1 
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合 計 25 1 17 1 4 1 3 1 2 I 11  1 L _ 1 I日
第37表(ii) (II. 3. eJ幌熊林道帯紙直樹高階別配分表

読Z4333トドマツ|オンコ |υl…[川内叩計 l
0-2 14 17 4 一 2 1 1 39 

2-4 一 一 一 3 3 

4-6 1 2 1 一 一
6-8 1 一 一 1 

8-10 1 一 一 一 1 

10ー12 1 一 一 1 

12-14 2 一 一 一 一 2 

14ー16 2 一 一 一 2 

16-18 2 一ー 一 2 

20-22 1 一 一 一 1 

合 25 17 4 3 2 1 1 54 

(I1. 3. 0 (452 x 5) m宮月見之津帯紙匿

老齢一斉林に於ける植物群落相及崩壊地斜面に於ける板物群落相の饗化

本帯欣医は本調査地の東西雨側を南方に併走せる尾棋を雨端とし:長さ330m，幅5m採れる

ものにして，共間月見之揮及その支流を横切れり。即ち東側尾根より西方に下る事60mにして

平坦部氏至り，90mにして月見之津支流を横切り，150mまでは梢々平坦なりo150mより200m迄

は約25度の急:斜地にして斜面の終りたる漠底部分に少しく平坦部ib!> 0 230mにして月見之湾

を渡り， 330mにして尾根に逮すO 月見之揮東岸斜面及西岸斜面上部約50mを除きては蛇紋岩の

崩壊地をなす。

本帯駅直は東方90m附近より200m附近迄は略同様の老齢一帯林にして，直内及共近株に於

てはアカヱグマツ老齢樹(胸高直径45cm;樹高25m内〉多〈生じ， トドマツ， ミヅナラ，ナナ

カマド，コシアプラ，ホホノキ，エゾヤマザクラ等を散生す。林床にはヱゾネマガJ)，ネマガ

Pグケ密生すれども，濯木としては所々にハヒイヌツグを生じ，ヤマウルシ，アカミ Jイヌツ

グ，オホカメノキを少しく混生し，ノリノキを散生す。アカエゾマツ樹冠下はササ類粕々疎と

り， トドマツの稚樹多く生じ，ヱゾユヅリハ，ハヒイヌツグ，ツルシキミ，オホパスノキ等を

た生じ，オホカメノキ，ヤマウルシ等の子苗を散生す。
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本帯欣匪東端附近はアカエゾマツ， トドマツ， ミヅナラ，ナナカマド，ホホノキ，シラカ

ンパを混生する林にして，西端附近はアカエゾマツ， トドマツ， ミヅナラ，ナナカマド，ホホ

ノキ， シラカンバ，グケカンパ，エゾァヤマザクラ，ミヤマザクラ，アヅキナシ等の混靖林たり。

直内崩壊地斜面はエゾネマガリ(高さ約1.3m)多く生じ，ササ中に‘ヒメヤシヤプシ， トツ'

クリハシパミ，キツネヤナギ，グケカンパ，シラカンパ， ミヅナラ，ケヤマハンノキ，ヱグヤ

マザクラ，ナナカマド等の小喬木をと混生し，瀧木としてヒロハへピノポラズ，マルパシモツヶ，

アポイシモツケ等を生じ，革本としてエゾノヨロヒグサ，チシマアザミ，ヤマプキショウマ，

エグススキ，エグキヌタサウ， ヒメナツタウグイ，ツマトリサウ，ヨメガヤ，ウシノケグサ，

‘ 
シヤウジヤウスグ，ヱゾアフヒスミレ，アホ.イタチツボスミレ，シロヲレモカウ， ミヤマセン

キウ，エゾカンサウ，ハクサンチドリ，ホソパキソチドリ等を生じ，比較的裸地にはキタアザ

七、マルパキンレイクワ， シロワレモカウ，ウメパチサウ， シロウマアサツキ，キクパクハガ

グ，チシマセンプ!J，チシマエンジン等を生じ，下方新しく崩壊せる下部にはオホプキ，エグ

ススキ，シロワレモカウ，ョツパヒヨドリパナ，ヒロハクサフヂ等を生ぜり。

ロ
K混山

第二十二圃 月見之濃[fJ有害総麗概圃
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今本帯欣区内の主要林木を闘示すれば第二十二闘の如く，之が配分を表示すれば第38表の

如しo

j 
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先日叶トつナナl-l-l)!山|イヌエ(シラ「ゾ|ゾマツマ ヅカマドナ ラノ キイタヤナ シンジユカンノマザヤクラ

8-10 6 1 一 一 1 

10-12 一 1 2 1 一 一 1 5 

12-14 1 4 1 1 2 
戸

1 10 
省、

14-16 2 一 1 一 一 3 

16-18 1 1 一一ー 2 

20-22 2 一一一 一 2 

22-24 5 一 5 

24-26 3 1 一 一 一 4 

26-ー28 3 一 3 

28-30 1 一一 1 

30-32 1 一一 1 

計¥ 22 I 57 I 

CII. 3. fJ帯状区内に於て38聞の (lm)2，J、方形匡を設け，之を第39表の如く三大別して各
群落の構成を記述すベし。表中十は敷量を表はず。

α. アカエグマツ林内斜面

lV-XI; XVI-XVlI; XXVl-XXX. 

s. アカエゾマツ林内平坦地

1; XIl-XV; XVIlI-XXV. 

r. 崩壊地斜面

XXXI-XXXVIII. 

第 39 表(i ) 

α. アカエゾマツ林内斜面に於ける林床植物群落構成

瓦ヰ出 1i千 Iv I v~ I vii I viii IX Xi-I XVi-j 日~TXXVi I ~xvii I xX十
ト ド 叫す ツ 一 一 十 + 一 一
ニ<. ゾイ タヤ + .一 + + 

クジャクシタ' 一 一 + 一 一 一
ヒロノ、ヒメイチゲ 一 一 一 十 十 十 一. 
オクェゾサイシン 一 + + + 一 一

‘・ヒロノ、へピノポラズ 一 一 一 + - 一
シヤウジヤウスグ 一 + ++ 一 .++ 一 + ++ 十+ 十十

エゾヤマアザミ + 一 + + + 一 一 一 一 + + 
ミヤマセンキウ 一 + 一 一 + + 一
ツルロングウ 一 一 一 + 一
ウサギシグ 一 一 一 十 一 一、
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佐d町 Iiv I v I vi I vii卜iiiI ix I xi卜vlI xvil 1 xxいIxxviiiトixlxxx 
ヨイチェフラン 一 一 一 一 一 + 一 一ノ
z ゾキヌタサウ 一 一 一 一 一 十 + + 

シヤウジヤウパカマ 一 一 一 十 + 一 '- + + 

=ゾカンサウ 一 一 一 一 一 一 一 一 + 一
ノ ノ キ 一 一 一 + 一 一 ++ 一
ハヒイヌツゲ 十 + ++ + + + + + 一 ++ 十+ ++ + + 
アカミノイヌツゲ 一 一 一 一 一 一 一 一 十 十 一 ++ 

z ゾイソツツジ 一 一 一 一 一 十 + + 一
ハナヒリノキ 一 一 一 一 一 一 + 一 一
イヌエンジュ 一 一 一 一 + 一
マヒグノレサウ 一 一 一 ++ 十 一 一
ぜ J .マ イ 一 一 一 『 一 十 + 一
アカエゾマツ 一 + 一 一 一 一 一 + 一
オホアマドコロ 一 一 一 十 一 一
、、、 y' ナ フ + 一 一 一 一 一 一
ヤマウ ノ'!- ~ + 一 + + 一 十 一 一 十 十 一
キツネヤナギ 一 一 一 一 一 一 一 + 一
エゾネマガリ ++ ++ + +i- + ++ 十 + 十 一 十+ ++1 
ネマガリダケ 一 一 一 十+ 十 一 + + 
ツノ'!- シキ 、、、 十 十 + + ー- + 一 十 一 一
ナナカマ ド 一 一 一 + 一
マルノぐシモツケ 一 一 一 一 一 一 + 一 一
ツマトリサウ 一 一 一 ++ 一 ++ + 
オホノマスノキ 十 十 'ト + 一 十 + 
カ ン ポ ク 一 + + + + + + 一

くVIL10-15， 1932) 

(lm)2方形直

挙 ii;iii，はアカヱゾマツ根橡附廷に採れるものにして，オクヤマザサ， -'、ヒイヌツゲ，ツルシキミ，ヤマ

ウルシ子商，オホカメノキ子苗を.1Eぜるも，下生憾物比較には採用せず:1IJ記せざりき。

(1吋営方形匹

併 xは林床植物としてアカさノイヌツゲよ〈繁茂せる地貼に採れるものにして，オクヤマザザ.-'、ヒイ只ツ

ゲ，オホカメノキ子鵠，ギンリヤウサウa:生ずるも， ii， iiiと閥横j険外し列記せず。
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第 39 表 (ii)

s. アカエゾマツ林内平坦地に於ける林床植物群落構成

~戸耳 i I xii卜iii x川xv I刊か Ixx I ~xi 凶!日iiiI xxiv I-XXV 
ト ド ~ ツ 一 十 一 + 一 + 一 + 十 一
二三 ゾイ ~ヤ 一 一 一 + 一 一 一 一 一
ヒロノ、ヘピノポラズ 一 一 一 + 一 一 一 一 一
シラ カ ン ノマ 一 一 一 一 一 一 一 + 一 一 一
エゾヤマアザミ 一 一 一 一 + 一 .一 一 一 一
エゾユグリノ、 一 一 一 一 一 一 ++ 一 一 一 一 一
ノ F ノ キ 一 一 一 + 一 一 一 一 一 一
ノ、ヒイヌツゲ ++ ++ + ++ ++ + 一 + ++ ++ ++ ++ ++ 
ツ ノ'1.- ツ ゲ + 一 一 一 一 一 一 一 一 一
夕方ミノイヌツゲ 一 一 一 ++ 十十 + + + 一 一 + 
エゾイソツツジ 一 一 一 + 一 一 一 一
ア力エゾマツ 一 一 一 + 一 + + + 一 十ー

ワ ラ ピ 一 一 + 一 一 一 一
ヤマウルシ 一 一 十 一 一 + 一 + 一 一 一
エゾネマガ P + ++ ++ + + ++ + 一 + + ++ ++ 
ネマカ。リダケ 一 一 十 +十 ++ 十 + 一 一
ツ ノレ シキ 、、、 + + + ++ 一 一 一 ++ 十+ + 
ナナカマ ド 一 一 一 ++ 一 一 一 一
オホノマネノキ 一 ノ 一 一 一 一 + 
オホカメノキ + + 一 + 一 + 一

CVII. 10-15， 1932) 

第ぬ表 (iii)

r. 崩壊地斜面に於ける方形直林床群落構成

戸瓦三与主|XJC.xI xxxii xxxiii xxxiv xxxv xxxvl x:xxvi・蕊XXVl・ii
ト ド ーマ ヅ + + 一 + 
ニz ゾイ タヤ 一 + 

ヒロノ、ヒメイチグ 十 { 

コユ ゾヨモギ +十 + 十 + + + 

ヤマプキショウマ 一 一 + + 十 + 十十 + 

ヒロノ、へピノボラズ 一
ノ + + 一 一 一

‘' 
シラ カ ン ノマ 一 + 一 一 一
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山手竺円¥xが Ixxxii I xxxiii I xxxiv I… xxxvi xxxvii xxxviii 

ホ?;1ノレサイコ 一 一 一
‘ 
シヤウジヤウスゲ + 一 + + 

;:c.ゾヤマアザミ + + 一 一 一
ミヤマセンキウ + 一 .一 一 一
エゾヅノハシパミ 一 一 一 一 + 

ヅルリンダウ 一 十 一 ++ 一 一
ヒメナツタ・ウd<+イ 一 + 一 + + + 

エゾキヌタサウ 一 + + + + + 

ナシマアウロ 一 + 一 一 一 一 + 

イノ、オトギ事 一 一 + 一 一
ノ、ヒイヌツグ 十+ 十十 一 ーー 一
マヒュ〆 11- iI"ウ 一 一 一 一 十+ + + 十' 

::z メ コゲ ヤ + 十 +十 十+ ++ ++ 
;:c. ゾススキ 一 十+ 一 一 一 一
ノ、クサンチド F 一 十 一 一
ぜ ン 守ず イ 一 一 一 十+ 一 一
オ オて 7. キ 一 + ++ 一 ート 一 + 

キ ?;1 ヨ 宇ノ 一 ++ 一 一 一 一
アカエゾマツ 十 + 一 一 一 一
オホアマドコロ 一 一 一 十+ + 一
z ゾヤマザクラ 一 一 十 一 一
ワ フ ピ 一 一 + 一
、、、 y' ヨ・! ラ 一 + 一 + 一
キツネヤナギ 一 一 一 一 + 一
シロワレモカウ 一 一 + 一 一 一 一' 
チシ T ザサ 一 一 + 一 ++ ++ ++ ++ 
ネーマガ Pダケ + ++ 一 一 ++ 一 一
キタアザ 、司、 一 一 + 一
ナナカマ ド + 一 一
マJ1-月シモツケ + 一 + 一 一
アキカラマツ 一 一 十+ + 一 一
ツマトリサウ 一 一 + 一
ク サ 7 ヂ 一 一 + + 一 + ++ 
zゾアフヒスミレ + 一 十+ 一 + + + 
アポイタチツボスミレ 一 一 + 一 一 一



3. 基岩の聾化と林相の襲化

(II. 3. gコ(100:.:5) m2銭態林道アカエゾマツ林

アカエグマツ林より混靖林への移行地軸

( 79 ) 

本帯欣匡は調査地の中央より西方斜面を下り約100mにして津に至るものにして，途中80m

‘にして蛇紋岩は頁岩に費化せり。傾斜四方に約30度をなす険阻地友り。

本帯欣直は東部に於てアカエグマツ(胸高直径8.0-30cm;樹高4.5-20m)を多く生じ，ト

ドマツを混生する林に入札林床にはネマガリダケ優勢にして他の林床植物少し樹下にツル

シキミ，ツルツグ，ハヒイヌツグを:生じ，シヤウジヤウスグ，マヒヅルサウ，オクエゾサイシ

ンを生歩。中央部に於ては梢々疎開しアカエゾマツ老大樹を生じ(胸高直径60cm;樹高30m)

を生じ。ケヤマハンノキ，グケカンパ，ナナカマドを生歩。との部分に於ても林床にはネマガ

リダケ(梓高1.2m)優占し，下生植物は僅にザゼンサウを生歩、るのみなり。頁岩上tc至ればア

カエメマツ，エゾマツにう トドマツ， ミヅナラ， コシアプラ，アヅキナシを混生し， ミヤマハ

ンノキ， ミヤマザクラ， ミヤマガマズミ，オホカメノキ，オホパスノキ，ハナヒリノキ，アカ

ミノイヌツグ，オホタカネパラ等を混生し，ササの高さ約80cmなり。叉草本居にはツルヅグ，

ツルシキミ，シヤウジヤウスグ，マヒヅルサウ， シシガシラ，ツルア Fドホシ，ホソバノタウ

ダシパ，マンネンスギ，オクエグサイシン，チシマアザミ，シラネワラピ等を生ぜり。

今本帯欣匡内の主要林木を圃示すれば第二十三園の如く，蛇紋岩を基底とせるか-55mと頁

宕を基底とせる55-100mに二大別し，之が配分を表示すれば第40.表，第41表の如し。

第ニ十三園北大夫趨演習林綾熊林遁 (g)帯紙扇鍛掴

h hb 晶 晶 11 書 # 島

HA 
PG;むエー〆マツ ;Abトドマツ ;Asコシアプラ ;Ac.:r.グイタヤ ;Alケヤマハ

ンノキ;月ゾマツ :Qミグナラ ;Tシナノキ ;Soナナカマド，Bダケカンバ
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第40表-a(i) (II. 3. g)飯熊林道帯欣直0-55m間直径階別配分表

ツマソカア
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目
j

a咽
E

U¥
階
¥匂

0-2 

2-4 

4-6 

6-8 

8-10 

10← 12 

12ー14
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1らー20

22-24 

24--，-26 

26-l!8 

34-36 
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44......46 
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62-64 
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i
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A
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A
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A
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1 

唱

A
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唱
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i
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1 1 
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1
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1

1

1

1
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一、

計 114 1ーム -;-----I--~-; --1 46 

第40表-aOi) CII. 3.己競熊林道帯欣区←-55m間樹高階別醍分表

¥紛¥全同階¥樹m¥¥穏 Iアカエゾマツ Iトドマツ Iエゾマツ Iダケカンパ I 計

。-2 一 17 一 一 17 

2-4 1 4 一 一 5 

4-6 ーー 3 1 一 4 

ら-8 1 1 一 1 3 

8-10 一 1 一 1 2 

10-12 2 一 1 一 3 

12-14 1 一 一 一 1 

14-16 一 1 一 一 1 

16-18 一 1 一 1 

18-20 6 一 一 6 

20-22 2 一 一 〆 一 2 

28-30 1 一 一 一 1 

l日L 14 28 2 2 46 
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第41表-b(i) CII. 3. gJ焼熊林道帯欣匿55-100m問直径階別配分表

合計 I4s 1 7 J _~ 

主主:fziil三!イ3jliン-ilril;ャilul;プ:11計

3I 2. I : l_ 1 1 1 噌

A
噌

Al
 

a
i
 

au 
"
4
 • 1 唱A

第41表-b(ii) (11. 3.己競熊林道帯欣区55ー100m間樹高階別配分表

庶Z卜}";r. 
1 一階III¥|

0--2 

1日日一
:[:ベムコl131Aril?11; プ;I~1 計

7l¥lJIl王王子
57 

2--4 

4-6 

6-S 

4 

3 

14-16 1 1 

qυ

咽

i

o

A

輔

の

a

10-12 

2 

1 

1 

日jl;Jillil;
と己記ii己-~-;-1-21-2 1-1-1 1 1 

‘' .. 

4. 蛇紋岩地帯アカエゾマツ林常在度

蛇紋岩地帯アカエゾマツ林中19個の調査林地に就て求めたる常在度を示ぎむに第42哀の如
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し。

第42表北大天盟演習林蛇紋岩地帯アカエゾマツ林植物常在度

( i) 喬木の常在度

植 物 名 常 在 度
¥¥ 
植 物 名 常 在 皮

アカエゾマヅ 5 昔、 オミ ノ キ 1 

コ シ ア 7' ラ 3 ニ乙 ゾ イ タ ヤ 1 

爪ナ ナ カ 『ず ド 3 オ ン 工2 1 

ケヤマハンノキ 3 ニ己 ゾ マ ツ I 

己ノ 7 カ ン ノ、ー ー 3 ハウナハカへデ、 1 

、、、 7' ナ ラ 2 ウ !j.' イ カンノマ 1 

ダ ケ カ ン ノ、ー 2 イヌエンジュ 1 

ト ド 『、 ツ 2 シ ナ ノ キ

第 42 表

(ii) 小喬木誼に滋木D常在度
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第 42 表

(iii) 蔓草類の常在度

植 物 名 常 在 皮

、y !j. ウ JL 乙〆 2 

イ ノ、 ヵ- フ 1 

ツルアヂサヰ 1 
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第 42 表

(iv) 草本誌に羊歯類常在度

一物名 l常在度 l植物名 1常在度
シヤウジヤウスゲ 3 

マヒグルサウ Q

4

0

0

a

o

u

O

M

 

ゴゼンタチパナ

チシマアザミ

ツノレ ワ ンタやウ

ヒロハヒメイチゲ 2 

2 ホソノマノタウゲシノマ

ザゼンサウ

シヤウジヤ.ウノマカマ

1 

1 

1 コイチェ 7 ラン

ホソノマノキソチドリ 1 

ワ フ ピ 1 

ホソノマノツノレ Pンd究明ウ 噌

A

τ

i

噌

i

噌

A

唱

A

噌

i

喧

且

噌

4

唱

止

噌

i

唱

A

y

i

ゴングンスゲ

ミグノマセウ

61 チギパ'7シ

コカ'ネキ'ク

ヤマドリぜンマイ

タチマンネンスギ

オクェ〆サイシン

アキカラマツ

ヒメナヅトウグイ

エゾノヨロヒグサ

ヤマセンキウ

ウサノ、マンネンスギ 1 ェゾキヌ 61サウ

ツマトリサウ 1 ハクサンチド F

一 一一一一一

1 

1 

かくして北大天堕演習林アカエグマツ林乞通観するに，下居はササ類全く優勢友り。故に

蛇紋岩地系群落は北海道中部以北の蛇紋岩地帯と同様アカエゾマツーササ群叢を以て表示さる

べきものと思考す。

【蛇紋岩崩壊地〕 蛇紋岩崩壊地は蛇紋岩系アJエゾマツ林に平行し現れ来る特徴ある群

落なり。各地に之を見るも天纏演習林の該群落は共代表的なるものなれば之に得し確貫度を示

さむに第43表の如L。

第43表 蛇紋岩崩壊地所生植物の専在度

(i)喬木の専在度

11 

一
植 物 名 事 在 度 植 物 名 幕.在 度

アカエゾマツ 3 、、 y チー 7 2 

ケヤマハンノキ 3 エゾノパヅコヤナギ 。“ 

ミヤマハンノキ 2 
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第 43 表

(ii) 喬木外木本種の専在度

植物名|幕在度 11 植物

ハヒマヅ 勺

O

句
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0
4
0
a
o
a
o
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アポイシモツケ
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エゾイソツツジ

ハナヒリノキ

~--~~-' -~___~~I 
ミヤマカ・マズミ

ナシマザサ

ヒメヤシヤプシ

トツクリノ、シノマミ

チシマザクラ

オホタカネパラ
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オホノマスノキ
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第 43 表

。ii) 草本誌に羊歯類の専在度
事在度 I1 被物名 1 ~在皮楠物名

セイヤプシ

アホ.イタチツポヨミミレ

テシホコザクラ

エゾノタカネユ 3グナ

ホソノどカウゾ Fナ

テシホサウ
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5

5

5

5

5
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4

4
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3

3
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2
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b メノカ， 1) ヤス

オホウシノケグサ
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被 物 名 家 在 度 キ直 物 名 事 在
度 1

ワ ラ ピ 1 ホソノマノツルリンダウ 1 

セ内 ン マ イ 1 ニr. ゾ ヨ モ ギ

オホレイジンサウ 1 ヨツノマヒヨドリノマナ 1 

エゾハンショウグル 1 
シラスゲヒメ 1 

チV マネコノメ、サウ 1 
ミヤマナノレコスグ 1 

エゾノシ毛ツケサウ 1 
クロノマナキノマウシ 1 

ミヤマスミレ 1 
1 オホノマタケシノごラン

ツマト リサウ 1 

4.樹齢調査

天瞳演習林内アカエゾマツ林に於けるアカエゾマツの樹齢を調査せんが矯，ヨたの傑件のも

とに調査木を採れり。

1. 天幕の湾及熊の津 2. 月見津

1) 天幕の揮及熊の津

本地離に於ては蛇紋岩地帯と頁岩地帯に生立せるアカエゾマツの樹幹生長の丘較を見むが

ため次の保件。もとに標準木をとれり。

i) 天幕。揮

天幕の?撃に於ける調査木は蛇紋岩地帯に生ずるものなり。その育地を示さむため林地蹴相

を説明せむに，附近は傾斜南西に2ぴをなし，アカエゾマツ(胸高直fヰS25-45cm;樹高15.0-20.0

m)多ぐ生ビ， ドドマツ， ミヅナラ，コシアプラm グケカンパ，ナナカマド等を散生すσ林床

にはヱゾネマガリ密生し，高さ2.0-3.5mに及び，殆ど他の植物の侵入を許さや。唯僅に標準木

の根本に於てザサ類は疎生となり，オホパスノキ，ツルツグ，ゴゼンタチバナ， ヒロハヒメイ

チグ，シヤクジヤウスゲ、等を生ぜり。

ii)熊の津

熊の揮に於ける調j!t木は尾根績きの地黒占頁岩地帯にあり。その育地を示さむに，附近は傾

斜西方24'をなし，アカヱゾマツ，エゾマツ， ミヅナラ，ダケカンパ等の大樹及トドマツ，ナナ

カマド，ベユイタヤ等混清し，林床にはササ類優勢にして高さ1.5-2.0mに及び，スグ類，ツル

ツグ，ハ!::イヌツグ，エグユヅリハ，オホパスノキ，ヤ7 イチヤクサウ等を散生ナ。

而してとの雨木の樹?~'折解を見るに，樹高生長に於て蛇紋岩地帯生立調査木と，頁岩地帯

生立調査木の]30竿迄を比較するに，前者は初めより順嘗なる生長を示し， 40年にして幼齢時代

を肱し， 60年にして最高に遣するに反し，後者は幼齢時代長く約60年にして70年より急速に生

長を促進し80年にして最高に達す。而して以後雨者共に生長を減歩るもその生長の程度蛇紋岩

地帯に生ぜるものは頁岩地帯に生立せるものに比して著しく念激なり。今本地酷の調査木に闘

する樹齢調査の結果第44去の如し。
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第 44表 天幕の津及熊の津アカエゾマツ樹齢

胸宅戸 1 樹 齢 l 枝 E高1樹君縞
天幕の?翠ぐ蛇紋岩地帯)I 19.90 5] .37 131 5.00 6.00 

熊の穣(頁岩地帯)I 27.40 54泊 176 8.00 5.20 

2)月見の津

本地賠に於てはアカエゾマツ異齢林中の老齢樹， j仕齢樹の樹齢の比較を見むがため弐の保

件のもとに調査木をとれり。

i)老齢樹

老齢樹群(c.於ける調査木の育地を示さんがため林地概相を示さんに，附近は傾斜南西に25
0

をなし，アカエゾマツ老大樹多くコシアプラ，ナナカマド，ケヤマハンノキを散生せり。下屠

はヱゾネマガリ高さ1.0-2.5mのもの優勢にして，ササ中アカヱメマツの稚樹を生じ，オホカメ

ノキ，アカミノイヌツヂを混生す。

ii)世齢樹

批齢樹群に於ける調査木の育地を示さむがため林地蹴相を示さむに，附近は南西に15。の傾

斜をなし，アカエゾマツ批齢樹多く，稀にトドマツ，コシアプラ，ダケカンパ，ナナカマド，

グヤマハンノキ等を生じ，下居はササ(高さ1.5m)疎生となり，アカエゾマツは多く被塵枯死

し，最下屠としてツルリングウ，ホソバノタウグシパ，ツルツグ，シヤウジヤウスグ等を生や。

iii) 低き批齢樹

本樹群に於ける調査木の育地を示さんがため林地概相1.c述ぺむに，附近は傾斜南西に25。を

たし，車径20cm，樹高10mを超えざるアカエゾマツ樹群生じ，ケヤマハンノキ，ナナカマド，

グケカンパを生十。林床のササは疎生となり稀にツルツグ，ハヒイヌツグ，ツルシキミ等を生

歩。

本:地黙の調査木樹幹折解の結果を見るに，各80年の齢階に到る迄の生長経過は，低きj仕齢

樹群の調査木に於て少しく劣るも，各相似たるものあり。老齢樹群の樹高並に直笹生長の最高

賠に主義するは約 120年にして以後漸次減少し(北大演習林報告第8銃器照)， 300年に到れば既に殆

E生長を見守。今本地黙の調査木に闘する樹齢調査の結果第45表の如し。

第 45表 月見の津異齢休アカエゾマツ樹齢

KFf~I 樹 m 高 胸高置径 l樹 齢
枝下高 信I冠晦

cm m m 

老 齢 樹 .23.30 45.33 395 15.50 5.00 

社 齢 樹 14.15 30.16 109 3.70 3.80 

低き肱齢樹 7.80 12.48 87 2.00 1.60 
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5. 土 壊

ヲミ瞳演習林中に於けるアカエゾマツ林の土壌の一例として月見之津にて調査せるものt:示

さむに第46表の如し。

第 46表 月見之津の土壌

機械的組成分 〔原土中〕

地査調 世韓 砂粗 籾砂 i徴砂 l砂計ト粘土分
1

2

 

A

A

B

 

4EEE---EEE

，，、
E

・E・-EEE--
、

可
io
 
N
 

42.29 19.36 10.90 18.29 48.60 9.16 

23.19 17.04 16.84 25.15 59.03 17.78 

43.18 23.13 7.79 23.69 54.61 2.21 

A

B

 

f

E

Y

、EE
1

oa o
 
N
 

37.14 12.20 12.94 11.60 36.74 26.12 

9.44 67.41 12.15 19.44 26.25 32.72 

59.97 5.51 9.08 11.87 26.46 13.57 

20.77 17.86 19.77 13.86 5I.49 27.74 

〆

損灼失量熱 水分 容水量 容水量
土壌賓積 f容%) 土壌得条量(容%)

調査地 深度
重量~b 重量% 重量73 容問% 粗 密 平且 密

8 54.70 18.80 422.78 66.37 16.71 22‘28 83.29 77.72 

Al 7 6.30 2.50 32.05 32.53 66.37 74.01 33.63 25.95 
No. 1 

A2 6 7.00 3.90 'll.29 53.66 45.65 54.65 54.35 45.3q 

B 24 8.50 4.50 45.30 47.03 7u.43 78.01 2;).57 21.99 

一 一 一一一

25 54.95 13.90 217.37 28.21 12.57 21.47 87.43 78.53 

No. 21 : 
10 4.00 2.60 60.01 44.04 44.98 60.17 55.02 39.83 

47 9.20 4.40 52.94 45.12 53目38 60.46 46.62 39.54 

5 23.90 9.60 182.10 47.60 19.35 29.99 80.65 70.01 

No， 31 : 
6 4.90 6‘20 83.32 52.45 43.80 49.63 56.20 50.37 

5 9.40 6.20 77.70 . 57.04 41.05 50.10 58.95 49.90 
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蛇紋岩系アカエゾマツ林概括

1. 北海道本島の脊稜をなす蝦夷山系中，蛇紋岩地帯にはアカエゾマツの生宇る所多く，

特に中部以北の山岳地に於ては屡々之が純林を形成す。

2. 中部以北に於ける此アカエゾマツ林は屋:々蛇紋岩の崩壊地を伴ふ地帯に於て土地的安

定林となる。

3. ア1エゾマツを優占種とする林の格局林型はアカエゾマツーササ群叢と主主り，林床に

於けるササ類は被度も頻度も童文度も 5を示し，明かに優占種たる事を認知せしむ。斯る群落に

於ては一般に所生植物の種類少たし。従って叉混滑潤葉樹種も比較的少なく，僅かにケヤマハ

ンノキ，グケカンパ，ナナカマド， コシアプラ，センノキ等がア、カエゾマツと混生するのみ。

4. 一斉高居林に於けるプカヱゾマツの胸高直径は一般に60-80cm，樹高20-30mなり 0

5. 高山地帯又は山地山頂上近くに於ては風衝共他の壊境保件に支回せられ， ;1;材ミとして

の成長は不良なり。共好例は石狩園雨龍白鳥山に見るを得ベし。

6. 純林に於ては屡々林縁にハヒ，"7ツを伴ひ，崩壊地にはヱメタカネニガナが指標植物と

してるらはれ，又屡々ヒロハヘピノボ、ラズ， リシリピヤクシンを伴ふがー特徴なり。

7. 崩壊地附近に於けるアカエゾマツは樹冠が樹高に比して狭小なり。

8. 本土壌は埴土にして，蛇紋岩に由来するを以てマグネシアを含む。

第三章 火山涙喋地来7ヵェ・Jマヴ林

本系のアカエゾマツ林は火山地帯の所々に長とを観察し得ぺく，殊に東部北梅道温泉湧出地
イチビシティ

附近に之を見るべし。南千島閤後烏に於てはー菱内湖附近，硫黄山にもあり。叉阿寒園立公園

地帯にもあり，共他にも時に散見すぺし。されど共代表的なるは謄振園樽前山中及AJIj路間屈斜

路火口原Uアカエゾマツ林とす。

1. 臆据圏構前山アカエゾマツ林

1.群落概況

樽前山に於ては東側(帝室林野局札幌地方局苫小牧事業医)にのみ其林地を知られ，特に400

m前後の山腹中段の梢々低王子地と援傾斜口所とに著しく，殊に浮石質礁土上に腐様質の土佐積未

だ多からぎる所に多し。叉下つては支初鰹道苫小牧線10，豆半附近に飛地的に立林せり。一般に

世齢樹多く，大たるものは胸高直径30cm，樹高25m!!:達するものbるも，概して胸高直径20cm

前後，樹高20m前後のもの多し。一般にアカエゾマツの純林地帯には殆E他の樹種を認めざる

も，僅かにエゾマツ，トドマツ，ミヤマハンノキ(上部，)，ケヤマハンノキ (400m以下)，グケカン

バ， ミヅナラ，ホホノキ，アヅキナシ，ナナカマド，ヲガラパナ，ハリギり等を混生するとと
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るり Q 博前向アカエゾマツ林はi洋落上より，アカエゾマツーアスヒカヅラーイチヤクサウ類群，

アカヱゾマ γーハナヒリノキ群，アカエゾマツーヱゾイソツツジ群等に分つベし。されど後二

者は比較的ー草分に存在するものにして，之等の群落に遅うっては瀧木居の欝閉に依り幼木稚苗

を生ぜや，殊にアカヱゾマツーヱゾイソツツジ群Jま疎開地群落とも見るべきものなり。

1. アカエゾマツーアスヒカヅラーイチヤクサウ類群

本群落は浮石質牒土上に腐植質の薄き所に見出さるる土地的安定林のー型にして，一揖林，

二段林，複唐林(第十二闘版第二断7等t-有し，以て樽前火山地のアカヱゾマツ林に特徴ある相

観を輿ふ。石伝類としては殊にアスヒカツラ C第十一周服第一園)最も多く， ヒカダノカヅラ之

に弐ぎ，向若干のスギカヅラ.，マンネンスギ，ホソパノタウグシバあり O 樽前山中に於てヱグ

マツ林下に多きスギカヅラはアカヱグマツ林下には比較的少なし。向イチヤクサウ類にはジン

ヱフイチヤクサウ，ベニパナイチヤクサウ， ヒトツバイチヤクサウ，オホウメガササウ〈第十

一闘!医第二園)等るり。此地のアカエゾマツ林内には林床植物として向弐の種類を1fす。

シラネワラビ ヅグヤクシユ ゴゼンタチバナ

ギンリヤウサウ ミミカウモリ ヒメノガリヤス

イハノガリヤス マヒヅルサウ ミヤマヱンレイサウ

ヒト，、ラン フタ •• r~ ラン コイチエフラン

アりドホシラン ミヤ"ウヅラ等。

銭濯木としてはコケモモ，'1ハツツツジるり o殊に雨者は根本間近に屡々棄落を形成す。瀧木

としては})}ウツギ，マルパシモツグ，ハナヒリノキ，ムラサキヤシホツツジ， コヱプラクツ

ツジ，オホパスノキ，ヱグイソツツジ~g~あり。蔓草類としてはミヤマハンシヤウヅル，ツ ;L ア

ヂサヰ，ツグウルシ等を見るべし。

ll. アカヱゾマツーハナヒリノキ群

本群落は一般に小地積を占むる楽落型のものなり。ハナヒリノキは高さ概ね1-15mにし

て時にノリウツギを散生し，林床にはホソパノタウグシペヅタヤクシユ，ヤマイチヤクサウ，

エゾイチヤヲサウ，イハrツジ， ヒメノガリヤス，マヒヅルサウ等を散生し，アカエゾマツの
稚苗極めて少なし。

iii. アカヱゾマツーエグイソツゲジ群(第十二闘!仮第一周〉

本群落は比較的林木の疎立ぜる所に見らる。殊にヱゾイソツツジの群生せる所には土木殆

どなく又幼木を始め後健樹を見ざる所-多 L。林床植物としてはヱグイソツツジを疎生する所に

アスヒカヅラ，マンネンスギ，ヤマイチヤクサウ，ジンエフイチヤクサウ，マヒヅルサウ，コ

イチエフラン等を生歩るとと bり。向ifE木として時にノリウツギを生歩。

2.群落調査

神前山アカエゾマツ林中，最も特徴ある群落なるアカエゾマツーアスヒカヅラーイチヤク

サウ類群士中心として帯欣匝 CIII.1. aJを王子山総軌道10哩宇附近に設け，群落の調査をな
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せり。

(III. 1. 'a) (100'x 5) m2樽前山麓帯紙直

試験地附近は多少の伐採を受けたるも大韓に於て原始林型を未だ保持し，本帯欣匿の大部

分はアカエゾマツーアスヒカヅラーイチヤタサウ類群によって占めらる。調査基鮎より65mに

到る聞は殊に其代表的林地とす。 65-80m聞には林下にハナヒリノキ多く， 80-90m聞は再び

アカエゾマツーアスヒカヅラーイチヤクサウ類群となり，それより外方は林床にエゾイソツツ

ジ多きアカエゾマツの掠林となる。本帯紙匿の林木配置概固を示せば第二十四闘の如し。倫ア

カエゾマツーアスヒカヅラーイチヤクサウ類群の欝建せる所の0-65m間上唐木として胸高直

話 20-34cm，樹高20-26mを有する匝劃地内の林木配分を示さむに第47表の如し。

第三十四個 樽前山麓 (a)帯紋直撤回

1 

¥ 

/'1、¥

戸~

Y
土ーに

60 

ヮ。 {却

_/  I~-、\

/〆今 1-¥ 〆->---.Jj- -よ¥¥

-〆
¥、¥¥

100m 
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第47表(i ) CIII. 1. a)樽訪山麓帯朕医直径階別配分表

可塁打~11_- 竺一一工 直 径 m一「合
“ |μG村8γ l片iJ件ふ村戸81川1叫山仏M問12山2
1o I 4 I ~4 11 2 1 2 1 2 1 1 I 2 I 5 I 3 1 4 3 I 4 1 2 1 3 1 1 I 34 I 48 

第47表(ii) CIII. 1. a)樽胡山麓帯状直樹高階別醍分表

ト:-cr~:了日-12 卜山|ぉ一川 20-22 I 22-24 24-26 1 26-28 計

14 2 3 1 1 5 12 9 1 481 

ぐ樹高階はm;'爾袋とも稚苗を算定せず)

(1II. 1.α) (s5m)樽前山麓鵠蹴直

(III. 1. a)帯状匿の基準線上。-65m聞の直間をとれるものにして，群落構成の裁量的調査

結果、を表示すれば第48表の如し。

第48表 CIIL 1.α)樽I坊山麓 (a)帯状匿林床植物一覧表

オホウメガササウ

エゾイソツツジ

エゾイチヤクサウ

マンネンスギ

コイチェフラシ

ノ、ナヒリノキ

コ 3ゲネギ Y

0

4

0

4

v

i

'

A

V

A

T

A

g

i

 

度

一
被

一
皮
一
一

唱

止

司

且

鍛

一
度

一
-
'
i
噌

t

1

4

苫
何
時
一

a
2
9
-

名

一

2 1 マルノぐシモツケ

可

4

噌

i

-

A

1

A

噌

i

I

4

噌

A

1 

1 

1・

I 

植 物名 l一五戸下7 物

日 1 マヒ~〆ノレサウ

咽

止

官

み

可

ι
唱

4

唱

i

噌

A

噌

i

唱

4

司

L

唱

止

噌

A

唱

i

I

&

噌

A

1 ゴングンスゲ1 

守

A

胃

A
O
A
M

噌

止

噌

ι
胃

ム

市

4

1 ゴゼンタテノずナ

1 ヤマウルシ

1 シラネワラピ

1 ツルアヂザヰ

1 ホノ・ノタウ 、ー11 * Yノ、 タウケ V 川
1 グタヤタシユ

1 ;ヤ"7 '7ラピ

向アカェメマツ林11:平行し出現し来るエグマツ林の林床織物とアカエメマツ林の夫れとを

比較するに，アスヒカヅラがアカエゾマツ林下に多ぎに釘し，エゾマツ林下にはスギカヅラ多

く，ヒカダノカヅラ之に次ぐ。雨者共通に見らるる植物としてはヤマイチヤグサウ，ジシェア

イチヤクサウ，エグイチヤクサウ，オホウメガササウ，マンネンスギ等あり。柏々陽光を多く

受くる所に於ては雨者ともマ巳ヅルサウを生す示。

蘇類を伴ふナカエゾマツーアスヒカヅラーイチヤクサウ類群，エゾマツースギカヅラーイ

チヤタサウ類群に於ては羊歯植物は少し僅かにウラボシ科のシラネワラピ，ヲシグ， ミヤマ

ーワラビを散生するのみ。又疎林に伴ふエゾイソツツジの群落は特にアカエメマツ林に多し。
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II. ~II路圏屈斜路火口原硫葺山山麓のアカエゾマツ林

，. 阿寒国立公圏内のアカエゾマツ分布〈第二十五闘〕

阿寒園立公圏内アカエゾマツ林は阿寒地帯及屈斜路地帯に喪主主し，共成因は火山と関係ず

るものの如し。共D分布を圃示せむに第二十五園。如しきたに之が概略を示さむに弐の如し。

第二十五岡 阿寒国立公園地帯アカZヅマツ林分布地

dk 見//

水禽岳 ー i 
• i ".....""¥f・、，

辺っとs
1智子中 かl
必p ‘峨阿寒*
Q. -I!!!I@I;t"III 
オトキト“ 白土

i )阿寒地帯

'" 

!.t斜里

¥ 
¥ 

霊童日11吾

a. 野中温泉:硫黄温泉湧出地附近を中心として一斉林型を呈ず。

b. オンネトー附近:一部分なれども純林をなして，列欣に配列し，林下ヒカグノカヅ

ラ類多し。

r. 肱川温泉附近:泥火山附近に小面積ながら純林あり。

d. 白土温泉:阿寒湖岸南方2kmil)地離に見る。肱川に市へる湾中の温泉湧出地附近に

生ぜり。(第十七国!抵第一関〕

e. 雌阿寒岳中腹:多〈はトドマツと混滑す。

f. 雄阿寒岳中腹:阿寒湖商山腹に多く，一般にM:生的たるも部分的には純林をなす。

ii) 屈斜路地帯

-g. キンムトー:キンムトー泥火山附近に小部分たがら純林あり O アカヱゾマツを生や

る附近には屡hハヒマツ，ヱゾイソツツジ，コケモモを随伴す。〈第十三図版第一周〕

h. 湯川i島原:1訴にi品原系アカエゾマツ林の所に記述す。



i. アトサヌプリ及サワンチサツプ山麓

j. 川湯

k. 屈斜路湖東北岸(第十三園版第二関〉

L 佐川
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以上のうち阿寒園立公園アマエゾマツ林中最も代表的念るは川湯附近のアカエゾマツ林なり。

而して群落更行上特に興味深きはアトサヌプリ山麓よりJI卜湯にかけての地帯に見られたるもの

たり。

2. 屈斜路火口原アカエゾマヅ林概況

屈斜路火口原i11湯附近アカエゾマツ林を硫黄山南麓より川湯に向ひ，更に川湯より湯川白

河口に達する帯状地帯に就き観察せり。硫黄山山麓の群落は極めて新しく，ハヒマツを主とし，

エゾイソツツジ之に次ぎ，ガンカウラン，タチマンネンスギを伴ひ，群落型はハヒマツーヱゾ

イソツツジ群をなして，高距の{尽き地としては北海道本島中稀に見る植物群落相を展開せり。

との山麓より南方に赴くにつれてシラカンバを混じ，次いで・アカエゾマツ現れ来り，Jf1湯附近

に到ればアカヱゾマツの一斉林るり。而して此アカヱ-:/マツ一帯林は川湯附近より湯川に泊ひ

て北方に向ひ護遣し，湯川li'frJ告に於ては既にi島原の章にて記述せる特殊林地となる。更に此林

地の西方は直ちに屈斜路湖畔のアカエゾマツ林につ Yく。

是等アカエグマツ林は本邦第一と稽せらるる屈斜路カルデラに存在し，共トロイデたるア

トサヌプムマクワンチサツプ，サワンチサツフ。等の山麓盆地に護法ナo ト?に注目に値するは

熱湯を湧出する湯川のー支流を中IL.'、とし川湯温泉に接して最も良好なる護達をなせる事なり。

3.群落調査

CIII. 2.心 (1400x2) m2屈斜路火口原帯状直

本帯;伏直はハヒマツ叢林よりシラカンパ林を経，更にアガエゾマツ林への移行せんとする

屈斜路大口原の特殊林地に於て共群落更行を究明せむが震設定せるものにして，杭物群落護謹

上興味深き林相を研究せり。

今是等各群落の植物相を概観せむに次の如し。也票占附近はハヒマツーエグイソツツジ群落

にして，之に少しくガンカウランを混十。 600mに到るまで、はハヒマツ比段的多く，僅かにシラ

カンパを混生す。然るに600-700mに到ればシラカンパ多L。林床植物は向エグイソツツジに

して，時にヤマナラシを混やるととあり。

かかる箇所にては時にヤナギラン，ムラサキススキ，ノリノキを生やるととるり。 700m附

近に到れば川湯温泉東部よりつづくアカエゾマツ林よりのアカエゾマツの侵入明かに観察せら

れヱゾイソツツジ著しく減返すo800m附近にはアカエゾマツ高居樹(胸高直毎日-22cm;樹

高15-17m)あり，之に若干のシラカンパを混へ，林床植物としてゴゼンタチバナ疎生す..1300 

m附近よりアカエゾマツの純林民入るも， 80かー1200m聞は林相整疋ならす。今林木配分と林床
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植物との関係に留意し之を (i)(o-49m)ハヒマツーエグイソツツジ群;仁iiJ(4'与一105m)ア

カエゾマツの部分的緊落;口ii)(105-600m)ハヒマツーシラカンパーヱゾイソツツジ群;(iv) 

(60ト 728m)シラカンパ群;(v) (728ー)(732-814) (-850)アカエゾマツの侵入地結;(vi) 

(85Q-1304m)アカエグマツーシラカンバ群 (vii)(1304-1400m)アカエゾマツ林の 5匿に

分劃して記述すぺし。

(i) (O-49m)ハヒマツーエゾイソツツジ群 i

本群落の主要樹障はハヒマツのみにして共樹高階別配分表第49表。如し。

第49表 (iJ直硫黄山山麓ハヒマツ樹高額配分表

1 - 2 

3 

43， 45 

齢第50表の如し。

第 50表 ハヒマツと樹齢

吋句l樹 m 高 l丞里高 根ザ径 l年輪数|樹宮崎
A 3.2 2.9 9.61 32 4.5 

B 1.7 1.6 5.24 26 2.8 

C 1.7 1.4 4.05 18 2.5 

(i口供与一105m)アカエゾマツ部分的楽落

本習を落の主要樹種はアカエゾマ，ツのみにして樹高階及直筏階別配分表第51表の如し。

第51表 (ii)直硫黄山山麓アカエゾマツ配分表

主子と
持} 高 陪 m 胸高直径階 cm

計
1-2 3-4 5-6 6 -7 

3十(1) 3+(1) 6 2+(1) 1 

( )は枯換木を示す。

本調査地に於てもハヒマツの叢林の林床は殆どエグイソツツジに占められ，ガンカウラン

(頻度1)の小群落散在するのみ。

(iiiJ (105-600m)ハヒマツーシラカンパーエグイソツツジ群く第十四国版第一闘〉

本畦落の主要樹種はハヒマツ及シラカンパにして樹高階の配分第四表の知Lo
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第52表 硫黄山山麓 (iiiコ田林木配分表

… l 樹 高 階 m 胸高直径階 cnl

J二一~I 0-1 :_1-，-212-31竺i竺i竺iIT 1-2 2-3 3-4竺l日性-7恒
ノ、ヒマツ

シラカンパ 1 

(上記の外シラカンパの枯損132本あり〉

ハヒマツの樹高は1-2mのもの最も多く， 3m以上を出でざるシラカンパは樹高敷米に達せ

るも白星うり o

ハヒマツとシラカンパの混滑度を見るに500mの地賭迄はハヒマツの方優勢にして高さ2-

3mに撞すれEも， 500-600mに到れば漸くシラカンパはハヒマツを凌ぎ，ハヒマツは順共共高

さを減や。

今直劃地内100-500m間の林木本敢と 500-600m聞の林木本教とを比較せむに第五3表の如

し。

第 53表(i) ハヒマツ

樹高階m 1100-500m問械 I;~~=-!"O~~!~ I 500-600m俳鮫I ~VV UVVHO，"''''''''''' I 100m間平均本殿 i

0-1 5 1.25 8 

1-2 29 7.25 6 

2-3 12 3.00 

計 46 11.50 

第 53表(ii) シラカンパ

樹 高 階 m 1100-500m関本政 11110000-m間50平0山均間本般の 1500-600山間本殿

0-1 11 2.75 9 

1-2 11 2.75 8 

2-3 5 1.25 6 

3-4 4 1.00 2 

4-5 a 
5-6 1 

計 31 7.75 29 

(100-50001閃に枯領木21本， 500← 60001問に11本あり〉
y 

zえに林床植物をみ見るに起馳より100-500m聞に於てはエグイソツツジ殆ど純叢の欣態を保
ち，其聞にガンカウランの/J、緊落を散生す。市して450m附近にて若干のコケモモを混歩。 500

-600m聞に於てはエグイソツツジ依然として優勢なるも，ガンカウランの混生する度合を増
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し(頻度2)，叉所々にタチマンネンスギ(第十四回nli第三闘)(第二十六劉1を混余。

(iv J (600-728m)シラカンパ群

本地貼の主要樹種!'Iシラカンバにして，之に若干のカラフトヤマナラシ及ハヒマツを伴ふ。

而して共林木配分第54表の如し。

第 54表 硫黄山山麓(iv)m.:林木配分表

;;:;;l:lil:ljlJlJl:lJlJlJlJljl:12 
(枯損木.シラカンバ7本;カラフトヤマナラシ2本〉

既にシラカンパ林となれる此地の林床植物は500-600m聞の朕態に似たるも，ヱグイゾツ

ツジは頻度 5を示すも被度に於ては前者に劣る。而してガンカウランの頻度は 1なるも共数量

を士宮し，之にタチマンネンスギ(頻度1)，シラネワラビ(頻度1)，ヒメシグ(頻度1)等混生す。

650m附近よりは調査地外に木本としてはミヅナラをも生じ，議木としてノリノキ，草本としてー

ムラサキススキ，ヤナギランを生ぜり O 起賄を距る660m附近に於てシラネワラピ，ヒメシダ等

の出現は注目に慣すべし。

CvJ (732-814m) (ム850m)アカヱゾマツの侵入地結く第十五間版第二闘〉

本直内の主要樹種はアカエゾマツにしてシラカンパを散生しハヒマツは全く減少す。而

して其林木配分は第55去の如し。

第55表(i ) 硫黄山山麓CvJ直林木理分表

'¥-ー「樹 -z-一 階 m 胸高直径αn i 
樹 種|一一、一一一一一一←十一一一一二 一--/←ーナー一一一一 一 .. 

一一l恒三2止と\_~-4 竺 jp刊ーそ土門:ごろ竺[一計竺恒三I~二七
アカエゾマツ| ト 22I 21 15 I 9 じー|ー I70 5 I 11 I 15 
己ラカンパ I1 I 6 I 2 I 2 I - I 2 .1 I 2 I 1 I 17 I 2 2 I 1 
円ヒマツ1-15 I - Iー|ー|ー 1-I -1-1 5 
合計 13H33i231171912121211i9217113l16

l 

〈枯換木:アカエゾマツ 7本， シラカンバ2本; シロザクラ 1本〉

第 55表(ii) アカヱゾマツ雅樹根本直径階別配分表

F1?ti1-212-3l3-4! 
と二ニユ;一三-----i二JLi-l一一 J
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木地髄より進むに従()..アカエゾマツの増加著しく，シラカンバは樹高を増して疎生し，概

記せるハヒマツ，シラカンパ群落 (601-i28m)に於けると同様に著しく減少せり。林床板物

を見るにエゾイソツツジ(頻度錫向優勢なるも7iOm附近より著しく減巳っし此附近迄は屡々

ガンカウラン(均度1)を伴ふ。向此附近よりJlI湯に向びてはヤマドリゼンマイ(頻度1)，ヒメ

シダ，シラネワラビ(周度2)を生じ，アヅキナシを生ぜる所るり。 800m附近に到れほ，ゴゼン

タチバナ(頻度1)，オホパスノキ(頻度1)出現する外にイハツツジ(頻度1)，ツマトリサウ〈頻

度1)等を生や。向ミヅナラの稚樹を生やるととあり。かくて此附近に到れば，林床植物仕上

記せるアトサヌプリ山麓と金〈其の趣を異にせり。

更に進なで814-850mの地震占に至ればアカエゾマツ多し。共配分を見るも樹高Oー1mのも

の14本 1-2mのもの16本 2-3mのもの4本 3-4mのもの2本 4ーτ5mのもの1本 10ー11

のもの1本 11ー12mのもの2本 13-14mのもの1本 14ー15mのもの2本 15ー16mのもの1

本 17ー18mのもの1本にして，樹高の高きもの著しく増加せる事に注意するを要す。ミヅナ

ラは樹高O.8m及2.7mのもの各1本を認め得たるに過ぎや。宵林床植物は踊る簡単にしてゴゼン

タチパナ，イハツツジ〆エゾイソツツジ，マヒヅルサウ等を敷ふるのみなり o

。i)(850ー1304m)アカエゾマツーシラカンバ群

本群落の出現する 8.50-1303.5mI乙亘る地はアカエゾマツにシラカンパを混滑せる所にし

て，本調査地に於ける木本の配分を見るに第.56表の如し。

-JTho-
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アカ』巴ゾマツの搬を増せる地黙の
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(Aは850.2-964.9m;Bは965.4-1303.5m i:言。但し枯損木を除去す。1245-1303.5m迄は稚樹多し。〉
本林地に於(tる林l未植物を見るに欝閉度の閥係よりマヒヅルサウ(頻度4;空地を除去す，

れば5となる)1i誌も多く，ゴゼンタチパナ(頻度.);空地を除去すれば4となる〉是に失ぎ，ヤ

マドリゼンマイも此地黙に到りて出現度a::増加すo 1接木としてはイハツツジ(頻度2)，オホパ

スノキ(頻度1)及コ zフラクツツジ(頻度1)あり。羊菌類としてはヤマドリゼンマイの他ヒ

メシグ(頻度J)，シノブカグマ(頻度1)を生ビ，シラネワラピ(頻度1)，アスヒカヅラ(頻度

1)，メシダ(頻度1)等を見るぺし。其他所生柄物としてエゾイソツツジ，ツマトリサウ，エゾ

シヤグナグ，タチマンネンスギ， コミヤマカタバミ J ツタウルシ，オホパナエンレイサウ， ツ

ルアヂサヰ，ツルツグ等あるも何れも其頻度は 1なり。

向96i.9m附近に於ては林床植物も饗化し，進むに従ってシラネワラピ，オホパスノキ，ツ

マトリサウ等減じ，ヤマドリゼンマイ，シノプカグマ，コヱフラクツツジ等出現し来る。

。iiJ(1304-1400m¥アカエゾマツ林
本林は殆どアカエゾマツの純林にして，若干のミヅナラ及シラカンパを生じ，樹高に依る

林木の配分第58去の如し。

第58表 硫黄山山麓 CviiJ直樹高階別配分表

匂ZF日;王H小T引小i卜ι一1ι一一子一一一1一一j…i
; lド卜fジi: l : l | l l i l l 勾
-1-1-1-1 1 1-1 

2 

1 

I2 1 __4_1_~J_ 4_1_ _5 J 3・1251299
(枯損木:アカエゾマツ1本 )0(他にナナカマド樹高1.2-2.5mのもの5本あり〉。
本林地に於てアカエゾマツ稚苗多き事は顕著なり。林床植物にはゴゼンタチパナ(頻度4)，

マヒヅルサウ(頻度4)，ヤマドリゼンマイ(頻度2)等多く，羊歯類〈頻度1)，コミヤマカタパ



(1∞〉

ミ(頻度1)，オホパナエシレイサウ(頻度1)の少しく生ぜる所あり。之等革本に混じて木本と

してはミヅナラヘナナカマドの稚苗， Xホパ久ノキ(頻度2)，アイヌミヤコザサ(頻度1)，ヤマ

ウルシ(頻度1)，ノリノキ(頻度1)，コヱフラクツツジ(頻度1)等るり。而して林床植物の自己分

は一際たらや。 1305-1340m附近はアカエゾマツ稚苗極めて多く， ミヅナラの稚苗は1310m迄

にて跡を絶てり。 134与一1352m附近迄は欝閉破れ，マヒヅルサ歩最も多く之にヤマドリゼンマ

イ，ゴゼンタチパナ等を混じ，倫アイヌミヤコザサ出現す。市して1390m~付近よりゴゼンタチ

パナに加ふるにヤマドFゼンマイ多く，群落の構成は漸次川湯に見るアカエゾマツ純林に相似

Lつ L之に移行す。主たる林床被物の頻度第59表の如し。

第 59表 主なる林床植物頻度表

r~{~1 A B C D E F 

エゾイソツツジ 5 5 5 4 1 。
カ'ンカウラン 1 2 1 1 

¥ 

タナマンネンスギ 1 1 1 I 

シラネワラピ 1 2 1 一

ヒ メ シ ~. 1 3 1 

ヤマド Fゼンマイ 一 1 1 2 2 

ゴゼンタチパナ ー ← ] 3 4 

オホノマスノキ ← ← 1 1 2 

イノ、ツツジ 一 1 ‘2 

ツマト Vi!"ウ ー 一 1 1 

マヒグノレサウ -、 ← 4 4 

コエアラタツツョP 1 1 

ヨミヤマカ 9ノマミ 1 1 

ツ ノレ， ヅ グ 一 1 1 

シノプカグマ 1 1 

ェ グスグリ 一 一 I 1 

アイヌミヤコザサ 一 一 1 1 

A.ノ、ヒマヅ叢林 (i!;![-ii混); B ノ、ヒマツーシラカンパ林 Ci;i鼠);C.シラカンバ林市?鼠);n.ア

カェグマツ侵入地獄 Cv~r.J; E.アカエゾマツーシラカンパ林 (virJli.); F.アカエゾマツ林 (vii監). • 
4.土壌

屈斜路火口原誠験地にては二個所にて土壌の採取をなせり。今共の採取地の林地概相を示

さんに次の如し。

1. ハヒマツ群落

本土壌採取地は (1400x2)m~ 屈斜路火口原硫黄山山麓帯紙匿の起結より 3m の所にして，

アト歩ヌプP山麓より績くハヒマツ群落内にbり。下屠にはエゾイソツツジ多く，僅かにガン

カウランt見るに過ぎや。而して地表には多量の粗腐椋質を残留堆積し，向能く植牧原鵠を識
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別し得るも漸次下方に向ぴ共組成を異にし途に火山友と混合するに至る。土壌断面ば異なる組

成並に色彩の多くの居より友る。何れの居も殆ど全く火山茨並に浮石より成る。組腐植屠の直

下には友褐色の浮石を含む火山茨居現れ，共下には茨白色を呈する前同様に浮石を含む火山灰

居在り。以下友黄色の火山次居，友色の砂質居，友黄色を呈する砂質居等を順ヨたに認lむ。今各

居VPHをと多数の供試料につき Quinhydron電極により測定し其平均値を示すに第60去の如し。

第60表 ハヒマツ群生地の土壊居とPH
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灰
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日
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一
深
一
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↑
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I
E
E

援
一
判
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樹

土

一

粗

W
H
V
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13 

色

色

色

白

黄

灰

灰

資

火山灰を伶ふ

火山灰

同

同

同4.4 

4.I 
黄色を呈し，岩石絢片に
依り形成さる

組魔植居中のF居は其の下部の何れの居よりもP:a債低く 3.1を呈し，漸さえPH慣は増加しIII

居に於て最も高く4.9を示し，更に共下居は再び低下ナb

2. シラカンパ群落

本土壌採取地は既記の宇野紙匿起賠より665mの所にして此地の群落は既述せる如く，アトサ.

ヌグP山麓ハヒマツ群落より/11湯東側アカエゾマツ林に移行する群落更行中の一階程たるシラ

カンパ林にして林床にはエゾイソツツジ，ガンカウランを優占種として生じタチマンネンス

ギをI見守。今此地の土壌に就て見るに，粗鷹柄居は前者と殆ど相等しく，厚さ9cm糎に撞し，

共下部には火山友を混在せり。此屠の下低には友褐色t:.呈Tる火山友唐在り。更に友白色を呈

し且つ竪硬なる組成を有する前者と相異なる居となる。更に共下にはハヒマツ群落に於て認占う

得ざりし茶褐色の火山次及浮石等より成る柏々竪硬の屠横はる。共下には多量の浮石を含有せ

る寅褐色の火山友屠来 t，;えいで砂買を帯，び漁潤なる友樹色居と成る。最下部には前者に類似

せる茨貰色の居存在せり。今各居の PHを前去と同様に測定し，共の平均値を示せば第61表の

如し。

第61表 シラカンパ群生地の土壌とPH

土 襲 度 cm I色 彩 PH 備 考

粗腐植暦(1"
8 黒 手島 色 3.4 火山灰~含む

lH 1 同 3.7 同 硬竪を示す

9 灰 手局 色 4.3 同

E 7 灰 白 色 4.3 同
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土 壊 !'H 官清 考

E 5 茶 手話 色 4.6 火山灰を含む，硬竪性宅〆
示す

1V 11 資 F母 色 4.5 同

V 8 灰 色 4.5 同

VI 黒 色 4.5 同

VJ[ 1.5 資 色
黄色を易し岩石幸町片によ
り形成さる

a 

本調査地の土壌に於ても粗腐植居は各のPHは最も低く， 11慎共PH慣は下居に向って増大す

る事も略同様に認めらる。而してハヒマツ群落の土壌と異なり，本土壌の第H，並に第III居は

棺々竪硬なる火山噴出物より成る居存在す。

III iJll路園川湯温泉アカエゾマツ林(第十王国阪第一間〕

川湯温泉をめぐる亭々たるアカエゾマツ林は，阿寒園立公園屈奈i路地帯の一代表的森林に

して，本道森林中，群落合.態より見て屈指の特色を有す。本林は一般に立木度密にして樹冠は

完浦欣を呈し，校下高く，樹冠着生位置亦高く，樹冠面積僅小なり。林分齢は60-160年にして

老齢に達せ夕、と難も，大牛は既に衰退場]に入れるものの如し。市して調査せる林地は幅約 0.3

km，長さ約2kmの細長きアカエゾマ守森林のJ部たり。

，.群落概況

アカヱグマツ林調査地とせる一再林は， 111湯アカエゾマツ林中アカエゾマツの純度最も高

き地駐なり。林木は一定の樹高に達すれば樹高成長会〈停止せるものの如く，樹高は略々均等

にして高唐階に麗し，樹冠はいづれも小形，且各樹幹部は相接しぐ第十六闘服第三国、，欝閉密に

して林床は一般にi品i問たり。欝閉極度に強き地床の}部は蘇類に占めらるる所すらあるも，一

般にゴゼンタチパナ，ヤマドリゼンマイ多し。群落型はアカエゾマツーゴゼンタチバナに依り

代表せられ，疎開せる林綾に於てはアカエゾマツーアイヌミヤコザサ群 C第十六掴版第四闘)(ア

イヌミヤコザサの分布は西J践に多し〉の林型左とるととあり。ゴゼンタチバナは腐植質多き所

に生じ(第十六間服第一簡〉，叉腐朽倒木上稚樹の護生多き所にも認む。ヤマドリゼンマイは凹地

に多し(策十六圃版第二闘〕。されE林縁又は疎開の地に於ては碍植分解進み?とる場所，殊に春季

に於て多量のマヒヅルサウ生やるととあり(第十四圃版第四闘〉。

林床植物としては木本に弐のものるり。

ノリノキ エゾスグリ シロサミクラ

ヤマウルシ ツ Jレツヂ ヒロノ、ツリ...{ナ

ヲガラパナ コエフラクツツジ エゾシヤクナグ

オホパスノキ エグクロウスゴ イハツツジ

アイヌミヤコザサ等。



叉羊歯草本に

シラネワラピ シノプガグマ

コミヤマカタノミミ ヤマイチヤクサウ

.ゴングンスグ オホパナエンレイサウ等

ヒメシグ

ツマトリサウ
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るり。叉林内操i問地にはミヅパセウ，タチギパウシ，パイケイサウ，イハノガリヤス等生示。

倫林中ミヅナラ，オホノキ，キタコプシ，ナナカマにアヅキナシ，メイグツカヘデ，コシア

プラ等の稚樹を生やるととるり。又一般に林中アカエゾマツの稚苗(樹高2一5cm)を多く生や
るも中居木は少なし。

2.群落調査

本付.中に方形匝2(III. 3. A; III. 3. sJを採り，調奈匝の中 (III.3. A)は特に下居にゴ

ゼンタチバナ多き所， CIII. 3. sコは特に下居にヤマド Pゼンマイ多き所なり。/

CIII. 3. A) (20m)2 }fl湯方形匿

牢方形匝内のアカエゾマツは批齢樹 (J!，旬高直径15-35cm;樹高10-26m)を含む柏々密な

る純林型をなして，林木には胸高直径15-20cm，樹高16-20mVもの最も多しο下居はゴゼ、ン

タチパナ優勢にしてヤマドリゼンマイ之に弐ぎ，木本としてノリノキ，ナナカマド，シロザク

ラ，ヤマウルシ，ヲカラパナ，エグシヤクナダ，コエフラクツツジ，オホパスノキ，エゾクロ

クスゴ，アイヌミヤコザサ等bり。されど樹種は何れも1-2mにして，僅かにナナカマドが3m

に建するのみ。又羊歯草木としてはシノプカグマ，ヒメシダ，マヒヅルサウ等を生や。林内稀

にミヅナラ，ホホノキ，コシアプラ等の雅樹を生やるととあり。向下車に混じてアカエゾマツ

の稚首佐多く音量生するも，青空閉の関係より蹴ね6-7年にして消失するものの如し。

今本方形匪内の主要木本~図示せむに第三十聞の如く，之を表示せむに第62表U如し。

第62表 (i) CIII. 3. AJ川湯方形匿胸高直径階別配分表

iTE向 cイ工戸|て;-1山 5115叩
アカ且ゾマツ 1 4 6 31 7 8 1 58 

ナナカマ ト' 19 19 

ヤマウルシ 6 6 

::l シ アプラ 6 6 

争〆口 ザク フ 3 3 

シフ カ ン ノマ I 1 

ヰミ ヰミ ノ キ 1 1 

メ日ろ、 青「 35 1 7 31 7 I 8 1 94 

Aは胸高直径をilIlJ!'If尋ざりしものの本政なり。
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第三十ー掴 (III. 3. 13) JII湯アカエゾマフ林方形直林本配分間
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第62表 (ii) (III. 3. A) JI!湯方形直樹高階別配分表

Tτ~_~:\10肝 \10-12\1

ヤマウ ルシ 6 

コシア 7. ラ 6 

オミ オミ ノキ 1 -l-lll:l二三-11-;
長〆口 ザクラ 3 

シフ カンノマ

A 
日

A
リ
aaz 

計

口II.3. B) (20m?川湯方形直

木方形匡は上記方形直 (III.3. A)の東南100mID所にあり。本林地のアカエゾマツは前者

(III. 3. Aコアカエゾマツ林地の連績にして，北1:齢樹(胸高直径10ー35cm;樹高15-25m)を多

く含む柏々疎開せる純林型にして，胸高直径15-25cm，樹高18-20mのもの最も多く，下方よ

り枝を生じ，投下一般に低きをと特徴とす。林中隊にi間葉樹を生や。林床にはヤマドリゼンマイ

多〈特に柏々疎開せる低地に著Lく，叉ゴゼンタチバナ，マヒヅルサウ之に次ぐ。木本として

はノ Pノキ，ヤマウルシ，ヒロハツリパナ，ヲガラバナ，メイゲッカヘデ，オホパスノキ，コ

エフラクツツジ等を生じ，アヅキナシ，シロザクラを時に混やるも，喬木の種類は稚苗に止り，

向僅かにキクコプシ，ナナカマド，エゾイタヤ等の幼樹を生守るに過ぎや。又革本居にはシノ

プカグマ，ヒメシダ，オホパナエンレイサウ等あり。アカエゾマツ稚苗(樹高2-5cm)は上記

の植物に混じ多く見らるるも，管閉の破れざる限り， 6ー7年にして泊先するものの如し。

ヨたに本方形匡の主なる林木配分を圃示すれば第三十一闘の如く，之を表示せむに第63表の

如し。

第63表(i) 日1I.3. B)川湯方形直胸高直径階別配分表

瓦芋??手|A 1ト .51L円 lーさ1-i-l-i-|合計|
アカ z ゾマツ 7 I 7 I 1) 
ナナカマド 5 一 一 5 

シラカンノマ 一 一 2 2 一 4 

ヤマウ.ノレシ 8 一 一 」 一 3 

コシアプラ 1 一 一 一 一 一 一 1 

、、ー. グ ナ ラ 一 一 一 - 1 一 1 

ノ H ノ キ 1 一 一 一 一、 一 1 

メ日入 計 9 1 8 9 7 5 
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第63表 (ii). DtC3'. Bゴ'1fI湯方形m樹高階別配分表

5 

1 基

ヤマウルシ 3 

コシア 7' ラ 1 

1 

1 

合

3. 根 A 系

アカエゾマツ林内に於けるアカエゾマツの根系の分布を見るに殆ど皆水王子的に聾達し，垂

直的には謀かに 20cm内外の深さに迭するにと Eまり， 30cmを越ゆるものは腐朽枯死せり。

土壊居と根系分布を見るにF居中下部には林床植物として優勢に繁生ずるゴゼンタチバナの筒

旬草が網肢に分岐錯交して護達し， H居並に髄質土壌土居中に於て始めてアカエゾマツの支根

は走行し時に上昇し，特に寓朽倒木に細根を出す傾向遣うり。斯くて密生するアカエゾマツの根

系は錯稚l，相互に支持す。根系の調主主として密林中にE常に護育したるアカエゾマツを採れ

り。

供試木:アカエグマツ(樹冷折解調査木♀競，樹高18.:35m)(第十五回収第二園〉根基部より

数本の大なる側根を生じ地下8-20cmの聞を地表に柏々平行に横走し，更に小主主る側棋を多数

出し，長きものは5m俸に達し，細線は末端近くに於て柏々掌欣に多数分岐し，共先端は上方

に向ふ傾向あり。殊に鴎朽倒木の存在する所に於て細根は倒木の中を走り良好たる護建を見

る。

林木の根系と共の土壌内分布との関係を見るに一般に排水良}好なる地に於ては根系は深く

土壌中に入る。之に反し根系の分布浅きは排水不良なる地なり。従来アカエゾマツは・高根性樹

種として知られし樹木なるも，本調査地111湯のアカエゾマツ林に在るアカエゾマツの根系分布

は，特に此特性を著Lく示せり。

4.樹齢調査

本林地のアカエゾマツ生育欣態を知らんが篇，調査地並に調査地附近に於て中笹木4本を

選定せり@調査地附近のものとしてはトドマツを混ぜる複居林中に供試木を求め，以て調賓地

一再紘休との比較をとれるものなり。之を測定せる結果第64去の如し9
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第64表 ア 71:巴~守ヅ樹齢由貿実

jギ¥iNi戸事項 l番
~!\\l 

トドマツを?昆|

ぜる複暦林|

アカエY:ッ刊

A 

B 

叶町一
;:(::::;| 
占竺11巴坦IR7長 E

官iJ表IC.依ればトドマツを混ぜる複居林中のアカエゾマツは純林中のものに比して極めて良

好なる生育を示せり。而して純林中のアカエゾマツは前述の如¥'OEに衰退期に入るも， トド

マツi.IT生林に於ては土壌の理撃性温に良く，上表D如き比を見るものなるべし。

4.土壌

本土壌採取地は (III.3. AJ附近に位し，上唐はアカエゾマツー居休より成り材、床にはゴゼ

ンタチバナを優占種とし，林内中央は蘇類の他殆ど林床植物を見や。今之が土壌に就て見るに

粗鴎値居は約lOcmK達し，大部分は所謂下居に該営し，堆積せる植物館は未だ原7診を保ち，菌

糸に依り縫合せられて黒縞色の居を呈ナ。との下には上居より黒色をf脅し，且下部の蹟貰ニt壌

と混合する薄き居認められる。此居下には火山茨，浮石等の火山生成物並に岩石組粒にf去りて

構成せられたる水平なる敷居るり。薄.きは数糎，厚きもlOcmを越ゆるものた L。地表より約40

cmの深さに建すれば林木共他の植物根を全く認め得ざる浮石，火山友等11:依りて構「点せられた

る黄褐色の唐に到達す。各居は共外観より各明;f，Hz:1][別され符・る庭なり O

即ち粗腐植居直下には黒褐色を呈し漁間にして粘性を有し， *n:微なる火山友より友る約10
cmの!享さを有する居簡はり，此唐(1 )にはアカエゾマツの根系貫走せり。とL.居の下には黒褐

色を呈し，前の居とi司様に掃、i問にして粘性を有し，評石，火山友等にf去り構成せられた居 (II)認

められたり。此居D下に到るに従ひ共色彩を減じ且竪硬なる居が ¥III，IV)に認められたり。共

屠の下には黄褐色を呈L，火山友，浮石共地岩石の粗粒によりなる約icmの深さを有する居(V)

あり。即ち此アカエゾマツ林地の土壌は明らかにポドゾ{ル化せるを知る。今各居DP廷を前

表と同様に測定し，共平均値を示せば第65表D如し。

第65表 JlI湯アカエゾマツ林白土壊

土壌腕|深cm~ I色 PH l醐伊)1 備 考

一 一一一一「・ー

F暦 10 3.62 91.86 

10 黒褐色 3.72 11.94 火山灰よりなる

[' 3 同 4.17 15.60 火山灰及}字石よりなる

E 2 灰白色 4.45 8.51 火山灰よりなる

IV 4 手持 色 4.73 

V 7 |糞褐色 5.25 1.04 火山灰.i字石，岩石姐粒ょ pなる
一『テー』 岨ザ=ヨE明富一
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とLに於でも粗荷植唐は他の各居に比して而低く，叉アカ::c.yマツの根系の犬多数の存在

する第I居もとれに近き P廷を示せり。而して本土壌はシラカシバ群落の土壌と向巴く地表よ

り潔き位置に堅硬なる唐の存在を認tr。

硫黄山山麓及川湯附註アカエゾマツ林群落概括

阿寒国立公溺屈斜路火口原アカエゾマツ林は火111性の特殊の地に成立し，一部は自然扶態

の下降第一次群落更行の過程を辿るも，マ部は人馬及人得に起因する環境費化。影響を受け局

部的には字自然ε群主要行を示してコつるり。然も火山地帯の特殊性に基く地貌と相待ち比較的

近代に出現せる此アカエゾマツ林は苦しき特性を有L，阿寒園立公閣屈科路地帯に特筆すぺき

景観を附興せり。

屈斜路火口康アトサヌプリ山麓池一帯D植軌群落を阻観ずるに，アトサヌプ9山麗アトサ

原野D一部植物景観Jま共成因向臨めて新君主る群落相を有ナ。之火山作用，夏期の多饗，山火，

伐採等の種々なる外国影響を蒙るとと避しき結果にして，此定に特異の群落型を示すに至れる

ものと言ふペし。アトサヌプ H山下のハヒマツ純叢は火山噴出物に依り、て構成せられたる基底

に成立し叉とれに積くハヒマツーエゾイソツツジ群落の生やる地は腐粧の分解進~f，震に粗

腐植多く集積ぜり。而して現在向群落更行の途上にあるアトサ原野のシラカンパ林は山火に依

る二弐林にして，此謹には既にJII湯アカエゾマツ林よりアカエメマツの侵入が行はれつつあり。

叉シラカンパ林之ワづくアカエゾマツーシラカンバ林は伐採(搾伐?)後のアカエゾマツ林へ

θ復興過程を示すもの友り。而して是等林地の群落麹イヒによる林木配分に件ひ出現する林床植

物群落構唆の饗化誌に設建J土，前越せるが如く群落生態撃上極めて興味深きものたり。

屈斜路火日原οー特殊林相を示す川湯アカエゾマツ林は単純群落叢型をとり，群落分類纂

上より見れば，アカエゾマツーゴゼンタチバナーヤマド習ゼンマイ群。形態をとれり。とれ宅

林型より見るに此林地は既に特殊土壌上の鍾盛相を示すものにて耗林型を示し，アカエプマツ

は箆根を有して樹冠完滞状をなし磐益型を呈せり。而して樹幹折解の結果は樹齢未だ老齢に達

せざるに特異の環境の鳥銃?と共衰退期に入れるを示せり。従喬木に殆ど見るべきものなく，典

型的なる群落純型を有するアカエゾマツ林下に於てはゴゼンタチバナ，ヤマド Fゼンマイが林

床植物D優占種たり。然るに庶知の如くゴゼンタチバナは粗腐績の多きt症に，又ヤマド Pゼン

マイは中間i島原に於て夫々指標植物たり。故に雨者が共に本林地に存在する事は明かに此アカ

エグマツ林。特異林型たるととを表j設するものなり。北海道林地の針葉樹林に屡々随伴する馨

縁被物。如き此純林に於ては殆ど)~影さへなく，森林として有する直系要素は極端なる閉生群

落性と特殊土壌に支配せられ，其声類敷少く，植物宜系串的には注目すぺき要素を有せや。

川湯附近アカエメマツ林の成立を考察するに，此地の気候的極盛相休はトドマツ林と成る

ぺきなるに，火山地帯特異の複雑なる環境の影響をうけて特殊土壌に立地せし特殊林型t::保持

し来れるものなり。
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第四章 砂丘来7カX"マヴ林

本系のアカエゾマツ林は東部北海道に稀に見らるる群落にして，共林地は寒冷なる地方の

湯原に近く水位高き海岸砂丘上に於てDみ存在す。園後島及年室閣に之を見るも，根室園風蓮

湖畔春園岱に在るものは其典型的なるものなり。

1. 園後島古釜布アカエゾマツ林

本林地は砂丘脊面より護達し，幅30m，長さ約500mに及び、群圏放をなしつ L帯欣に形成せら
オホヤチ

る。而して西方に於ては柏々混i慣なる草原を距て L大谷地のアカエゾマツ林に接し，東方は砂

丘を距て k直ちに海洋に商す。風衝の影響によりて海岸に面するものの樹幹は護育著しく不良

にて，海岸に近き程鑓性となり樹梢の完全に伸長せるもの少し。市して本林のアカエゾマツに

は胸高直径10ー20cm，樹高5-8mのもの最も多く，樹齢約80年と算定せらる。
下生植物を見るに海に聞する砂丘植物群落とは異り， ミミカt7モリ多く，其他シラネワラ

ピ，シラオヒハコベ，ヤマブキショウマ，コミヤマカタバミ， ミヤマスミレ，蔓草類としてツ

)1.-アヂサヰ，ツタウルシを部分的に生やるのみ。林床J植物の種類は少〈前記の他

シラネワラ~

ツルツグ

ヤマイチヤクサウ

ヒメヒト，、ラン

ヲシグ

チシマウスノミスミレ

ミミカウモP

コイチヱフラン

ヒメイチダ

ミヤrマタ=グテ

ツバメオモト

ヒメミヤマウヅラ

等を生やるに過ぎや。尚林内の謀、潤地にはミヅパセウ多く，ホソパヲゼヌマスグ，イツポンス

グ，オホイツポンスグ，クロメスグ等のスヂ類之に戎ぎ， ヱゾノオホバセンキウ，ツルコケモ

モ，イハノガリヤス，キ‘グヨシ等ebり。

II. 根室園審匿岱アカエゾマツ林 〈第三十二関)

，.林地概況

* 泰園岱砂丘上のアカエゾマツ林の分布を見るにアカエゾマツは第ー砂丘上には立林せや。

第二砂丘上には僅少のアカエゾマツを穫して殆ど絶減しく第十八間J:反第一闘及第二闘)，第三砂丘

(第十八闘!蹄主題及第四国〉及第四砂丘に於て始めて成林す。

第三及第四砂丘上に高居林を構成するものには胸高直径25-40cm，樹高20m前後のもの多

く，時に胸高直径50cmを越え，樹高30mに達するものbり。而して後櫨樹も有するも砂丘上の

アカエゾマツ林は順失トドマヴに侵入せられる傾向あり。林床純物に就て著しき貼はササ類を

依如せるとと主主り。而して被蔭甚しからざればマヒヅルサウを多く生巳〈第十九画版第四闘).被

勺 第一砂丘，第二，第三，第四は海岸線より内陸l亡向ひ名づけるものなり。
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蔭度犬なれば林床植物は散生し，コミヤマカタパミ，ゴゼンタチバナ，コケモモ，イハツツジ，

ジンエフイチヤクサワ等~見るも，特にジンエフイチヤグサウ普通に生ナ。此アカヱメマツ林

の純度高き所に於ては僅かに小喬本としてヲガラパナ，ヒロハノツ買バナを生じ，瀧木は少な

くアデサヰノリウツギ，コヱフラクツツジを生じ，革本唐にはミヤマタェタデ，ゴゼンタチパ

ナ，イハツツジ，エゾヨモギ，オホプキ，キタアザミ，ゴングンλ7，マヒヅルサウ，ギヨウ

ヂヤ=ン=ク，ツバメオモト等生生じ，菱重類は少くしてツルアヂサヰを生やるのみ。

2.群落調査

調査地は春園tcr砂丘アカヱユFマツ林の高居林を中心とせるものにして帯紙匡1(lV. 2. aコ;

椋蹴直 1(IV. 2.αJ;方形匪[IV.2. Aコ， (IV. 2. BJを設定せり。 CIV.2. aJ帯欣匝は砂丘

アカエゾマツ林D代表と言ふべき第四砂丘高居林に於て林木配分を知らむが馬， [IV. 2. aJ線

故直は共林床植物の分布状況を知らむが震に選定し，日V.2. AJは既に本林が極盛相に達せ

りと考察せらるる庭に，叉(IV.2. BJは砂丘と梶原との接踊ナる高居林内に設置せるものな

り。

一一一--一一、』
丘己三二 井-J.iYJl...
-t，t，-ソクムー

第三十二画 春国岱砂丘アカ.xゾマツ林横断概圃

主主
昇ι守工

(需品線は栃木〕

一一一一一一=午苧，.....4!u1ul'9ー
第三前砂'ft

。fdJJLtHtu1¥ 
再三牛町立

JムJ~i 1 d， ! ! 
L 一11-山町、立

4 w..t湖

(IV. 2. aJ (55 x 3) m2春園岱砂丘上の帯紙匿

本帯紙匪は典型的在る砂丘アカエゾマツ純林内に設けたるものにして東梅を去る西方約3

km，春園岱第四砂丘上のアカヱゾマ林の西端近き所を起動として略々東方に向ひ砂丘の方向と

平行して幅3m"長さ回米の帯放置なり。本林地のアカエゾマツ紘林は共西縁に於てケヤマハン

ノキ，ヤチハンノキ，グケカンバ， ミヅナラ，センYキ，ナナカマド等を混生せる澗葉樹林と

接し，東縁は砂丘上トドマツ林に接す。
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本調実地は上記アカエゾマツ林内に於ても比鮫的アカエゾ?ツの純度の高き鹿に・して，共

林型は複屠をなし之を構成するアカヱゾマツは胸高直径2-38cm，樹高:;-22mVものより成る。

林下にはアカエゾマツ及トドマツ幼稚樹多数生や。之等は母樹拾に土壌1コ影響によってアf;エ

ゾマツは中央に， トドマツは林謀、に多し。 f雨林内には少数乍ら枯慣木を散見し，又稀にナナカ

マドの稚樹を見る。今本帯欣高内の主要材、木を闘示すれば第三十三園。如く，之が配分を表示

すれば第66表の如し。

ε 

o 

第三十三園 春国岳アカエゾマツ第四砂丘 (aJ帯獄直撤回

会
系列ミ

10 

主
20 30 40 SO . οSm  

第66友 (i) (IV. 2. aJ春闘岱第四砂見帯状直直径階別配分表

日一日一一

アカエゾ?ツ

計 81

0-2 I 6 

2-4 I 10 

胸 I4-6 I 2 
6-8 I 1 

14-16 I 
高.~.
16-18 I 

22-24 I 1 

24-26 I 
直
26-28 I 

30-32 I ・ 1

32-34 I 
径 I"--....，， I 
34-3o I 1 

36-38 I 1 

計 29

合計 110
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第66表 (ii) (IV. 2. aコ春闘岱帯欣直樹高階別配分表

、樹¥ず削、樹階~¥m¥種 Iアカエゾマツ I ドマヅ|ナナカマド l 計

。-2 96 63 2 161 

2-4 5 -崎B 7 

14-16 ‘d凶) 一 2 

18-20 の“ 
. 
一 2 

20-22 5 5 

メ日3、 110 65 ‘:3 177 

nV.2.αJ (55m)春園岱第四砂丘梯欣直

(IV. 2. a)帯欣直の基準線にとれる本調査地の地床は一面に蘇苔類(殊に辞類〉を以て蔽

はれ林*柄物としての高等植物は一般に少し。唯革本類としてはマヒヅルサウ，ジンエフイチ

ヤクサウ，コミヤマカタパミ等比較的多く，共他草木居にシラネワラピ，ヲシグ，ヒメシグ，

ミツパワウレン，チシマウスパスミレ， ミヤマタ=タデ，ヤマイチヤクサウ，コケモモ，チシ

マアザミ，シロハリスグ，ヒメミヤマウヅラ，ヒメヒトハラン，コイチエフラン等を見る。又

瀧木としてはノリノセ，ヒロハノツリパナ，ツルツヂ， リシリピヤクシン等を生じ，蔓童類と

してはツルアヂサヰを生子。今本区内の林床続物の高等植物頻度を表示せむに第67表の如し。

第67表 (IV.2.α〕春園岱第四砂丘娘扶直林床植物の頻度

植 物 名 頻 皮
11 

植 物 名 頻 度

マヒグルサウ 4 イ J、 ヵ- フ 、、、 I 

ジンエ 7イチヤクサウ 3 シラネ ワラピ 1 . 
コミヤマカタノマミ 2 オホヤマアスマ 1 

ナシマウスノマスミレ 1 ヒメミヤマウグラ 1 

て玄 ケ 毛 宅 1 ミヤマタユタデ 1 

シロノ、リ スゲ 1 ヲ ι〆 よ~' 1 

ツ ノレ ツ ゲ 1 ヒ メ シ d<' 1 

ヤマイチヤクサウ 1 ノ リ ノ キ 1 

向アカエゾマツ娃にトドマツの稚苗及林床植物の生育地を見るに，ヒメシダ，チシマウス

パスミレ，シロハリスグ等操原植物の出現する低撮地には， トドマツの稚苗少〈アカヱメマツ

の稚苗多きも;土地過操えにら守強き宙空閉破れし所にはアカエメマツに比しトドマツの稚苗多く，

かかる地にはマヒヅルサウ多く，ジンエプイチヤクサウ，ヤマイチヤクサウをも生ぜり。

(IV. 2. AJ (20m)2春園岱第四砂丘方形匡〔第十九図版第三園7

本方形直は帯紙匡 (IV.2. aJの起賭より南約5m，第四砂丘上に成立せるアカエゾマツ林

内に於ても最も高唐木の揃へる地黒占ゑり。而して本方形直のアカエゾマツ林は主として高居木

(胸高直径約2o-50cm;樹高約20-30m)より成t，中居木比較的少〈共他樹高2mに満たざる
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アカエゾマツ及トドマツ稚幼樹をも既に多く含む。林床植物には撞木としてイハツツジ，ツル

ツグ，コケモモ，羊歯としてヲシダ，草本としてヒメイチヂ，コミヤマカタバミ， ミヤマグユ

タデ，ゴゼンタチパナ，ヒメミヤマウヅラ， ジンエフイチヤクサウ，ヤマイチヤクサウ， ヒメ

ヒトハラン，コイチエフラン等生十。

今本匡内の主要林木の配分を闘示すれば第34圃の如く，之を表示すれば第68表の如し。

第三十四画 審国岱砂丘アカエゾマツ林 CIV.2. AJ方形直林木配置圃
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第68表 (i) (IV. 2. A)春図岱第四砂丘方形覆直径階別配分表

冠五iアカエゾマツ 1ト オ ン ::7 計

稔 25 53 1 79 

。-2 2 2 

2-4 3 3 

4-6 1 1 

胸 10-12 ーム 1 1 

14-16 2 2 . 
18-20 1 1 

20-22 3 3 
高
22-24 1 1 

24-26 5 5 

26-28 3 ， 一 3 

直
28-30 1 1 

30-32 7 7 

32-34 2 寸
， 2 

34-36 2 2 

径 36→38 4 4 

38-40 ‘2 
. 

2 

40-42 1 1 

46-48 1 

計! 38 4 。 42 

計 63 57 1 121 

第68表 (ii) (IV. 2. Aコ春園岱第四砂丘方形[i樹高階別配分表

戸高川 アカエゾマツ| ト 1，.マ ン 計
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(IV.2. BJ但:Om)2春闘岱第三砂丘下方形直〈第十九圃阪第一間〕

'本方形直は上記の第四砂丘 (IV.2. AJ高居林地を距る東北約200m，即ち春園岱第三本砂

丘と第四砂丘間漁原との接噛地黙たるアカエゾマツ林内にあり。本調査匡内に於てアカエゾマ

ツの小なるは樹高O.21-1.00m，高唐木は樹高15-22m，胸高直径1ふー35cmにして，中居階の

アカエグマツは少ゑし。又トドマツ散在するも，此等は未だ桂樹の域を耽せざるもの多し。革

本暦にはキタヨシ優勢にして，其他マヒヅルサウ，イハツツジ，クロメスグ，イハノガ明ヤス，

ツルコケモモ， ミツパワウレン等を混生す。倫叉附近低揚地にミヅパセウ生夕、る所あり。今本

直内の主要林木配分を闘示すれば第三十五圃の如く，之を表示すれば第69表の如し。
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第69表 口V.2. BJ春闘岱第三砂丘下直径階別問分表

¥直¥也樹階¥¥c樹m¥・¥種Iアカエゾマツ ト ドマツ 計

稚 251 28 279 

。-2 21 2 23 

2-4 42 9 51 

胸
4-6 9 2 11 

6-8 3 一 3 

8-10 3 3 

10-ー12 3 一 。屯3

高 14-16 2 一 2 

16-18 2 一 2 

18-20 2 一 2 

20-22 2 一 2 

直 22-24 4 4 

24-26 2 一 2 

26-28 5 5 

28-30 1 1 

径
. 

30-32 4 一 4 

32-34 1 一 1 

34-36 2 一 2 

計 • 108 13 121 

359 41 400 

第69表 (ii) (IV. 2. BJ春園岱第三砂丘下樹高階別配分表

時fF|アカエゾマツ ト ドマツ 計

。-2 257 30 287 

2-4 65 10 75 

4-6 6 1 7 

6-8 5 一 5 

8-10 1 一 1 

10-12 2 2 

14-16 5 一 5 

16-18 4 4 

18-20 11 11 

20-22 3 一 3 

メ易当一・、 359 41 400 

以上に依って明怠るが如く，林木の最も大たるは第四砂丘にして樹高20-30mのものが高

唐木となるも，他の林地に於ては18-23mのものが高唐木となれり。弐に群落更行の翻賭より
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方形匡(IV.2. A) (IV. 2. B)雨林に於ける後櫨樹の出現紙態を調査せり。即ち共稚樹の数量

を表示すれば第70去の如し。

第70表 方形直稚苗稚樹木教表

瓦~~:r:竺|

出J1日
樹|ト l

A (20m)2 

25 

53 

2 

3 

B (15111)2 

11局、

17 

9 

5 

本表誌に第三十六固に依って明なるが如く，第四砂丘高居林(IV.2. A)にはトドマツ林へ

夏行の初期相を認められしが， (IV. 2. B) I'C於ては却ってアカエゾマツ林への更行が考察せら

る。此事は叉帯欣匿(IV.2. .a)、仁IV.2. b)に於ても確認せらる。而して何れにも潤葉樹を殆E

見ぎるととは森林生態撃上興味るるととろなjり。但し漁原への移行地賠即ち林地が湯原化せる

所にはヤチハンノキ，殊に共中聞には屡々ケヤマハンノキ，ミヅナラ等現はる。向(IV.2. A) 

(IV.2. B)と主要林木の直径階及樹高級相関関係を示す配分闘を示さむに第三十六闘の如し。

3.樹齢調査'

春園岱アカエゾマツ林の樹齢者と見むが矯，供試木として第四砂丘上の日V.2. AJ方形匿

にて 1本，湯原移行地の方形匿(IV.2. BJにて 1本を採り，之を調査せし結果第71表の如し。

第71表 高居アカエゾマツの樹齢

云JF|樹 m 高 胸高直II 径 I年輪般 枝下高 樹冠幅
m 立1

17.30 189 6 3 

君主原移行地 21.80 28.21 112 15 3 

前去に依れほ砂丘より湯原移行地帯に於けるアカエゾマツは砂丘上のものに比し生育良好

なり。
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4. 土 壌

本調査地に於て第四砂丘アカエグマツ林に於ける方形医 (IV.2. A)及第三砂丘南側脊面

湯原型アカエゾマツ林に於ける方形匡(IV.2. B)の土壌に就きて見るに第72去の如し。

第 72表 審園岱アカエゾマツ林の土壌

語調暦位 1!I色彩i襟度|組織 1PH'I mi % tit I 摘 要 系

落葉 1.0 褐 精 i関 類衛ア類カの遺，エ.p飽ゾ量マよのツり草のな本落るI窪葉木，枯.蔓枝主主， 

粗に L
策 F暦 5.0 黒褐 同

て軟
4.03 85.29 

四 I 2.5 褐 ll'll 4.59 8.33 火山灰

E 2.5 手島 同
腕〈 4.83 10.8:J 向 ， こに分布す

砂 粗繁

E 3.0 灰手島 同 同 5.00 8.45 同

丘 w 13.0 初 同 5.44 2.21 砂土

-， V 20.0 同
A 

粗葉ま 5.52 1.36 同

l..... 
百 9.0 同 同 5.52 1.35 同

林 唖 25.0 同， 悶 5.52 1. 1.26 同

国 同 同 5.52 0.57 同 本暦下部に地下水位あるを認む

宮省 落葉 一 手易 混
アカエゾマツの落葉，枯枝，

一一一 草寺類等の這飽よりなる
砂 F暦 ]5 関 同

事Rにし 3.89 83.53 J 

丘 て軟 こに分布す|
下 I 8 灰白 一 粗繁 4.66 7.60 火山灰ー匂守

B 
l..... E F品 一 粗業主 4.93 13.27 砂土地下水位を認む林

ー春園岱アカエゾマツ林調査概括

調査地θ林地群落を中心として概設すぺし。本砂丘地のアカエゾマツ林は第三砂丘及第四

砂丘に在りて，第二砂丘の該林は既に絶域せり。砂丘地に於て最も顕著に殻建せる第四砂丘上

のアカエゾマツ林の成立を考察するに嘗初より評議原に国緯せられたる水位高き砂丘に移来護育

して今日に至れるものの如く，本林は既tz:成林の掬乙建せるもqと観察せらる。而して林地q

熟成に伴って腐植の堆積と共に次第にトドマツの侵入が起り，現今の如きアカエゾマツ林の構

成紙態を取り来れるものなる可し。'而して本林地に於ては其高所は結局キドマツ林へ更行する

ものと思はれる。然るに一方に於て，アカエ:Jマツ林が砂丘聞の低地梶原に既に侵入を開始せ

るを見る事は最も興味るる黙友担。第三砂丘のアカエゾマツ林は第四砂丘と同一過程を辿り，

トドマツの侵入によって遂にトドマツ林に更行するものと考察せらる。いづれの場合にもアカ

エゾマツは一般に洩根性に℃根系は表居下15cln内外の所に分布せり ο 而して本調査地に於け
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第三十七闇 (A]方形直土壇断面画
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I C"も ‘圃. 一一ー平易 £ 

5ム F 一一一褐色 (帯主色)
2.5 0同 Va 
2.50ln Va 

一一褐色(帯夜色)
一一楊色 1 

30:叩 Va 一千島色(帯灰色)

13 ci泊 S. 一一褐色

t 

200m S 一一魚色 (帯褐色)

9~泊 S 一ーー鼠色 (苧i主褐色)

250m S 一ーゑ E

S 一ーー掲乙 (苧音色)

v 

L=落葉 F=腐植 Va=火山灰 5=砂土
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る砂丘林泣に謀、原林の土壌を見るに酸度，腐植量等に幾分の差あるも，之が直接雨林の生官J状

態の相違に影響せるものとは考察;せられす。一般に協原林に於ては地下水位高く土壌は常にi長

潤にして遇策悪く湯原化せる事が砂丘林と異ゑる主要素なるも，移行地鮪 (B)の如きは遁度

なる漁度通風ありて，之が震に本地黒占砂丘林に比し林木の生育を良好たらしむるもの滋り。

第三十八圃 (B)方形.直土漬断面画

cm 
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I
 

m
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1
1
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d
 

f.易丘
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20 m
 

llic--
no 
Va -灰白色

30 S :f.... ..…-t島色

L 落葉 F 府植 Va火山灰 s砂土

第五章 岩諜地来7カエザマヴ林

アカエゾマツ林のー型にして山岳地帯の岩疎地に見らる。斯かる地の地質は一様ならざる

もー般に表土は極めて浅く，時には急:傾斜地に於ても成林す。主として北海道北見東部，十勝，

1iJII路方面に存在するも特に北見に多し。南部に於ては石狩園定山渓奥，臆振園鞍夷富士山麓虞
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狩別等に僅かに之を見得べし。而して木林系に島ずるものに厳密なる意抹に於ける純林は極め

て少きか，或は小地積を占むるに過ぎや。多少のエゾマツ， トドマツを随伴するを常とせ歩。

林下には瀧木居叉は蘇頴屡々優勢なる費建をなせ切。本系のアカヱゾマツ林は裸地に成立せる

初期の群落と考察せらるるが故に森林としては向不安定なるものと推定せらる。

1. 腫彊圏羊蹄山麓昆狩別アカエゾマツ林

1. 林 地 概 況(第十七圃版第二聞及第三国〕

真狩別アカヱゾマツ林は羊蹄山(蝦夷富士)の西南麓にありて，函館本線狩太騨を去る東

約10kmの地軸¥'l:在り。本林は北海道臨地方林倶知安替林区署管内羊蹄山事業医第27，第30林班

に所属し，面積150陪に及び，傾斜平均グ内外の岩磯地に護達す。此尾根筋は羊蹄山噴火の際の

溶岩流地帯にして，一面の紫蘇輝石安山岩の大塊の集積し表土極めて少た(，厚き所と難も

14-18cmの落葉商植及聴器土に依り被覆古らるるに過ぎや。

本針葉樹林はアカエグマツとエゾマツとが高居林冠を形成し，之にトドマツを混十。故に

全腫より見れば既にアカヱゾマツ林よりエゾマツートドマツ林への更行を示すものの如し。而

して本4本には角若干のグケカンパ，ウグイカンパ， ミヅナラ，オヒョウ，アヅキナシ，シウ P

ザクラ，ヒロハノキハダ，ヱゾイタヤ，コむアプラ，センノキ， ミヅキ，アヲグモ等が混滑し

之等の落葉喬木の中，ダケカンパ最も多 Lo叉小喬木としてはオ L コ，シロザクラ，ナナカマ

ド，ヒロハツリパナ， クロツリパナ，メイグツカヘデ， ヲガラパナ等ありて，ヲガラパナ最も

多し。林内のj草木居にササ類君主きを特徴とし， 1.5m前後のムラサキヤシホツツジ，オホパスノ

キ，ヨエフラクツツジ多く，向エグイヌガヤ，ノ Fウツギ，ヱゾユヅリハ，ヒロハハナヒ1)./

キ，ヱゾクロウスゴ，オホカメノキ等るり。嬢瀧木としてはツルツグ，ツルシキミ，蔓草壁類と

してはツルアヂサキ，イハガラミ， ツタウルシ，ヤマーフゃグウ， ミヤママタダピ，マタタピ等る

り。向林内草本居にはさたの種類を生十。

クヂヤグシダ トラノヲシダ メシダ

リヤウメンシグシラネワラピ ミヤマベュシダ

ヲシグ

ジウモンジシダ ン

J

ア
一
フ

ノ

ギ

ヰ

ス
ソ

メ
ホ

ヒ

e

ミヤマワラピ

マンネンスギ

ホソノミノタウグシノミ ヒメイチグ コミヤマカタパミ

ミヤマスミレ. ミヤマタ=タデ ツルリングウ

エゾノヨツパムグラ等。

アカエゾマツの純度高き所に於ける該樹には樹齢250年を敷ふるものあり。アカヱゾマツ

は蹴ね胸高直径45-65cm，樹高20--35mの高唐木にして，之に少数のエゾマツを混じ， トドマ

ツは大低中居以下(樹高15m以下〉に存在す。潤葉樹としてはナナカマドの他極めて少(，しか
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も皆中居階以下に属す。小喬木としはヲガラパナ，メイグツカへデ多く，ヒロハツリパナ，グロ

ツリパナ等あり。濯木としてはムラサキヤシホツツジ，オホパスノキ， コエフラクツツ・ジ，エ

ゾイヌガヤ，オホカメノキあり。地床には蘇類多く，革本唐に於ては所によりマンネンスギ，

ホソパノタウヂシパ多く，又シラネワラピ，ヲシグも混生し，而して土地卒坦なれば特にシラ

ネワラピ多く出現す。鏡濯木としてはツルシキミ，ツルツグ釘り。蔓草類にはツタワルシ，ヤ

マプダウ等るりて殊に陽光の多く入射する所に多し。之を要するに本岩礁地系アカエゾマツ林

の典型的の林地にはササ類を扶如し， ムラサキヤシホツツジ，オホパスノキ，オホカメノキ，

コエフラクツツジ等を主とする樺木叢護達し，草本居所生の植物は少なし。

2~ 群落調査

本調査地は前記羊蹄山南麓虞狩別附近に有・在するアカエゾマツ多き針葉樹林を中心とせる

ものにして，此庭に帯蹴匡2(V. 1. a; V. 1. bJ ;線放医 (v.1.αV. 1. sJ;方形匡2(V. 

1. A; V. 1. sJを設定せり。 (V.1. aコ帯欣匡はアカエメマツの多き所に濯び， (V. 1. bコ帯

放医はアカエゾマツ，ェメマツ多き所の林木配分を知らむが矯 (V.1.αV. 1.の総統直は

夫々 (V.1. aコと (V.1. bコ帯状匿の長軸にとり下林床植物を調査せるものにピて，更にじV.

1. A)方形匡は (V.1. aJ帯欣匡中に於てアカエゾマツ特に多き所， (V. 1. sJ方形匡はじv.
1. bJ帯状匿にてアカエゾマツ，エゾマツ共に多き所に設置せり。

(V. 1. aJ (200 x 10) m2，'羊蹄山麓帯扶匡

本帯紙面は羊蹄山真狩別登山道路より倶知安昔林匡署地方林弟27，第30林班界林道に泊0.

西方80mの鮪を起黙とし，方位205
0

，本アカエゾマツ林中比較的アカエメマツの多き束斜面を尾

根筋に市ひ下って採れるものにして，調査地絡鮪を過ぎて下れば本アカエゾマツ林東縁に至り

ホホノキ， ミヅナラ，ダクカンパ等の滴葉樹林地帯となる。市して林床植物と林冠状態より本

帯状直を弐の如く4匿に分ち各匿に就きて調査をなせb。

i) o-55m; ii) 55-80m; iii) 80-155m; iv) 155-220m 

i) (O-55m)直

本匿に於ては針葉樹優勢に生育して金林木敢の約85%を占め林地を柏々密に欝閉す。即ち

ヱゾマツ，アカエゾマツ， トドマツの老大木は高居林を形成し，殊にアカエゾマツは直径30-

50cm，樹高20-26mI'L及ぶ大型木にて高層階の大部を占む。而して林内には之が後櫨樹として

のアカエゾマツは殆E無く唯僅かに一本の稚樹を見出せるに過ぎや。中屠階はx.yマツ， トド

マツ優勢にして特にトドマツ著しく，潤葉樹としてはナナカマドの小経木僅かに存する程度た

り。倫小喬木としてはヲガラパナ優勢にしてイハガラミ，ツタウルシ等の菱重類も少からす示。

今本直内の林木配分を表示すれば第73去の如し。



第73表 (v. 1. aJ帯欣匡 i)(ド55m林木配分表

直径階別配分表

(1部〉

;日立l333l オンコ 1;マ~\ ~ ~ ~'I ~ :1 ~ ~I~~-; I~-:Ii--~:I 計 | 
根稔樹 1 I 16 I 24 I 1 I 2 I 6 I -- I 2 I -- I 1 I 1 I 54 

室。--2 一一 1 一一一一一一一一 1

径 2-4 I - I - I 4 I 1 一一一|一一一-I 5 

一五 I--~ 1 ~6 1 29 1 2 I 2 1 6 1 0 1-2 1 ~ 1 1 1 ~1-6~ 
0-2  I - I - I 1 I ..... I 1 一一一一一-I 2 
2-4  I - I - I 5 一一一一一一一一 5

4-6 一一 11 I - I 1 I 1 I 1 一一一 1 I 15 

胸 6-8 I - I 1 I 4 I - I 3 一一一 1 一-I 9 
8-10 I - I 1 I 4 I - I 1 一一一一一-I 6 I 
14--16 I -- I 1 I 1 一一一一一一一-I 2 
16-18 I -1  1 I 1 一一一一一一一一 2

高 20-22 I - I 1 1. 1 一一 1 一一一一一 3

22-24 I -- I 2 I 2 一一一一一一一-I 4 
24--26 I - - I 2 一一一一一一一-I 2 
30-32 I 1 一一一一一 1 一一一一 2

直抱一34 I 1 一 一一一一一一一一一 1

34--36 I - 1 一一一一一一一一一 1

36-38 I 1 - I 1 一一一 1 一一一一 3

40-42 I - 1. 1 一一一一一一一一 1

筏 44--46 I 2 I一一一一一一一一一-I 2 
必-501l一一一一一一一一一一 1

64-66-i1  I -，一一一一一一一一 1

計 1 8 ¥ 9 ¥341016[213101110111 倒

?一ー計|竺割引1_--=-1_8|8131211l112J 124 l 

|下方種
阿階m、¥

稚

か-1 

1-2 

3-4 

4ー5 
5ー6 
6ー7 

lアカエ|エ
ゾマツマ

1 

一
一
一 一

1 

樹高階別配分表

ゾ l トド I~ y~ 1ナナ|エゾ|ホホ|シナ|…|アヲ!ミグ|ツマツオンコカマドイタヤノキノキザクラダ毛ナラ 計

6 1 - 1 2 I 54 

4 一 一 一 一 5 

8 1 一 一
6 一 1 一 一 一 7 

一 一 2 1 1 1 1 6 

8 1 一 一 一 9 

一 一 1 一 一 2 
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ii) (55-80m)匡

本匿に於ては針葉樹優勢にして全林木敷の67%を占め共欝閉は疎たり。アカエゾマFツは会

〈存在せや。高唐木としてのヱゾマツ， トドマツは本童文も極めて少なく，唯樹高1-2mの幼樹

が後櫨樹として優勢に繁生す。之に澗葉樹としてナナカマドを僅かに混請す。革本多し。今本

区内の林木配分を表示すれば第73表り如し。

第73表 (V. 1. a)帯紙直 ii)55-80m林木配分表

直径階別配分表
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階別配分表

樹首ι戸Jアカエ lzゾlト ド[ナナトシウリ lウタイ!ア ヲ|タゾマツ マ ツ マツ カマドザクラ カンパダモ ノ 計

稚 樹 l 7 16 11 2 1 1 38 

1-2 一 3 8 11 

の2-3 一 3 一 1 一 4 

6-7 1 1 一 一 一 2 

11-12 一 1 一 1 

12-13 一 1 1 2 一
21-22 ← 1 1 一 2 

22-23 1 一 1 

25-26 一 L 一 一 一 1 

lロL 7 21 22 8 1 1 I 1 I 1 62 

高樹

(80~155m) 冨

本直に於ては針葉樹優勢にして全林木裁の約70%を占め共欝閉は密主主り。アカエゾマツは

)
 
-
1
 
・1・1

上唐木として最も優勢，直径30ー75cm，樹高知一35mの大木多姐とにエゾマツ，トドマツ僅かに

ifi生F。中居階は大部分トドマツに依て占められ，潤葉樹とし ナナカマド，

ウリザクラ等混滑せり@林床には擢木類多くムラサキヤシホツシジ，オホパスノキ，

ツタウルシ等の蔓霊類絡み林床錯雑す。今本匡内の主要林木配分を

-V コシアプラ，

コエフラ

クツツジ等にイハガラミ，

表示すれば第73表。如し。

(v. 1. a)帯紙医 iii)80ー155m林木配分表

直径階別配分表

5 I 11 I 33 I 14 I 8 I 0 I 1 I 0 I 2 I 2 I 76 

計
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42F1333!こ3H51 オンコ 174;ぷ:収不~~\三戸
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樹高階別配分表
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(155ー200m)直
本直に於ては林木一般に疎開し，針葉樹は杢林木教の約50%を占め高居木をなすもの甚だ

少く疎立ししかも其大部はエグマツなり。中居階はトドマツ，ナナカマドにより占められ，濯

木居にはヲガラバナ，ムラサキシホツツジ等多く，叉材、床には潤葉樹の稚樹多し。之林床疎開

せる震に陽光の射入極めて大なるが故なり。今本匿内の林木配分を表示すれば第73表の如し。

第73表 (v. 1. aJ帯欣匡 iv)155-200m林木配分表

直径階別配分表

重点h1353lエゾマツ|トドマツ|オンコ|汁カマドi;日|
視|稚樹 1 6 19 12 4 

言。-2 一 3 1 4 1 一
筏 2-4 4 1 

1 9 24 17 5 

0..:..... 2 一 1 一 12 

胸
2-4 一 5 8 1 

4-6 2 一 1 

8-10 一 一 “ の

高 i
10-12 一 1 一
14-16 ‘ 一 2 1 

16-18 一 2 一
直 18-20 1 一
34-36 2 一

径
36-38 1 一
52-54 一 1 

62-64 1 一

a‘l 8 12 。 21 1 

計 3 17 36 17 26 1 

樹高階別配分表

市hl333|エゾマツ(トFマツlオンコ(…ド|;521
稚 1 6 19 12 4 

1-2 4 7 5 2 

2-3 一 3 5 

3-4 1 2 10 1 

4-5 1 1 一 5 一
6-7 一 1 一

7-8 一 一 1 一

8-9 一 1 一 一 一

計

42 

9 

5 

56 

13 

14 
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1 
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1 

1 

1 

44 

100 

言十

42 

18 

8 

14 

7 

1 

1 

1 
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樹高品??|予 33i エゾマツ|トドマツ(オンコ(…マドI~μ| 計

16-17 一 1 2 一 3 

18-19 一 1 1 

22-23 一 1 一 一 一 一 1 

25-26 1 1 一 一 2 

26-27 1 一 1 、

-ft- 17 36 17 26 土_.1100 

(v. 1. b) (395 x 10) m2羊蹄山麓帯欣医(第三十九園〉・

本調査地は仁a)帯}氏直起賭より280つをたし105mの地賭に交叉ナる本アカエゾマツ混生林D

縦断帯にて，アカエグマツは交叉地震占附近に於て最も優勢欝閉欣態良好~þ 。今本調査地に於

ける樹木に就き樹高，樹冠形成の欣態を闘示すれば第三十九園の如し。而して林床植物と林冠

欣態より本調査地を攻の6匿に分ち，各匿に就きて調査をなせり。

i) 0-64m; iir Mー 140m; iii) 14O-220m; iv} 22Q--264m; v) 264-ー.34Om;

vi) 34Q--395m 

第三十丸町 民狩gljアカエゾマツ林 (b)帯紙直椴圃

• 桑アカエゾマツ ネエゾマツ 喜トドマツ
i) (Q--64m)匝

本直に於ては針葉樹は全林木教の63%を占む。 (a)iii匿と共に最もアカ早ゾマツ多き地に

て直径26-74cm，樹高22-32mのアカエメマツの老大木にて高層林を形成す。調査地を設定せ

る附近は約 (64x85m)の面積に亙り岩石地アカエゾマツ林として最も疋常なる林相をたすも
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のと考察せらる。中居階には針葉樹としてトドマツ優勢，エゾマツは少し潤葉樹としてはナ

ナカマド多く，エグイタヤ，メイグツカヘデ之に次ぐ。濯木類としてはムラサキヤシホツツ

ジ，オホパスノキ，コヱフラクツツジ多く，1，ハガラミ，ツタウルシ等の蔓草類繁茂す。今本

医内の林木配分を表示せむに第74表ーi)の如し。

第7俵 (v. 1. b)帯朕直 i)か-64m林木配分表

直徳階別配分表

\弘日F2~rこ rI37217タcliへみれよ1;
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樹高階別配分表

記竺lmェ|エゾ[ト rlナヤゾ(メイ|コシ|ミネ¥;:1セ一ソマツマ ツマ ヅカマト.イ 9ヤゲカヘツヂ アア，フー カヘデダモノ キザクラ 計

稚 8 I - I 12 1 15 I 5 I - 1--1 - I -- i - 1 
0-2 一 10 1 1 

2-3 一 5 I -6 1 1 一
3-4 一 一 9 I 2 1 一 2 1 -- I 15 、
4-5 4 I -- 一 2 1 一切 一 -- I 7 

5-6 4 I 2 1 1 一 - I 8 

7-8 一 3 ! 2 一 1 6 

8-9 1 一 一 .-. I 1 

9-10 ‘“ ' -- I 2 

11-':'12 1 - I 1 

17-18 1 1 3 一 -- I 5 

19-20 一 1 一 一 - I 1 

22-23 3 一一 3 

23-24 1 一 一 一 一 -- I 1 

24--25 2 一 一 一 - I 2 

26-27 1 一 一 一
27-28 1 一一 一. 一 一 一
29-30 3 2 1 I ---31-32 3 一 一
32-33 1 

合 計 24 3 1 66 I 37 I 18 1 41.31 1 I 1 1160 I 

ii) (64-140m) if 

本匿に於ては高居木たる針葉樹茜だ疎生し中唐木たる潤葉樹も亦散生して少し。而して針

葉樹は全林木教の約40%を占む。濯木居は約1.5mの高さのオホカメノキ，ヲガラパナ等諒生す。

陽光の射入比較的多く，ツタウルシ，イハガラミ等の蔓草類之に絡み林床錯雑す。今本区内の

林木配分を表示せむに第74表ーii)の如し。

第74表 (v. 1. b)帯獣医 ii)6←140m林木配分表
直径階別配分表

1 噌
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~I…|エゾ|トド|ナナ l エゾ l アヲ|ゥ…ゾマツマツマツカマドイタヤダモカンパダ唱ノキノキ 計

0-2 一 1 3 9 2 一 2 1 23 

各-4 一 一 1 3 1 一 5 
胸
4-6 1 1 1 3 一 一 一
6--8 一 3 一 一 一 一 一 3 

高 16--18 一 1 1 一 一 2 

18-20 2 4 3 一 一 一 10 

20-22 1 一 一 ー 1 

直 22-24 1 2 一 2 一 6 

24-26 2 一 一 } 一 3 

26-28 一 1 ー 一 一 1 
径
28-30 2 I - 一 一 一 2 I 
30-32 1 一一 一一 一 1 

12 12 8 3 3 2 60 

計 6 36 4 3 2 

樹高階別配分表

‘ 
向日ァペエゾトドiナナ|一lアヲlウダイ[ヤチ|セゾマツマツマツカ"7r" イタヤダモカンパダ毛ノ ンiシナ|キノキ 計

稚 苗 1-I 16 1 1 

。-2 一 1 3 19 6 2 一 34 

2-3 一 1 7 1 一 9 

与-4 1 3 ' 一 一 一 ー 4 

4-.ー 5 3 一 3 

5-6 1 1 一 2 

7-8 一 3 3 

17-I8 一 1 一 一 1 一 2 

19-20 2 4 2 I 9 

21-22 1 1 2 

22-23 一 1 2 3 

23-24 1 2 3 

25-26 2 1 一 一 3 

27-28 1 一 一 一 1 

29-30 2 一 2 

31-32 1 一 一 1 

メ日L 6 12 36 4 2 

iii) (140-220m)匝

。本軍に於ては針葉樹は杢林木教の約55%を占めアカエグエツは少し。高居木としての針葉

樹は疎開し，ウグイカンパ，ミヅナラ，ナナカマド，ホホノキ等潤葉樹の大木も散生す。中居
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木及幼樹としてエゾママツ， トドマツ優勢なり。樫木類は高さ存]70cmにて，陽光D射入大なるも

ii匿に比し蔓去を類少〈林床錯離せや。今本医内0林木配分を表示せむに第74表ーiii)の如し。

第74表 CV. 1. bJ帯紙匡 iii)14←-220m林木配分表
直径階別配分表

¥樹 アゾ コエ l' 1"ユイナカ ホ 、司 ア 、、 -'、 dl ミザ オ

直弘? プF ドタマ 靖之 イン y 。 ヲ
ダ μ ウグ口町、、

11- ラ ヒカマ
ノ ゲノ ナ タ'

イパリラlJL
グF

ノ
ヤタ 計ーマ ーマ ヨ

エヅ ツ ツ|ゾヤナド キ・ ツキ フ 奇云 キ l〆 キ マラ ウ

根稚苗-1 2 110 1 10 ー l一一一 -1 3 一一一-1 3 I 1 1 1 1 1 1 31， 

侵2-4 一一一 11 11 -1 2 一一一一一一一一一一 -1 4 

計 I0 I 2110 111 I 6 1 01_ 3 i 0 I 0 i 41-0-1 -~ I ol ~ 1 3 I 1 I 1 I 1 142 
か-2 1 1 1 1 一 1 1 2 一 一一 8 
会-4 一一 4 2 11- 11- 一一 一一 一一 8 
4-6 一 2 一 一 一一 2 
6-8 一一 2 1 一 一一 s 

胸 8-10 21- 11-一 一一一一 一一 3 

10-12 1 11- 11- 一 一一 一 一 3 
12-14 1 ー 1・ー 21- 一 一一一 11-一一一 5 
14-16 11- 1 ー 11- 一 ー-.・ 一一一 一一 3 
16-18 一 2 1 ー 一一 一 一 3 

高 ]8-20 一 2 1 31- 一 11-一 一 T 
20-22 1 11- 一 一一一 一 2 

24-26 一 1 31- 11-一 一一一一一 5 
26-28 1 11-一 一一一 一一一 2 
28-30 1 2 11- 11- 一 一 一一一一一 5 

置 32-34 一 2 2 11- 一一一 一一 5 
34-36 11- 一 41- 11- 2 ー 一 一一 一 8 
36-38 11- 2 21- 一一一 ー一 一一 5 

Sふ-40一 一 11- 一 一一 一一 1 
40-42 一 1 21- { 11- 一 ー 一 4 

f翠 46ー・48 2 11- 一 1 ー 一一 一 4 

50-一石2 11- 一一 一 11- 一 一 2 

54-ー吾6 11- 一 一一一一一一一一 一 1 
60-62 1 → 一 一 一 1 

64-66 1 11- 一 { 一 2 

計 18( 7125 124110 I 6 1 0 I 21 21 ~ 1_3 t 1 I 2 1-II 0 1 0 I 0 1 0 1 92 
計 I 81 91ぉ同5116 I 6 131 2 i 21 51 31 112 J 1 I 31 ~ fl T ~ 134 
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樹高階別配分表

ト三夫
アゾ ト エイ メカ ア ウカ シザ!ヒツ ア タ ミザ オZ二 セ 、、、 、、‘ 

ゾ ド イ ユ〆 グ ヲ ロ リ カ 7 ヒ
カマ 』言 -マ ノ ゲ，、 ター

ターン ウク グ
タ'

ヤク
.可F .マ ノ ナ ノマ ノ ヨ

エツ ツ ツ ゾヤ ナドキ ツヂ キ フ モ イノマ Pラ ハナ キ モ キ マラ ウ

稚 首 I~I 21 山o 卜 1-1-1-1-1. 3 ト 1-1-1-1311111-~~;-1
か-2 一 6 4 7 1 1 1 一 2 1 2 一一
多-3 一一 1 1 -r 11- 一 一 一一 一一 虫|

3-4 一 11- 1 2 ー 一一一 一 一 4 

4-O 11- 2 一 一 一 一一一一 3 I 
6-7 ー 3 2 一 一 一一
7-8 11- 一一一一一一一 一一 一一 一 1 
9-10 一 11- 一 11-一一一一一一一一 一一 2 
11-12 21- 一 一 一 2 
13-14 一一一 1 '2 11-一 一 一 一 一 4 

14-15 11- 一一一一一一 一一一 11-一 ← 一 2 
16-17 一 1 2 1 11-一一 一 一 5 

17-18 11- 2 41- 11- 11- 一一一一一 9 
19-20 一 1 4 5 11- 一一 11- 一一一 12 

21-22 1 ー 3 5 一 一一 1 一一 一一一 10 
』

2各-23 1 1 2 一一 1 5 

23-24 2 2 21-一一一一一一 11- 一 一一 7 . 
24-25 一 1 ー『 一一 一一 11- 一 一一 一 2 
26-27 11- 一 一一一 一一 一一

. 
1 一 一

29-30 11-一一 一一 一 一一一一一 一 1 
3ト/号4 11- 一一一一一一 一 一 ャー 一一 1 

合 計 181 9135 Iぉ 116I 6 I 3 I 2 I 2 I 5 1 3 I 1 I 2 1 1 1 3 I 1 I 1 I 1 1134 
iv) (220-264m)匡

本医は梢々凹低地にして議潤の小揮をなす。林木は疎生し，針葉樹は金林木載の約40%を

占Ii:>， アカエゾマツとトドマツを主とし，エヅマツは少しトドマツ，ナナカマド，エゾイタヤ

等の幼樹多し。凹地の西方傾斜面には羊歯植物多く，叉ミヤママタタピ，ヤ?プグウ等蔓輩類

多し。東方傾斜面にはヲガラパナ，オホカメノキ，エゾイタヤ等密生し，之にヤマプダウ絡み

錯雑せる林叢を呈せり。今本帯放置内の林木配分を表示せむに第74表ーiv)の如し。
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第i4表 cv. 1. b)帯欣麗 iv}22(ト 264m林木担分表
直径階別配分表

見;L4アカエlエゾ|トド!ナナ|エゾlセンドナヶ|ミヤマ|ヤマドオゾマヅマツマツカマドイ~ヤノ キヨウカンパ'ノ"、キ:.-グノ、ナラ z剖tャ I 

稚 箇 I-I 2 I 13 I . 1 Iて I-I -I 2 I -I -I 1 I 19 I 
。-2 4 3 1 一 8 

2-4 1 4 ‘“ 、 一 1 8 ! 
胸
4--6 1 2 一 一 一 一 3 

8-10 2 1 一 1 一 1 5 

10-12 一 1 1 一 一 一 一 2 

高 16--18 1 一 一 一 一 1 I 

:!4-26 1 一 1 一 一 一 一 2 

30-32 一 1 1 一 一 一 一 2 

直 3忠一34 一 1 1 一 一 一 一 一 一 一 2 

36--38 1 → 一 一 1 

4ト-42 1 一 一 1 

42--44 s 一 一 s 
径
50-52 1 一 一 一 1 一 一-¥

60-62 1 一 一 1 I 

7 I 10 I 
計 4 ! 20 I 11 I 2 I 

樹高階別配分表

日玉川エゾ|干ヤ寸ゾ|センiオヒl-lミヤ下マミグ;;'マツマツマツ力マドイタヤノ キヨウカンノマ 4ノn・キ:.-グノ、ナラ 計|

稚 首 1-1 2 I 13 ¥ 1 1-1 -I -I 2 ¥ - I -¥ 
。-2 一 2 ! 4 2 一 1 一 一 9 I 

2-3 4 2 3 一一 1 一 10 I 

4--o 一 1 1 一 1 一
o-6 一 1 一 一 1 一 一 一 一
6-7 一 1 一 一 一 一 一
11-12 1 一 1 ー一 一 ー 一 2 I 

12.ー13 1 一 一 一 一
17-18 1 一 一 一 一 一 一 1 

18--20 1 1 1 一 一 一 一 一 一 8 

21-22 1 I 一 一 一 2 

22-23 Ii ー 一 一 一 一 一 一 1 

23-24 2 1 一 一 一 一 一 一 3 

24-25 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 

26-27 1 一 一 一 一 1 

合 4 I 20 I 11 I 
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v ) (264-340m)直

本医.に於ては針葉樹優勢に高居階を占め杢林木重量の約60%に営る。澗葉樹は殆ど未だ小喬

木型なるも本匿金蓄積の大部を占む。高唐木に見らるるものは殆どアカエメマツとエゾマツに

限lJ，之等は精々散生す。下生にトドマツの幼樹，ナナカマド，ェメイクヤ等多し。濯木類にはCa)

iii， CbJ i直と同様ムラサキヤシホツツジ，コエフラグツツジ，ヒロハハナヒHノキ等繁茂す。

今本区内の林木配分を表示せむに第74表-vJの如し。

第74表 (v. 1. b)帯欣直 v)26←340m林木配分表
直径階別配分表

置包之さ1333ト
まl稚酋l一 2 17 10 2 3 3 

直 0-2 一 一 5 4 1 一 一径

2 27 22 14 3 3 3 

. 
0-2 一 5 5 一 一 一 一
2-4 一 4 3 一 一 一 一
4-6 一 1 一 一 一 一 一
6-8 一 z 2 一 一 一 一胸
. 

8-10 一 一 2 一 一 一
10ー12 一 1 1 1 1 一 一
14-16 1 一 2 一 一 一
16-18 1 1 一 2 一 一 一 一

高 22-24 ー. 1 一 一 1 一 一
20-22 一 2 1 一 一 一 一
8←-86 1 一 一 一 一 一 一
36-38 1 一 一 ←巴. 一 一
置38-40 1 一 一 一 一 一 一
40-42 1 一， 一 一
42-44 一 1 一 一 一 一 一
46-48 一 1 も一 一 一 一 一
48-50 1 一 一 一 一 一 一 一

径 5ii一時52 2 1 一 一一
52-54 1 1 一 一 一 一
54-56 一 2 一 一 一 一 一
64-66 1 一 一 一 一 一 一
/1、 10 12 16 15 1 1 。 。
計 10 14 43 37 15 4 3 3 

計

一 64 

一 10 

。 74 

10 

一 7 

一 1 

一 4 

一 2 

一 4 

一 3 

一 4 

一 2 

一 3 

1 

1 2 

一 I 

一 1 

一
一 1 

一 I 

3 

2 

2 

一 1 

1 56 

1 
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樹高階別配分表

点品長品王，~Jt宍冗州i公計|ト…ゾ内マザツ|卜ト川山…叶."""7什…叶マず刊叶、ツイyイ山| 計

稚 2 27 17 10 2 3 3 M 

。-2 一 一 9 8 2 1 一 一 一 20 

2-3 一 一 一 3 2 一 一 一 5 

3--4 一 2 2 ー司.. 1 一 一 一 5 

4-5 一 一 1 1 一 一 一 一 一 2 

5-6 一 2 一 一 一 一 2 

6-7 一 1 ‘2・ 一 一 一 一 一 3 

'7-8 1 一 一 1 一 一 一 一 一 ‘2 
9-10 一 1 一 一 1 一 一 一 一 2 

11-12 一 2 2 一 一 一 一 4 

14-15 1 一 1 一 一 一 一 一 2 

16-17 一 一 一 1 一 一 一 一 1 

17-18 一 1 ‘ 一 一 一 一 一 1 

1~-20 1 一 一 一 • 一 一 1 

21-22 1 一 一 一 一 一 一 一 一 1 

22-23 一 4 一 一 一 一 4 

23-24 3 一 一 一 一 一 一 一 一 3 

24-25 一 1 一 一 一 .一 一 1 . 
25-26 一 一 一 一 一 一 1 I 

26-27 2 1 一 ← 一 一 一 一 3 

29-30 1 1 一 一 一 一 一 2 

34← 35 1 一 一 一 一 一 一 I 

合 計 l10 14 43 37 15 4 3 8 1 

vi). (34o-395m)直

本置は上越の v匿と時々同様なる林況をと呈するもエゾマツ多く，林冠。欝関比較的に筏に

して潤葉樹エゾイタヤ，ナナカマドの混靖度大たり。欝聞大なる詩林床植物の教は少し。此の

直をと出やれば本調査地I'L於てアカヱゾマツほ全然出現せや。林床にはクマイザサ優占種とな

る。今本匡内の林木配分を表示せむに第74表，-vi)V如し。

第74表 Cv. 1. bJ帯紙匡 vi)3却-395m林木配分表

liK字よ到3331=

iM引
直径階別配分表

iliii272l74竺1;
~ If l J l:|二l

zr~ ヰゴiz;i 計

U二|ご lf I2 
:J0I 0 I三上空
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器具(アカエlエゾl-lナナドヤダイ|シナ|セン|ミグl-|ゾマツマツマヅカマドイタヤカンパノキノキナラョゥ 計

2-41 - 1 - 1 2 1 8 1 2 一一一「ー 12

4-6 一 1 1 2 

6-8 3 3 一 6 
腕
8-10 一 2 2 一 一 一 一 一 4 

10-12 一 1 1 1 2 一 一 一 一 5 

12ー14 1 一 一 1 

16-18 I 1 一 一 一 3 

18-20 一 1 一 一 一 1 
高
22ー24 一 1 一 一 一 一 一 1 

24-26 一 一 一 一 1 一 一 一 1 

26-28 2 一 1 一 一 一 一 一 s 
28-30 2 一 一 一 一 一 一 2 

30-32 一 3 一 一 一 一 s 直
3岳ー36 !l 1 一 一 一 1 '4 

36-38 一 1 一 一 一 一 一 1 

38--40 ， 1 一 一 一 一 一 1 

40-42 1 一 一 一 -・ p
1 2 

4:l--44 一 1 一 • 1 一 一 一 2 
鐙
4ふ-48 1 一 一 一 一 一 1 

48-50 一 1 1 

2 一 一 一 2 

54-56 1 一 一一 一 1 

計( 8 19 9 2 1 

計 9 I 20 I 30 I 3り 11 I 2 ~_~ 1_ 1 J 2 I 112 
樹高階別配分表

4~Iアカエドゾ|トド l ナナ|エゾ i ウダイ l シナドゾマヅマツマツカマドイタヤカンノマノキノ ン|ミグiオヒ|キナラョウ 計

稚 1 15 1 -1-1 
。-2 一 一 6 14 4 一 一 一 一 一 24 

2-3 一 一 3 5 一
， 

8 I 一 一 一
3-4 一 1 7 1 一 ーー、 一 一
4-5 一 1 、 2 s 一 一 一 一 一 一 6 I 
5-6 一 2 一 一 “ 。 一 一 一 一 4 

6-7 1 一 一 一 一 ~ 一 一
7-8 一 1 一 一 一 一 一 ー

8-9 一 2 一 一 一 一 一 一 一 一 2 I 
9-10 一 2 1 一 1 一 一 一 一 4 

11-12 一 1 一 一 一 一 一 一 1 I 
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唱

A
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0

flk干JiltJci;出
~..I 二 1.= 

~I ょ flZ;| 計

1 "ー
1 

2 

一1

一
一
一
一
一
一
一
一
一

セ

ノ

一

ナ

キ

↑

一
一
一
一
一
2

1 

2 

1 

1 1 

a
品
冨
角
。
，
A

o

a

。0
0

0

τ

i

1 

24-25 

27-28 

2 

1 

合 計( 9 I 20 I 30 I 3生 I11 I 
2 1 

(V.1.α〕羊蹄山麓 (V.1. a)帯紙匡林床植物

仁VI.1.心帯朕直の長軸上に更に線状匿を設け，林地区分と封臆して4匿に分割し，各々

、

I'C就て林床植物を敢量的に記録し，以て群落の構成を調査せり。

i1~. ヲガラパナ最も優勢にしてイハガラミ，ツタウルシ， ミヤずマタタピ等蓮華類多

<.草本にはホソパノタウグシパ， ミヤマスミレ， ミヤマワラビ等生歩。

ii匿. 濯木類少<.蓮華類としてはイハガラミ僅かに生やるのみ。され左上居木疎開せ

る矯，草本屠甚だ護育盛にしてミヤマワラピ，シラネワラピ， ミヤマスミレ，コミヤマjJタパ

ミ，オホパョツパムグラ等多し。

iiiW.. イハガラミ，ツタウルシ等蔓童類最も多く，潅木類之に弐ぐ。特に注意すべきは

高唐木アカエゾマツの増加と共にムラサキヤシホツツジ，オホパスノキ， ゴエフラクツツジ0

繁茂せる事なり。

iv直. ヲガラパナ，ムラサキヤシホツツジ等の濯木類最も盛に繁茂し，之等は約1.5-ー.2.0

mの高さを占む。草本の種類は少きも潤葉樹の稚樹多し。林床植物を総括するに第75表の如し。

第7h表 (V.1.α〉羊蹄山 (V.1. a)帯朕匪林床植物一覧表

i匡 (O-55m);ii医く5ふ-80m);iii医く8かー155m);ivlfi. (155ー却Om).

ミ櫨ミ世¥~¥一絢よ」一~¥ー一4陵~=~院~二三占?名~ 一 E 

足度iz程度|鏡度'[1被度|媛よ(種皮頻度|被皮
ヲ ヵ- ラ ノマ ナ 4 2 s 2 8 1 4 3 

司.

イ ノ、 ヵ- ラ 、、、 4 1 3 1 4 1 3 1 

ツ ~ ウ ，，- 手/ 3 1 2 1 5 1 一 一

ツ '" シ キ
、、、 s 1 2 1 2 1 2 1 

ノ F ノ キ 3 1 2 1 1 1 一 一

ツ ノレ ツ ゲ 2 1 4 1 4 1 3 1 

ハヒイヌツゲ 2 1 一 一 1 1 一 一
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7F至~ι 1 11 III iv 

頻度!被皮 領皮!被度 媛度|稜度

ミヤママタタピ 2 1 2 1 2 1 2 1 

エゾイ z ヵ・ャ 2 1 一 一 2 1 一 一
ホアパノタ.ウゲシバ 2 1 2 1 3 1 3 1 

ミヤマスミレ 2 1 3 . 1 1 1 一 一
オホカメノキ 2 1 一 一 1 1 2 1 

ミヤ"v 'j1ラピ 2 1 3 1 2 1 3 ~ 
ヒロハツ Pパナ 2 1、 3 1 2 1 一 一
ヤ ーマ 7. ダ' ウ 2 1 一 一 1 1 一
オホパスノキ 2 1 3 1 2 1 1 

、， 1 

コエ 7 ラタツツジ 2 1 ，.2.< 1 2 1 2 1 

シラネ ワラピ 1 1 3 1 3 1 2 1 

エゾクロウスゴ 1 1 1 1 1 1 一 一
ア シ ダ 1 1 2 1 1 1 一 一
エゾュ 7' 1)ノ、 1 1 一 一 一 一
ツルアヂサヰ 1 1 一 ー 一 一 一
ムラサキヤシホツツジ 1 1 一 3 I 3 1 

トラノチ シ!J" 1 1 一 1 1 一 一
ヒロハハナヒリノキ 1 1 一 1 1 2 1 

ヒ メ イ チ!ゲ 1， 1 2 1 1 1 一
ヤ .マ ウ JI- v 1 1 一 一 1 1 一 一
ヒメ ジョヲン 1 1 1 1 一 一 一
ミヤマタ品タデ 1 1 1 1 1 1 一 一
コミヤマカタバミ 1 1 s 1 2 1 一 一
ヒメ スギヲン 1 1 一 一
エゾョツノマムグラ 一 一 8 1 一 一
"? !l !l ヒ. 一 一 1 1 一 一
暗ミ y ヰ ノ フー岬ー 一 一 1 1 一 一 一 一
メ 己〆 タ事 一 1 1 1 1 一 一
Pヤウメンシグ 一 1 1 1 1 一 一
マンネンスギ 一 一 一 1 1 2 1 

ク ザ ソ テ ツ 一 一 一 一 1 1 一
ホザキナナカプ V 一 一 一 1 1 一
.x. ゾ イ テ ~ 守 一 一 一 1 1 

エゾーノ、トコ 一 一 一 一 1 1 • 一
ト Pアシショウマ 一 一 一 一 1 1 一 一
ミヤマベュシグ 一 一 一 一 1 1 一 一
クジャク シタ' 一 一 一 一 1 1 一

• 
(V.1.の羊蹄山麓ev.1. bJ帯紙直林床経物

r.VI. 1. bJ帯欣直の長軸上に更に線鉄匿を設け，林床植物を数量的に記録し，且林地区分

と封醸して6匿に分割し，各々に就て以て群落の構成を調査せり。
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i lir五. ツルツダ，エゾイヌガヤ，ムラサキヤシホツザジ，オホパスノキ等擾勢にして，

ツタウルシ，イハガラミ等菱重類も多く， m匿と同様なる林床を呈す。
ii直. ツタウルシ，イハガラミ等蓮華類最も多く，オホカメノキ，ヲガラパナ等之に攻

ぎ，之等瀧木類、にミヤママタタビ，ヤマプグウ絡み錯雑せる林床を呈し，草本の種類は少し。

iiillf. オホカメノキ，ヱゾイヌガヤ，ツルシキミ等瀧木最も盛に生やるも匙絞的密生せ

?夕、。蔓草類多く叉革本屠には羊歯植物類甚だ多し。

'Iv直. 本匿金睦としてはイハガラミ，ツタウルシ，ミヤママタタピ等の蔓草類最も多し。

低凹i良性の酉斜面にてはミヤママググピ，ヤマプダウ及シグ類多し。東斜面にてはヲガラパナ，

ヱゾイヌガャ，オホカメノキ等多く，之等濯木にヤマブグウ絡み錯雑せる林床を呈ナロ

v直. イハガラミ， ミヤママタタピ，ツタウルシ等蔓草類最も多<.ヲガラパナ，コエ

フラツツジ，ノリノキ等濯木類之に次ぎ， ミヤマワラビ，シラネワラピ，ミヤマスミレ等著し。

VI匡. 本医は前v匿と略々相等しき林床欣態なり。濯木類としてはコエフラクツツジ，

ヲガラバナ，ノリノキ，オホカメノキ等生じ，蔓重類とじてはイハガラミ，ツタウルシ，ミヤマ

マタタピ等の頻度大なり。草本居は種類多きも被度著しく減少す。

第76表 (V. 1. s)羊蹄山 (V.1. b)帯放置林床植物一覧表

i~ (0-64m); ii直 (64-140m);iii匡(14ト 220m);iv匡(22ト 264m);V直 (264-340m); 

vi医(34o-394m).

、¥櫨¥ご¥一吋よ一問一一一4R~)牛度-陣-t11E~4民
lV V Vl 

領度|被度頻度|被度i頻度|被度 頻度|被度額度|被度 媛度i被度
ツ ノレ て7 ゲ 4 1 の.. 1 の.. 1 2 1 一 一 1 1 

ツ タ ウ ¥ ノレ シ 4 2 5 2 5 2 3 1 3 1 s 1 
イ ノ、 ヵ- フ 、、、 4 1 5 1 4 1 4 1 5 1 4 1 

エゾイ 1 ・ヵ・l' 3 1 3 1 3 1 2 1 1 1 一

ムラサキヤシホツツジ 3 2 一 一 1 1 1 1 1 、A， 2 1 

オホノマスノキ 2 1 1 1 . 1 1 一 一 1 1 1 1 

ツ Fレ シ キ 、、、 2 1 4 1 2 1 3 1 1 1 一

ミヤママ~ ~ピ 2 1 2 1 1 1 s 1 s 1 2 1 
ヒロハハナヒ Pノキ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 一 一

ノ p ノ キ 2 1 2 1 2 1 3 1 2 1 3 1 

コミヤ司カ~パミ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 

ヲ ヵ- ラ ノマ ナ 2 1 ‘2 1 1 1 1 1 5 2 3 1 

オホカメノキ 2 1 4 2 5 2 4 3 1 1 2 1 

T ンネン スギ 2 1 1 1 1 1 」 一 一 一 一
f 

ミヤマ ワフピ 1 1 1 1 2 1 1 ・ 3 1 1 1 

* ノ、ヒイヌツゲ 1 1 1 1 1 1 一 一 1 1 1 1 

ミヤマスミレ 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 

コエ 7 ラクツ?ジ 1 1 1 1 1 1 1 2 1 4 1 

シラネ ワ .7 ピ 1 1 2 1 1 2 1 2 ，1 2 1 



、
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I~ 
v vi 

領度!被度額皮|被度額度!被度額度!被皮 腕!被皮 頻度!被度

ヒロノ、ツリノマブー 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 一 2 1 

ヤ 司事F プ タ' ウ 1 1 2 1 一 2 2 1 1 1 1 

ヲ v タ' 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 . 
エゾクロウスゴ 1 1 1 1 1 1 一 一 1 1 .1 1 

P ヤウメンシタ・ 1 1 1 1 一 一 一 1 

メ シ ダ 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 

ミヤマタュタデ 1 1 一 一 1 1 一
ヒメ スギラン 1 1 一 一 1 1 1 1 1 

トラノヲ シダ 1 1- 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

クヂヤタ シ!J." 1 1 一 一 1 1 1 1 1 1 一 一
ホソノずノタウグシノマ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 

エゾョツノマムグラ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 。“ 1 
ヒ メ イ テ ゲ 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 

ジウモンジシダ 一 一 2 1 1 1 1 1 1 1 一
ヨユ ゾ イ ポ ~ 一 1 1 一 一 一
ヤ 『ヨP ウ λ， シ 一 1 1 1 1 1 1 1 1 

エンレイサウ 1 1 一 -ー 1 .. 1 1 1 

ク .マ イ 手 サ 1 1 I 1 1 1 

ヒメ ジョヲン 1 1 一 1 1 1 1 

エゾユ y' 1) -'、 一 1 1 一
Z〆 Z〆 カ' シ ラ 1. 1 1 1 一
ミヤマペェシダ 1 1 

クルマパvクバネサウ 一 1 1 一
3二 ゾ てず よ1. 、、、 一 一 1 1 1 1 

ク サ ソ ア ツ 一 1 1 

ヤマイヌワラピ 一 1 1 1 

::z ーマ ぷ1. 、、司 一 一 一 1 1 

タ ラ ノ キ 1 1 一
ョツノマヒヨド1).Aナ ..:.:.... 一 1 1 1 1 一
グタ ヤタシユ 1 1 一
イヌ カ'ン Y ク 一 一 一 1 1 一
靖之 、ソ ヰ ノ フ，局ー 1 1 

エゾユハトコ 一 1 1 

ツルアヂサヰ 一 1 1 

ヨプスマサウ 一 1 1 一 一
コター ワタ P 一 一 一 1 1 一

(v. 1. A) (20m)2羊蹄山麓方形匡

本方形匡は (V.1. a)に於て最もアカエゾマツ多き iii直に設定せり。羊歯類優勢たる揮泊

の急斜地にして，アカエゾマツは既に老期に達し林冠は著しく開疎す。

高居木は殆Eアカエゾマツにして，胸高直径45-65cm，樹高24-32mの老大木散生す。中
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唐木を昧き，下唐木として生やるトドマツ3 エゾマ 'Y，オンコは総て2m以下の幼樹なり。針葉

樹は全林木の約75%を占め，澗葉樹は少くナナカマドの他鬼るべきものなし。

濯木屠にはヲガラバナ最も多く，ムラサキヤシホツツジ，クロツ Pパナ，ヒロハハナヒリ

ノキ等も此疎開せる林下には良く繁茂し，之にヤマプダウ，イハガヲミ，ツタウルシ等絡み地

床を欝閉する所大たり。草本居には羊歯類優勢にして岩石，粗腐植土上にはマンネンスギ，片

ソパノタウゲシバ，蘇類厚く密生し，其の土居にシラネワラピ比較的優勢にして，ヲシグ，ホ

ソヰノデ， ミヤマワラピ. コミヤマカタパミ，オホパヨツパムグラ， ミヤマスミレ，ツ)¥..リン

グウ等生や。

之を要するに火山噴出熔岩流に生ぜる本アカエゾマツ林は，既に老齢に建L;林冠著しく疎

開して林内に菱重i僚物D絡著ナる濯木繁茂し，更に共欝閉せる草本居に羊菌類，地床に蘇類を

多く生じたり。今本方形E王の林水配分を表示せむに第77表の如し。

第77表(i) CV. 1. AJ羊蹄山麓方形直直径階別配分表

叫??l-lエソlト ドlオンコ|ナナlアグキトグキゾマツマヅ?ツ カマドナシ ノキ 計

6 8 7 一 22 

1-2 ー 1 2 2 1 6 

7 10 9 1 n 。 事。 28 

一 1 1 一 2 
胸 5-10 一 一 2 1 1 4 

高 1仏ー15 一 一 3 一 3 

20-25 一 1 一 1 

直 45← 50 1 一 一 1 
、a

径
50-55 3 一 3 

60-65 
t 
1 一 ， 1 

4 。“ 。 o 6 1 。 。 15 

合 計| 5 9 10 ト9 I I 1 I、。 1 43 

第77表(ii) CV. 1. AJ羊蹄山麓方形直樹高階別配分表

l吾、樹種|アカエ|エゾ!ト ド|オンコ
階m ¥一一、 y・7ツマツマツ ナ《|アグキ I• ~~ Iホホ|カマドナ ミグキ 計

0-0.5 1 5 7 3 一 16 

0.5-2.0 一 2 8 6 11 

1 7 10 。 。 。 。 27 

2-4 2 1 一 3 

4-6 一 ← 1 1 一 2 

ら-8 一 一 一 1 1 

8-10 一 一 2 一 一 一 2 

10-12 ← 2 一 一 2 

12-14 一 1 一 一 一 一 一 一 1 
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トJ種(hf|: 51オンコ1;;ょ1731ミグキ I~ : I 計

30-32 1 

胃
i

o

h

M

τ

A

合 9 I 10 I 

。o
q

d

唱

i

a

令

噌

i

1

i

計

計

4 

(V. 1. BJ (20m)宮羊蹄山麓方形区

本方形直の林地は (V.1. bJに於てi匿に設定せり。高唐木としてはアカエゾマツ，ヱグ

マツの老大木，中唐木としてはトドマツ多く，之に僅少なる潤葉樹を混ぜり。故に林地全般に

亙り針葉樹甚だ優勢にして杢林木監の約85%を占め，潤葉樹はナナカマド，ホホノキ，メイヂ

ツカヘデ雪:僅かに混滑するのみ。本林の欝聞は中庸なるが故に上越の (V.1. AJ方形医jC.比す

れば瀧木にはヲガラバナ，ムラサキヤシホツツジ優勢に繁茂す。 Lかれども (V.1. AJ方形直

に及ぼや。叉部分的にヤマプグウ繁茂する黙が顕著tJ:!J。革本居にはシラネワラピ優勢にして

ヲシダ，マンネンスギ之に次ぎ，地衣類は見出し得十。林内の倒木上にヱゾ可ツの良好君主る更

新を見る。此事は上記 (V.1. AJ方形匿に於て倒木多きも，之を蘇苔類が被覆する需に更新不

可能なると比較し興味多し。之を要するに本林は火山噴出熔岩流化生ぜるアカエゾマツ林にし

て，中居にトドマツ及び、僅少なる潤葉樹，下屠に濯木及び僅少なる草本屠植物をに有す。今本

方形匿の林木配分を表示せむに第78去の如し。

第78表 (i) (V. 1. BJ羊蹄山麓方形直直径階別配分表

直径階¥戸イ¥担哩 1アゾ マ均 エツ 1"'"ー Jノー屯吋〆 1 } 刊r ー屯ッ I ナカ マ ブド 1m山 ，j リF 寸 I カメイヘゲデツ I 計

。-1 11 23 一 一 34 

1-2 3 4 2 一 9 

。 14 27 2 。 。 43 

0-5 7 一 1 8 

胸 5-10 10 一 一 6 16 

高
10-15 4 I 5 

15-20 2 一 1 3 

直 25-30 1 2 一 一 3 

径
30-35 1 一 一 1 

35-40 1 1 
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ド住戸cf戸1333iエゾマツトドマツlzTZimノキlfzi計
胸 45-50 1 一 一 一

、、
1 

高 50-55 2 一 一 2 

直 55-60 1 一 1 

径 65-70 2 一 一 一 一 2 

5 6 23 。 三 7 43 

合 5 \~201 50 2 2 7 86 

第78表 (ii) (V. 1. B)羊蹄山麓方形直樹高階別配分表

…1;マ予|ーノキlL3i

20--22 1 ー l 一

三;lJlllilll i 
i小計 I 5 I 6 I 16 I 2 I 2 

合計 I 5 I 20 50 I 2 I 2 

方形直林床植物

(V. 1. A)， (V. 1. B)方形直中に各々二筒白小方形匿を設定し共林内D稚首，諜木，草

匝EI313|…l
‘ Oふー2.0 1 

14 

2-4 

4-6 

6-8 

10--J2 

12-14 

23 

11 

34 。
7 2 

1 

~! I 2 1 

本，蔓童類の量を調査せる結果は第79表の如し。

。
4 

z 

計

36 

12 

48 

。dw
d宝

"
'
o
h
-
y
i
q
o

胃
A

噌

i

I 

4 

2 
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第79表 。T.1. A)方形匿林床植物
(lm)2 (5m)2 

植 物 s 本 重t 被 物 名 本 設

ト ド 1 2 

:t!. ゾイ ヌ カ・ヤ 2 ェゾ=ハトコ 1 

オホカ メ ノ キ 2 
ヒロハツ P パナ ，1 

ク .， ツ 明 パナ 1 
ヒロハノ、ナ牢 Pノキ 2 / 

ヒロ戸戸ナヒ Fノキ 1 

ヲ ヵ- プ -'、， ナ 1 ノ 甲 ノ キ s 
ムラサキヤシホツツジ l 1 ク ロ ウ ス コ、， 1 

イ ，、 方P ラ 1 :t!. ゾイ 買 ガヤ 2 

ダ ウ 1 
ミヤkママタタピ 7 

ツ JI- シ

ヲ カ' ラ ノ、令 ナ 16 
.-:; ノ1- ヅ ゲ 1 

ヤ -マ ウ JI- 争〆 1 

シラ 本 F ラ ピ 1 ツ Fレ ツ ゲ 1 

‘ . ‘ T '? :V ア ピ 1 ヅ 1" シ キ 、、、 3 

コミヤマカ~ノマミ 1 ヲ シ ダ 4 

ホソノマノタウゲシノマ 1 
シラ 宇 ワ フ ピ 1 

ヤ 「ず 7' タ* ウ 1 
エゾヨツノマムグラ 1 

11' 1 p、 ラ 、、、

、、 ヤマス 、、司 L〆 1 、、、 ヤマ F ラ ピ 1 

ハクモウヰノヂ 1 

ウチハマンネンスギ 1 

ホソノマノタウゲシノマ 1 
F 

第79表 (V. 1. B)方形直林床植物

(1111)2 (lm)2 

植 418 名 本 重t 植 物 名 本 設

ヲ カ。 ラ ノ、. ナ 2 ヲ
/ 

方「 ラ ノマ ナ 3 

ムラサキヤシホツツジ 2 
ニ巳 ゾイ ヌ 2ゲヤ 1 

オホノマスソ キ 1 
b ロノ、戸ナ b 1)ノキ 1 

.:r. ゾイ ヌ ガヤ 1 

ノ、 b イ ヌ ツゲ 1 
1 

イ ノ、 ヵ- ラ 、、、 3 イ p、 ヵ・ラ ミ 3 

ツ ル シ キ 、、、 1 
~ツへん ツ ゲ 1 

ツ JI- ツ 。f 1 

ホソノマノダウゲシノマ 1 
シラネ F ラピ 5 

.マ ンネンスギ 4 マンネンスギ 1 

羊蹄山麓岩喋地菜アカエゾマツ林樺掠

羊蹄山南麓に生歩るアカエゾマツは，紫蘇輝石安山岩上rc護逮せる針葉樹優勢の針潤混滑
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林中に於て，アカエゾマツは高唐木としてエゾマツと共に柏々疎生し，共林床には多数の濯木

を生じ，アカェグマツ林としては特殊なる森林を構成す。

現在林況lA調査結果上り見るに本アカエゾマツ林は，既に熟期を過ぎし老齢林の観を呈す。

却ちアカエゾマツは部分;'1りiこ向優勢なる部分を除けば一般には散生哨に存在し，到る所に其風

倒木を見得ぺし。又間々1昔、樹fFずるも優勢後権樹たる能はや，エゾマツにつぎトドマツ或はi関

葉樹類の侵入により自然主主長ずるの状態にあり。此事賞はアカエゾマツ混生林を縦断せる帯扶

匿に於ける林木の直径及M;r吉i階別配分去により明かなり。即、ち本林の高唐木としてはアカエゾ

マツが最も優勢にして，ヱゾマツと共に高居林冠を形成す。然るに中唐木及下居木としては殆

どアカエゾマツを訣き，多止のトドマツ及エゾマツの外に， ~情葉樹としてナナカマドとヱゾイ

ダヤ極めて多く，其他の各種\l~l葉樹類、をも見る。

新る構成JU;:態より按歩るに， アカエゾマツはトドマツ及澗葉樹鐙侵-入κ先立ちて既に熔岩

地帯に殆さ一斉に護生せるものの却し。而して岩礁の風化促進に伴'(，l林床草本の繁生を促し，

漸く南値堆積して，共結果漸次ヱゾマツにつぎトドマツ及潤葉樹類の侵入する所となれり。さ

れど材質椴斡にして生長波没なるアカエゾマツは，依諜として存績し;好く今日に及べるものな

り。現在アカエゾマツの優勢なる後櫨樹を見ざるは，林内環境が既にアカヱゾマツ林の更行に

過賞ならざるが故なり。依りて此地に於てアカエゾマツの旺盛に設生せる営時の環境を推祭せ

むに，現在岩沈表面を覆ふ極めて・渇き粗寓植土はアカエゾマツ群落護遼後に形成せられしもの

にして，アカエゾマツ護生せし営初には岩礁を露出し且地形南向せるが故に，日光直射を受け，

表土は苦しく乾燥せる地主主りし事提を入れや。斬る地にアカヱゾマツの敢て費生ずるに至りし

所以は共耐乾性の大なるに因るものと思はる。而して之等の祐苦が岩牒塊の孔院に先づ護育せ

る事は現在アカエゾマツの根部が総て岩塊間際中~存し，共の密生せる所は間際多く，之に反

し疎立せる所はおーlえ悶る大にして間隙少き事賢より推知するに難からや。

忠、ふにアカヱゾマツはトドマツと異たり，陽光強き棟地に於て旺Eをたる叢生を議げ，育地

の乾燥に耐、て成材、するに至れるものの如く，他樹種優勢ならぎる高燥地に群落を構成せり。斯

くアカエゾマツは乾燥にl前へ得る樹21:"主りと離も，甚だ浅侠位なるが故に深き地下水分配利用

する事能はや。恐らく夏季に於ける頻壊なる降雨と大気の漁度とが護育に輿りし所大なりしも

のの如し。向本林の岩塊間際にJJ現在に於ても全く笹類，革本を生ぜ夕、，僅かに蘇類の存する
事は，之等D岩礁孔隙b~土壌水分を調節し，アカエゾマツの生育に極めて重要なる働をなせる

ものと考察せらる。

要するに本調査は，紫蘇1町石安山岩の岩塊地森林に依り，アカエグマツが高燥及低操の雨

極端j地に耐へ得る性大なる事を詮明せるものなり O

II. 北昆園奥生田原アカエゾマツ林

奥生国原アカヱゾマツ林は北見閤上生田原の奥地に位し，i勇別川支流生田原上流(北海道

癖園有林野上事業匡〉に酷在す。而して共代表的たるものは同事業直第49，第50林班に見らる。

、
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本林は生田原川の上流に位置し，高距700........ 800m，岩蝶(主として輝石安山岩〉多き傾斜地に

在りて表土居は薄し。本林下には蘇類多き所あるも，叉ゴンヂンスグ多き地あり。或はエグシ

ヤクナダ， コヱフラクタツジ等濯1;:の生十る所もありて一様ならや。殊に林床にネマガリザサ

優勢なる所に於ては既にトドマツの著しき混生を見るべし。

アヵェメマツ林下に蘇煩多き所は殆ど皆アカエゾマツの純林にして何れも比較的初期相を

示す。斯かる森林の林床には蘇類に混じてスギカヅラ'.'7シネンスギ，ヒカグノガヅラ(少)，

アスヒカヅラ〈少)等の石松類，ジンヱフイチヤクサウ，ヤマイチヤクサウ等Dイチヤクサウ類

多し小濯木としては樹冠亘下に少Jvツグ著し。向部分的にヒカダノカツラ及ツルツダ多き所

るり。又濯木としてエグシヤクナダ，オホパスノキ，コエフラクツツジ散生し，時にアカミノ

イヌツグを生十。此の外林床κ生歩、る植物として弐の種類を見る。

シノプカグマ

コキン~~イ

マヒヅルサウ

ミヤマハンシヤワヅル(少〉 ミツパワウレン

コミヤマカタバミ ゴゼンタチバナ

ツバメオモト(少〉等。

アカエゾマツ林の林床にゴンダンスグの多く生歩、る林地を，前記アカエyマツー蘇類群に

共ぎ此岩疎地に多く見る。斯かる地には屡々トドマツを混生するも共混靖度は部分に依り異

る。小喬木としてはヒロハツリパナ，濯木としてはエゾシヤクナグ，11、瀧木としてはツルツヂ

bり。共他林床に生やる植物として弐の種類あるも裁量は少し。

シラネワラピ(少〕

ホソ..，~)タウグシノミ

コキンノ〈イ

ヤマイチヤクサウ

シノプカグマ

ヒメイチグ

ミヤマスミレ

ケマヒヅルサウ

ヒタグノカヅラ

マルバチヤル;l.)!.-サウ

ジンエフイチヤクサ1)

7 ヒヅルサウ等。

更にアカエグマツ林に於てヱゾシヤクナグ， コエフラクツツジ等多き濯木居の護建せる林

地は岩礁地系アカヱブマツ林の特徴るるー型なり。樹高25-30m，胸高直径5O~70cmに及ぶア

カヱメマツは疎立して高唐木を形成し，林内には謹本としてヱグシヤクナヂ，コエフラグツツジ

多く，又屡々オホパスノキ，エグムラサキツツジ，オホカメノキa::生じ時にエゾシヤグナグ

のみ多き事ibT。向北見地方の山岳地帯に見る本型の群落に於ては特にエゾムラサキツツジの

多きととあり O 小喬木としてはナナカマJf，ヒロハツリバナ，ヲガラバナ等を普通とし，叉小
¥ 

謹木としてはツルツグ多く，時にツルシキミを見る。林床にはスギカヅラ，ヒメイチグ，コキ

ンバイ，ゴゼンタチバナ，ヤマイチヤクサウ，ジンヱプイチヤクサウ，ゴンゲ、ンスグ，ツバメ

オモト'7ヒヅルサウ等を生ぜり。

アカエゾマツ林下にネマガリザサ優勢なる所は既にトドヤツーエゾマツ林へ吏行せる林地

にして，時としてゴングンスグ混在す。ササ少き所にはスギカヅラ，ホソバノタウグシバ，ゴ

ゼンタチバナ，ゴンダンスダ，ヶマヒヅルサウ'7ヒヅルサウ等~þ 。叉瀧木としてはェメシ

ャクナグ及コエフラクツツジを共主なるものとす。
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第四十回 北見上金問康アカエゾマツ林慨阻

〈北海道聡林業試験場原間〉

岩喋地莱アカエゾマツ林概括

1・岩疎地に於ける表土は一般に極めて漫く，アカエゾマツは洩根
性なるもよく其岩礁の

間際に生ぜり o

2・ アカエゾマツの純度特に高き所は少しエゾマツ， トドマツを
随伴するを常とすo 叉

アカエYマツ過熱林に於ては共後織樹を有するとと少し。

3. 岩礁地系アカエ〉ゾ/マツの成立は岩石の種類に闘せす守宅τ:

4 岩礁地系アカエ3ゾfマツ林の純度高き所は地床に蘇類優占す。

5・本系林地に於てはアカエゾマツは常に高居木として出現し，林
床には屡k撞木屠護建
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す。例外的にササ類の生守る事あるも一般には之を昧如す。

6. 下生瀧木として南部にムラサキヤシホツツジ，ェゾイヌガヤ，北部及東部に於てはエ

ゾシヤタナグ多く，一般にはオホパスノキ::J.:r.フラクツツジを生や。倫所に依りではオホカ

メノキ，アカミノイヌツグ，ノ Pウツギ等も多く，ヲガラパナの低きもD を見るととあり。

7. 岩礁地のアカエゾマツの高居木は胸高直径4か-60cm，樹高2か-35mに及ぶ。

8. 本系林地の群落侵入の先駆は裸地岩礁地に見るものにして，アカエゾマツが激しき直

射光，無理の費化，風力等に封ずる耐久力強きに依る。

8. アカエゾマツが岩礁地に初期群落として護達し得る所以は此樹種が能く陽光乾燥地に

耐へ得るが放なり。

第六草 山火跡地来7カ:s:.'1マヴ林

山火跡地のアカエゾマツ林は主として北見山岳地帯に散見するのみにして林床は概ねササ

類に占めらる。而して其代表的なるは北見園木禽岳上部のアカエゾマツ林たり。

1. 北見薗木禽岳アカエゾマツ林

1.林地概況

木禽岳は高距994.5mにしてオホーツク海に注ぐ主主別川のー支流キキン川の水源に位す。英

中腹(高距約300m)以上は針葉樹エゾマツ， トドマツ，アカェメマツを主とする針過混滑林t:

1.1:す。高距500mを越ゆる頃より特にエゾマツ増加し，澗葉喬木としては僅かにグケカンパ，ナ

ナカマド，ヲガラパナ，センノキ等を生やるに過ぎタ。高距700mを越ゆるに到れば全く針葉樹

林に入札多くのアカエゾマツ現る。更に高度を士宮ずに従ひアカエゾマツは潮共優勢となり，

絡に共純林を構成するに至る。林床にはネマガリザサ(梓高1.2-1.4m)密生し，濯木としては

オホパスノキ，エゾグロウスゴ多‘く，馨縁植物と Lてツルアヂサヰ， ミヤママタタピ等るり。

木禽岳最上部は南方阿幌岳を含む区域と共tc山火を衰ひPし;地にて山火跡地の大部分にはアカ

エゾマツとエゾマツの音量生に依りて成れる幼齢林あり。林床にはネマガリザサ旺盛に繁生ずる

も，高所に於けるものは丈低〈僅か4かー-50cmに止まるo叉瀧木としてはオホパスノキ，エゾク

ロウス，ゴ，ぺ=パナへウタンポク，クロミノウグヒスカグラ，チシマヘウタンボタ等を見る。

Z 群落調査

調査地は木禽岳山頂附抵の北東側に存在するアカエコfマツ林を中心とせるものにしで，主

としてアカエゾマツ成林及山火跡地に生ぜる群落と考察せらるるアカエゾマツc幼齢林より成

る。而して純度高きアカエゾマツ林は所々に圏扶をたして存在するも，一般には混靖樹種とし

てはエゾマツ， トドマツ，グケカンパ，ナナカマド等あり。
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本調査地内に帯;U~医 1 (VI. aJ; 練欣区 1(VI.αJ; 方形医 3(VI. A; VI. B; VI. C) 

を設定せり。 (V.a) 帯iIJ~直は上部の山火跡地に於ける更新丹J\態を知らむが馬; (VI. A; VI. B; 

VI. CJ方形匹は山火跡地に生ぜるアカエゾマツ幼的林の構成を見んが篤に設定せるもの主主

り。

第民十ー聞 木禽岳アカエゾマツ林帯扶直椴圃

ililli:1Lli~l斗uムとえ

ι一ー一一一--←一一~.ーー一一二一一一ー~一一-

(賀線はアカエゾマツ，勤線はエゾマツ〉

(VI. aJ (~45 x 4) m2木禽岳帯欣匡(第同十樹〉

本帯欣直は起賭をアカエゾマツ高居上部林隊附近に起し，木禽岳頂上尾根に至るものにし

て，主として山火跡地に更新せる幼齢林の林木を測定せるものたり。本帯朕直は調査測定の結
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果より観察するに，起黙より終離に至る聞を次の6匿に分てり。

1. Q----24m アカヱグマツ成林・

ii. 26-66m アカヱゾマツ幼齢林

iii. 69-79m グケカンパ幼齢林

iv. 7与一92m アカエゾマツ成林

v. 9らー154m グケカンパ幼齢林

vi. 16ら-445m アカェグマツーエゾマツ幼齢林

以上6匡聞の中， ii， iii， v， viは山火跡地なり。以下上記の各匿に付調査測定の結果を述ペ

ん。

i. アカエゾマツ成林 (0-24m)

高距900m前後に於てアカエゾマツ成林の上端を成すものにして，アカエゾマツは胸高直径

28-48cm，樹高18-26mV成木のみを存し，後種樹たるべき小便木を扶くも稚樹の費生は比較

的良好なり。混滑樹種としてはエゾマツ， トドマツ，ナナカマドを見るも，組じて胸高直径を

測定し得るに至れるものなく，僅かに稚樹を散生するのみにして純然たるアカエゾマツ一斉林

を形成す。今所生林木の直径樹高階別林木配分表を示さむに第80表。如し。

第80表 (VI. aJ帯欣直 i)0-24m林木盟分表

直径階別本敷表

:直;¥径¥百ょ11|MZYマツ トドマツ 計

根 稚商 23 4 8 13 48 

本
か-2 2 1 3 

直 一 一
健 2-4 1 1 

‘ 

23 7 9 13 52 

28-30 1 一 一 1 
胸
30-32 3 一 一 8 

高
34-36 1 一 一 1 

直
40-42 2- 一 一 一 2 

f璽
46-48 1 一 一 1 

小 計 8 。 。 。 8 

計 31 7 13 60 
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樹高階別本数表

言間\高\階十樹〈盟~17 7J告-甲山/， /可1ー"T_ 'J"ノ甲‘ 吋' ドマツ lーマド| 計

稚苗 23 4 8 13 48 

。-1 一 2 1 一 3 

1-2 1 一 1 

18-19 1 一 一 1 

19-20 1 一 一 一 1 

20-21 1 一 一 ー 1 

:12-23 8 一 一 3 

23-24 1 一 一 1 

26-27 1 一 1 

計 31 7 9 13 60 

ii. アカエゾマツ幼齢林 (26-66m)

本直間の林地は既往の山火の震嘗て成立せしアカエゾマツ成林が友撞に障し，其後に更新

せるアカエゾマツ幼齢林にして，アカエゾマツの最も大友るものは胸高直径8叩，樹高7mに遼

ナ。而して最も多きは胸高直笹2-6cm，樹高1-4mにして，会アカエゾマツ本教の70%を占

む。混靖樹種としてはエゾマツ， トドマツダケカンパあるも其敷極めて少<.組ての本教を'

合するもアカエゾマツ本敷の8%に満たや。向注目すべきは其更新欣態にして本直聞は上記成

林に平行して二列の帯欣(各列幅約10m)をたせるアカエゾマツ密生せる林地のー断商なり。

今所生林木の直径樹高階別配分表を示さむに第81表の如し。

第81表 (VI. aJ帯紙直 ii)2ι-66m林木配分表

直径階別本数表

5ZJJァ…ッlエゾマツ iトドマツ l…パ
根 権苗 5 一 2 

本
0-2 15 一 一 一直

筏 2-4 2 一 一

計 22 。 2 。
0-2 18 一 一 一胸
2-4 49 3 1 4 

高
4-6 30 一 一 1 

直
6-8 22 一 一径
8-10 2 一 一 一
計 121 3 1 5 

言十 143 s 3 

計

7 

15 

2 

24 

18 

57 
. 
31 

22 

2 

123 
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樹高階別本数表

町主¥?アカエゾマツ|エゾマツ トドマヅ 計

稼苗 5 一 2 一 7 

0-1 2 一 一 2 

1-2 36 1 一 1 38 

多-3 28 宮 1 1 32 

3-4 33 一 一 2 35 

4-5 19 一 一 19 

5-6 12 一 一 1 13 

6-7 7 7 、
7-8 1 一 一 一 1 

計 143 3 3 5 154 

iii. グケカンバ幼齢林 (69-79m)

此聞はアカエゾマツの更新せるもの極めて稀にしてグケカンパ幼齢樹散生す。その最も犬

なるは胸高直径12叫樹高8mに建ずo今品生林木の直径樹高階別配分表を示さむに第82表。

如し。

第四表 CVI. a)帯株直 iii)69ー79m林木配分表

直径階別本数表

品品~き アカエ川タケカンパ Ij-j-JJマド lエゾマツ! 計

様 稚苗 一 1 一 2 3 

本
0-2 

直
2 6 8 

径 急-4 一 1 1 

計 2 8 。 2 12 

胸 0-2 1 1 

高

定
2-4 1 1 2 

径 10-12 1 一 1 

計 1 2 1 。 4 

計 3 10 1 1 16 



(156) 

樹高階別本数表

¥樹¥高¥必4じ樹¥入手、 アカエゾマツ ダケカンパ 計

稚苗 一 1 2 3 

か-1 一 1 一 1 

1-2 2 5 一 一 7 

2-3 1 2 1 4 

6-8 一 1 一 1 

計 3 10 1 。“ 16 

iv. アカエゾマツ成林 (7らー92m)

山火の影響を菟れし地区にして此成林は幅12-15m，北西より南東に向ぴ約150mの聞に

残存す。恐らく往時は下部アカエゾマツ林と蓮績せしものたるべく，林分構成*態を見るにさき

く(i)とその群落形態をーにす。即ち胸高直径6-44cm，樹高4-25mのものを含む。混靖樹種

としてはエゾマツ，ナナカマド，グケカンパ各一本宛を混ゃるのみ。今所生林木の直径樹高階

別配分表を示さむに第83表の如し。

第83表 (VI. a)帯*直 iv)79-92m林木配分表

直径階別本数表

五瓦主互|アカエゾマツトゾマツ Irr:lJマド|ダケカメ|

-lil-1 恨

本

直

径

稚萌

か-2

2-4 

ιー
吉
岡

9 9 

5 5 

1 2 

胸
6-8 

8-10 

12-14. I 

18-20 

20一問、

32-34 

36-38 

38-40 

42-44 

高

直

径

~J、 計

計

1 1 

1 1 

1 -1 

1 1 

1 噌

A

唱

i

噌

i

唱

A

唱

i

1 

9 1 1 。
24 1 1 1 
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樹高階別本数表

高誌竺[アカエゾ叶エゾマツ|…|内カンパ| 計

種苗 9 一 一 一 9 
、

0-1 3 一 一 一 3 

1-2 3 1 一 一 4 

3-4 一 一 1 一 1 

4-5 1 一 一 1 

5-6 1 一 一 一 1 

7-8 1 一 一 一 1 

11-12 一 一 1 1 

16-ー17 1 一 1 

17-18 1 一 一 一 1 

19-20 1 一 1 

21-22 1 一 一 1 

22-23 1 一 一 1 
却下一、

24-25 1 一 一 一 1 

計 i 24 1 LIlIl 27 
v. グケカンパ幼齢林 (98-154m)

iii)と同様山火後に更新せるグケカンパ幼齢林にして殆Eアカエゾマツ及エゾマツを見守。

グケカンパの最も大なるものは胸高直径16cm，樹高7mに達するも，比較的多きは胸高直径各-6

cm，樹高3-5mなり。今所生林木の直径樹高階別配分表を示さむに第84表の如し。

第84表 (e) (VI. a)帯朕直 v}98ー154m林木配分表

直径階別本敷表

およ¥竺|アカエゾマll> ダ'ケカンノマ

場
か-2 1 2 

腕 2-4 1 9 1 

4-6 一 7 一
高 6-8 一 3 一

8-10 一 3 一
直 10-12 一 1 一
12-14 一 2 一

径 14-16 一 2 一
32-34 1 一

計 3 I 29 上 1

計

3 

11 

7 

3 

3 

1 

2 

2 

1 

〆

33 
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樹・高階別本数表

¥制¥高¥階m¥¥ ーーI アカエゾマツ )，<'ケカン r~ ナナカマド 計

1-2 2 2 ← 4 

会-3 5 一 5 

急-4 9 一 9 

4-5 7 1 8 

6-4 5 一 5 

6-7 1 一 1 

18-19 1 
、

1 

計 3 29 1 33 

Vl. アカエゾマツーエゾマツ幼齢林 (168-445m) (第二十閲版第二間〉

本医は純て山火に遭遇せる地区にして，エゾマツ，アカエゾマツの幼稚樹極めて多しO.前

二者の他トドマツ，ダケカンパ，ナナカマドを混滑するもその数多からや。

今便宜上本直を衣の四部分に分ちて林木配分構成AA態を検討せんとす。

vi-1) 200-ー250m，vi-2) 252-302m， vi-3) 340-390m， vi-4) 395-445m. 

(viー1) 本部分に於ける所生樹種の混滑百分率(本数〉を示せばエゾマツは50%，アカエ

ゾマツは30%， トドマツ9%，ダケカンバ10%，ナナカマド1%を示す。斯くの如〈アカエゾマ

ツはその敷に於てはエゾマツに及ばざるも，号たの事買に注意すペし。即ちエゾマツの最も大な

るものは胸高直径8cm，樹高5mにしくその最も多きは胸高直径4cm未満，樹高1「3mなり。之

に封しアカエゾマツの最大主主るものは胸高直径12cm，樹高6mに達し，最も多きは胸高直径←8

cm，樹高4-5mのものなり。今是等南者。胸高直径4cm以上の本敢を見れば，エゾマツ20本，

アカエグマツ41本となり，更に樹高3mを超ゆるものを比較すればヱゾマツ21本，アカエゾマツ

41本とたり，アカエゾマツはエゾマツを遁に凌駕し共に約2傍を算し得ぺし。

(vi-2)本部分に於ける所生樹種の混滑百分率を示せばエゾマツ51%，アカエゾマツ34%，

トドマツ9%，ダケカンバ，ナナカマ J:各3%となる。而してエゾマツの最大なるあのは胸高直

径8cm，樹高5m，最も多きは胸高直径2-4cm，樹高1-3mなり。アカエゾマツは最大なるもの.

胸高直径10cm，樹高6mに建し，胸高直径4-6cm，樹高3-5mのもの多し。次に雨者の胸高直

径4cm以上の本敷を比較すれば，エゾマツ16本，アカエゾマツ33本となり，更に樹高3m以上ρ

本教を比較すればヱゾマツ18本，アカエゾマツ38本となり，アカエゾマツはエゾマツの約2倍

に蓮す。

(vi-3) 本部分に於ける所生樹種の佐清百分率を示せばエゾマツ58%，アカエゾマツ30%，

トドマツ7%，ダケカンパ45%，ナナカマド0.5%を示し(vi-1J，(vi-2)に比しエゾマツ混滑

寧僅に多し。ヱグマツの最も大なるものは胸高直径6cm，樹高4mに達し，胸高直径4cm未満，樹

高1-3mのもの多し。之に封してアカエゾマツの最大なるものは胸高直径8cm，樹高5mに建し，

最も多きは胸高直径2-6cm，樹高2-4mなり。ヨたに此の雨者の胸高直径4cm以上の本教を比
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較せんにエゾマツ3本，アカヱゾマツ25本，樹高3m以上の本裁を比較すればエゾマツ生本，アカ

エゾマツ28本にして，本部分に於ては特にアカエゾマツ上階木の混靖度大なるを知る。

(viーの本部分は既に木禽岳頂上に近く勾醍極めて少く殆ど平坦にして平均斜度1.5
0

を示

す。所生樹種にはエグマツ，アカェyマツ， トドマツ，ナナカマドるり。ハヒマツは僅かに帯

献調査直絡酷の尾根附近に生やるのみにしてダケカンパは出現せ守。各樹種本童止の混滑百分寧 l

を示せばエゾマツ61%，アカエグマツ24%， トドマツ10%，ナナカマド 3%，ハヒマツ 2%と

たる。エゾマツの最大なるものは，胸高直径6cm，樹高4m，最も多きは胸高直径4cm未満，樹

高l-'3mなり。共にアカエゾマツの最大怠るものは，胸高直径&m，樹高5mrr::達し，最も多き

は胸高直径2-6cm，樹高1-4mなり。更に此南者に於ける胸高直径4cm以上の本裁を比較すれ

ばヱメマツ4本，アカヱゾマツ10本，樹高3m以上のものをと比較すればェメマツ3本，アカヱグマ

ツ10本を示し， (vi-l) (vi-2) (vi-3)と全く同様。混靖開係を示す。

以上自iー1)，(vi-2]， (viーむ， (vi.ーむの四部分に分ちて調査せる結果を椋合せんに，

エゾマツは本敢に於ても多く全瞳の50%を越え，アカヱメマツは概ね30%内外を示して之にill!

ぎ， トドマツ9%，グケカンメ4%，ナナカマド2%の混清Z撃を示す。斯くの如くそり本敢に於て

はアカエゾマツはエゾマツに及ばぎれども，アカエグマツは直径，樹高共I'Cエゾマツに比し大

なるもの多く，胸高直径4cm以上，樹高sm以kに属するものを比較せし結果を見れほアカエゾ

マツはヱゾマツの2倍以上の優位を示す。ヨたに標高差に依る更新欣況の異同を知らんが矯に各

4地匿に於て更新せる林木綿本教を見るに，下部3地区は185本， 172本， 181本にして殆左大差

無きも最高部なる山頂附近は 116本となり約30%の減少を示せり。今各医劃内の林木直径階，

樹高階別本数配分朕況を示さんに第85表の如し。

第85表 (VI.a)木禽岳帯欣直 viー1)20かー250m林木配分表

直径階別本数表

点己4333トゾマ少|…|タケカンパ卜ナカマドl
J根 稚苗 一 2 11 3 1 
本 。-2 2 3 一 1 
直
径 多-4 一 1 一 一 一

計 2 6 11 3 2 

。-2 1 25 1 6 一駒
2-4 11 43 3 8 

高 4-6 16 18 1 1 

直 6-8 17 、2 一
8-10 6 一 一 一径
10ー12 2 一 一 一
計 53 88 8 15 

計 94 16 18 2 

計

17 

6 

1 

24 

33 

65 

36 

19 

6 

2 

161 

185 
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樹高階別本数表

云311533lエケツ 計

稚萌 2 11 3 1 17 

。-1 りも， 1 4 

1-2 8 31 1 2 1 40 

2-3 9 37 2 8 56 

3-4 8 11 ‘~ 、 4 25 

4-5 26 10 36 

5-6 7 7 

計 55 94 16 18 2 185 

第85表 (VI. aJ帯紙直 vi-:.!)252ー.302m林木配分表
直径階別本数表

根
本
直
径

全日

o
a
a笹
一一

稚

0

0

2 
胸

高

直

径

0-2 

2-4 

4-6 

6-8 

8-10 

10 

a

宮内。。“
有・
4

の““

10 

1 

エゾマツ

3 
~ o 

戸ユトナカマドl計
-1 ~， ---2 -，. 18 

2 18 

Z711lち33l

計 I 50 I“ 7 I 3 I 0 I 124 
一一一 下瓦 r~~7--， 11) 5 I 4 I 172 

4 12 

2 I - I 
2 I 4 I 必

3 6 

4

2

1

 

0

0

0

0

A

K

U

 

'
i
k
u

。。

23 

M
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崎

H
H

2 1 14 

1 

樹高階別本数表

I~5f;き|
稚苔

0-1 

1-2 

エ
ツ
カ
マ
ア
ゾ

可
1

0

0

h

v
噌

A

。o
a

o

dを

唱

A

唱
且

ω1 

9 

" 

ツマ
リ
ノエ

4 

24 

a
υ
w

，
t
止

の
AU

可
A

トドマツ

5 

ドマカナナ.、
ノンカクダ 計

7

5

1

3

 

1 2 o
o
n
v
w
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n
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d
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噌

i

唱

A

O

O
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噌

A

O
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2 

16 I 5 I 172 
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(VI. aJ帯I/kWivi-3)白かー390m林木配分表第85表

計

。d
n
v
o
a

噌

A

'

i

"

“

直径階別本数表

トドマツ

6 

1 

エゾマツ

n

o

d
室

内

V

Y
A
O
a
 

アカエ
ゾマツ!両日

根|稚前

54 

時
叫

M
叫

錨

7 

2 

4 

37 

25 

39 

6 計

腕

高

直

径

6 計

181 1 9 計

、

羽詰主竺|アカエ 品ゾマツ トドマツ|タケカペーペ 計ゾマツ

稚苗 3 3 6 一 1 13 

。-1 2 3 一 5 

1-2 4 46 2 1 } 53 

2-3 17 48 5 7 一 77 

与-4 25 4 一 1 一 30 

4-5 電3 一 3 

計 54 104 13〆 9 1 、181

樹高階別本数表

(VI. aJ帯欣直 VI→)39ト 445m林木盟分表

直径階別本数表

第85表

計

19 

30 

10 

4 

63 

8

0

0

0

d

告

τ
l
o
a
-
-

5:3 

アカエ
ゾマツ

ィ、

胸

高

置

径

。
計 116 4 

。
2 

3 

11 

43 

71 

17 

28 

計，J、
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樹高階別本敷表

正吉ゴi333トゾマッ[トドマツ I>，ヒマツ|… ~.I 計

稚菌 2 8 2 1 8 16 

。-1 1 8 3 一 12 

1-2 8 30 5 1 1 45 

2-3 7 22 1 一 一 30 

3-4 9 8 一 一 12 

4-5 1 一 一 一 一 1 

I__~__J 71 11 2 4 116 

(VI. aJ (445m)木禽岳 (VI.aJ帯欣匿林床植物

(VI. aJ帯欣匡y軸の上に〔α〕線AA匿を設けて， 1m毎に所生林床植物を記録し，更に各

i， ii iii， iv， v， vi (1， 2， 3， 4)匿に於て頻度を求めたり。本地域一帯の下居はネマガPザサ最も

優勢にして，他の植物はネマガリザサに監せられ，共被度も極めて小，共被境 (2)以上を測定

し得るものなし。

i) アカエゾマツ成林 (O-24m)林床植物

ネマガ Fザサ(梓高1.2m)の他にゴゼンタチパナ，オホパスノキ最も多く，コミヤマカタ

バミ，マヒヅルサウ之に弐ぎ，ホソパノタウグシパ，シラネワラピ，イハノガリヤス， コカ内ネ

ギク等を生十。

ii) アカエゾマツ幼齢林 (26-66m)林床植物

ネマガリザサ(梓高1.3m)のみ顕著にしてイハノガリヤス，コガネギク，オホパスノキ，ミ

ミカウモリを僅に散生するに過ぎ十。

iii) グケカンパ幼齢林給与一79m)林床植物

ネ?ガリザサ(稗高1m)と共にオホパスノキ最も多く，他にイハツツジ，コミヤマカタパ

ミ，イ布、ノガリヤス，エグクロウスゴ等を生や。

iv) アカヱゾマツ成林 (i9-92m)林床植物

ネマガリザサ(梓高O.8m)の他マヒヅルサウ，ミミカウモリ，オホパスノキ，スギカヅラ最

も多く，イハツツジ，ヒメゴエフイチゴ，シラネワラピ等佐散生す。

v. グケカンバ幼齢林 (9&ー154m)

ネマガザザサ(梓高O.9m)にヨえいでヒメゴヱフイチゴ最も多く，ミミカウモリ，イハノガリ

ヤス之に弐ぎ，ゴゼンタチパナ，ウサギシダ，ヨミヤマカタパミ，コガネギク，スギカヅラル

オホパス Jキ等を生や。ー

vi) アカヱゾマツーエゾマツ幼齢林 (168-445m)林床植物

(vi-lJネマガ官ザサの他オホパスノキ，イハノガリヤス，コガネギク多く，ゴゼンタチパ

ナ，ヒメゴエブイチゴ，タケシマラン，アスヒカヅラ，コケモモ之に失ぐ。
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Cv←2) ネマガリザサθ他イハノガPヤス最も多く， ヒメゴヱブイチコ，オホパスノキ，
タケシマラン之に次ぎ，ゴゼンタチパナ，コガネギク，チシマヘウタンポク等を生や。

Cvi-3)ネマガリザサと共にイハノガリヤス最も多(， ヒメゴエフイチゴ，ヨケモモ之に

弐ぎ，其他ゴゼンタチパナ，コガネギク，チシマヘウタンボク，クロミノウグヒスカグラ，オ

ホパスノキ等を生や。

[vi-4)ネマガPザサと共にイハノガリヤス，コケモモ最も多く，クロミノウグヒスカグ

ラ，コガネギク，ヒメゴ、エフイチゴ，マヒヅルサウ之に失ぎ，ゴゼンタチバナ，ヱゾノヨロヒ

グサ，チシマヘウグンボク，マルパシモツケ等を生子。

今各区に於ける林床植物頻度の綾括表を奉ぐれば第86表の如し。

第86表 (VI.α〕木禽岳 Ca)帯紙匿事j地林床植物頻度表

-77竺¥竺| 1 ii 111 iv v I v叶叶 v叶 vi--41: 
ネマガ り ザザ 5 5 5 百 5 5 5 5 5 

ゴゼン 9 チノマナ 4 一 1 2 3 2 2 2 

オホパス ノ キ 4 1 5 4 1 4 3 2 1 

コミヤマカタノマミ s 1 2 一 2 1 1 1 1 

ーマ ヒグルサウ 3 1 4 1 1 1 1 3 

ホソノマノタウゲシノマ 2 一
;... ラ * ワ ラ ピ 2 一 2 1 1 1 1 

イノ、ノガ P ヤス 2 1 2 屯。) 4 4 5 5 

" ヵ- ネ ギ ク 2 1 1 1 2 4 2 2 3 

、、、 、、、 カウ モ p 1 1 1 4 3 1 

オクヤマ シタ' 1 

エゾクロウスゴ 一 1 2 1 1 1 1 1 一
シノ プカ グマ 1 1 一 1 ‘与 1 一
チシマアザ 、、、 一 1 一 1 1 1 1 1 

イ ノ、 ツ ツ ジ 1 2 2 1 1 

ヒメゴエアイチゴ 1 2 4 8 3 4 3 
¥ 

ミヤママタタピ 一 1 一 一 一 一
ス '1:' カ 3ゾ戸 ラ 一 4 2 一
チv....へウタンポク 一 1 一 1 3 2 2 

タケ シマラ ン 一 1 3 3 1 

ウ サ ギ 乙〆 ~. 一 2 ← ' 1 一
ヒ メ イ チ ゲ 1 1 1 1 1 

ケマヒグルサウ 一 一 一 1 一 1 一
三巴 ン レイザウ 一 一 1 1 1 一
、、、 ヤマ P ラ ピ 一 一 1 1 1 1 1 

アス ヒ :JJ グラ 一 一 3 1 1 1 

コ ケ 毛 モ 一 2 3 6 

マルノマシモヅケ 一一 1 一 I 2 
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E77ととIi -I ii -! iii I iv I v卜1
ヤマハハヨ一一一一 I-¥ 1 I ~ I 1 I 1" 
タロミノウグヒスカグラ ー 一 一 一 1-I 1 I -I 2 I 3 
ェゾ 9 カラカウ 一 一 - 1 - 1 - 1 1 一 一 一

オホ夕方ネパラ ~ 一 一 一 - 1 1 一 一 1 

クルマパックバネサウ ー 一 一 ー - 1 1 一 一 一

ヤマドリゼン 7 イ 一 一 一 一 一 一 1 1 - l' 1 
6 

ヲ シ ダ ーー 』ー 一一 一ー ーー 1 1，-ー ー一

ベュパナヘウタシポク ー 一 一 一 一 - 1 1 一 一

オクェゾサイシン 一 一 一 一 一 - 1 1 1 1 

マ ンネン・スギ一 一 一一一一一 1 ー

エグヨモギー一一|一一一一 1 1 1 

エゾノヨロヒグザ ー ー 一 一 一 一 - I 1 I 2 

蘇 類 一一一一一一一-1 1 

ノウゴウイチゴー 一 一 一 一← 一 一 1 

エゾイナゴ I-I一 -1一一一一-l.
、ナゴケ類 I- 1i-1- 一一!一

以上越ベたる如く本帯欣匿の全檀笠通じネマガリザサ最も優勢にして，オホパスノキ之に

wつぎ，他に林床植物に著しき要素なし。 Vlに於ては i;ii， iii， iv， vの下方部分に比較的顕著な

らざりしイハノガリヤス，ヒメゴ、エブイチゴ，コガネギク等が上方に頻出し，且叉前者に殆E

出現せざしりチシマヘウタンボク，タケシマラン，ヒメイチグ，アスヒカヅラ， コケモモ3 ク

ロミノウグヒスカグラ等生ぜり。而して特に上居木の襲化に伴ふ林床植物¢特別なる費化を認

めざりきD

アカヱゾマツ幼齢林内方形匡

幼齢林内 (VI.A)方形直は木禽岳山頂東側斜面に於て三角艶より約30m下方に， (VI. B) 

方形医は (VI.aコ帯決匿の絡瓢附近より約70m北方に， (VI. C)方形直は木禽岳頂上より北東

側約200m下方に於て登山道路附近D特にアカエゾマツ多く，その生長良好友る急:傾斜地に設置

せり。

(VI. A) (10m)ヨ木禽岳方形1@.

〔林木配分コ 今本調査地内の林本を観察するに，アカエゾマツ，ェメマツの他にグケカ

ンパ乞僅に混歩。林中にエゾマツ，アカエゾマツ共に柑頭或は途中より折れ瀕死枯損となれる

ものあり o~えに各樹種混清本教の百分率を示せばエゾマツ54%，アカヱゾマツ38%，ダケカン

バ6%， トドマツ2%を示す。エゾマツの最大なるものは，胸高直径6cm，樹高4mに建し，胸高

直径2-4cm，樹高1-3mのもの多し。アカヱメマツの最大なるものは，胸高直径12cm，樹高6m

k建し，胸高直径4-8cm，樹高2-4mのものな多く生十。今胸高直径4cm以上に属する本敷を比
/ 

較すれば，アカエゾマツ14本，エゾγ ツ3本を豊富へ，更に樹高3m以上の本監を比較するときは，

アカエゾマツ 14本，ヱゾマツ 2本と友T.直径階樹高階共にアカエゾマツはェグマツに比し
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上階の林*t::多く有す。今所生林水の直径樹高階別配分表を示さむに第87表。如し。

第87表 (i) (VI. A)木禽岳方形直直径階別問分表

ι戸~I アカエゾザ| エゾマツl タケカンパl…ド| 計

根
稚苗 一 一 1 1 

本
直 2-4: 2 
筏

7 一 9 

IJ、 2 7 一 1 10 

。-2 一 s 一 一 3 

胸 2-4 3 14 3 一 20 

高 4-6 8 3 一 一 11 

直 6-8 4 一 一 4 

筏
8-10 1 一 一 一 1 

10-12 1 一 1 

者 I 17 L__20_'I- 3 - Iω|  

計 ~___L_ ~7 __ L _ _3 _ ___ L___ 1__t__~O 
第87表 (ii) (VI. A)木禽岳方形直樹高階別配分表

主戸~I …ペエゾマツ l …パトナカマド| 計

稚苗 一 1 1 

0-1 2 一 2 

1-2 2 9 一 11 

2-3 3 14 2 19 
ー
3-4 12 2 1 15 

4-5 1 一 一 1 

5-6 1 
崎

1 

計 19 27 3 1 50 

〔林床植物コ ネマガリザサ最も多く，高さ約80cmにして (1m)宮内に平均115本を生守。

ネマjl1)ザサに失ぎてコガネギク，オ氷グカネパラ，イハノガPヤス，ヒメゴエフイチゴ，コ

ケモモ最も多く各頻度5を示し，マヒヅルサウ，ゴゼシタチパナ，マルパシ号ツケ，グロミノ

ウグヒスカグラ，オポパスノキ，アスヒカヅラ等t::混生すo今所生要素の被度及頻度を示さむ

に第88表の如し。
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第88表 (VI. A)方形E吉林床植物一覧表

度 11'械 物 名 被 物 名 度

ネマガリ ザサ 5 5 ダケ シ?ラ シ 1 2 

:l ヵ- 才に ギ ク 1 5 ヤ .マ ノ、 ノ、 :l 1 2 

オホ 9 カネノマラ 1 5 オクエゾサイシン 1 1 
、

ゾイハノガリヤス 2 5 Z己 一 ウ 1 1 

ヒメゴェアイチゴ 1 5 ツマ ト リ サウ 1 1 

" J モ モ 1 5 、、、 、、、 カウ 毛 リ 1 1 

'7 ヒ y ルサウ 1 4 ウチハ?ンネンスギ 1 1 

ゴゼンタチノマナ 1 3 チシマへウ F ンポク 1 1 

マルノーt シモツケ 1 3 モイハシヤジン 1 1 

タロミ Jウ 'fヒスカ，，'ラ 1 ，3 エゾクロウスゴ 1 1 

オホノマスノ キ I 3 エゾ F カラカウ 1 1 

アス ヒカアψ ラ 1 3 ゴンt'ンスゲ 1 1 

ヒ メ イ チ ゲ 1 2 チシマアザ 、、、 1 1 

(VI. B) (lOm)2木禽岳方形民

〔林木配分〕 調査地内の林木を観察せよにアカヱゾマツ，エゾマツを密生する他にトド

マツ，グケカンバを混十。先づ所生樹種。本数百分率を示せばヱゾマツ539杉，アカエゾマツ32

%， トド・マツ8%，グケカンパ7%を示す。エゾマツの最大なるものは，胸高直径6cm，樹高4m

に達し，胸高直停2-4cm，樹高1-3mのもの多し。アカエゾマツの最大たるものは，胸高直径

8cm，樹高5mに達し，胸高直径2-6cm，樹高2-4mのものを多〈生十。今胸高直径4cm以上に属

する本敢を比較すればアカエゾマツ15本，エゾマツ2本となり，樹高3m以上に達する本教を比較

すればアカエゾマツ17本，エゾマツ2本となり，アカエゾマツは直径樹高共に上階のもの多し。

今所生林木の直徳樹高階別配分表を示さむに第89;去の如し。

第89表 (i) (VI. B)木禽岳方形直直径階別問分表

エゾマツ| トドマツ|…ンパ| 計

根
本
直
径

，J、 計 8 

胸
高
官
凪
径

崎、 計 33 

計

7 

14 

9

0

a
品

Z
9
0
a
a
z

唱
A
F
h
U

噌
』

3 K

M

A

U

O

U

 

噌
E
A

噌

E
A
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3 

21 
¥ 

2 34 

3 

3 

6

9

0

2

 

0υ 

41 4 84 6 

62 118 10 8 
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第的表 (ii) CVI. BJ木禽岳方形直樹高階別配分表

市A竺|…か|ェハッ|… | …ンパ| 計
稚苗 2 3 5 

ひ-1 1 一 1 

1-2 5 27 4 2 38 

2-3 14 32 3 6 55 

3-4 14 2 16 

4-5 3 3 

‘ 計 38 62 1G 8 118 

〔林床植物〕 ネマガリザサは極めて優勢にしてその高さ約1mにしてはm)2内に平均110

本を算し得たり。偽混生する槌物は極めて少しイハノガリヤス，ヒメゴエフイチゴ雨者のみ

顕著なり。今所生要素の頻度及被度を示さむに第90表の如し。

第90表 (VI. BJ木禽方形区林床植物一覧表

植 物 名 植 物 名 度 l頻 度

ネマガリ ザサ 5 5 lタミ… 1 2 
、

イハノガリヤス 2 5 エゾクロウスゴ 1 1 

ヒメゴエフイチゴ 1 4 コケモモ 1 1 

1 2 1 1 オホノマスノ キ

ゴゼンタナパナ 1 2 シラネワラピ 1 1 

::I ヵ- ネ ギ ク 1 2 ミミカウモリ 1 1 

司事P ヒグノレサウ 1 2 イノ、ツツジ 1 I 1 

CVI. CJ (10m)2木禽岳方形直

E林木配分〕 本方形直附近は木禽岳上部幼齢林中K於て些かその地形を異にせる特殊地

域にじて，傾斜も柏々念，林木混滑歩合はアカエゾマツの方大とたり，加ふるにその上張生長，

肥大生長頗る良好なり。今本方形匡内に於ける林木を観察するにアカエグ寸ツ及エゾマツを生

守る他にトドマ~，ダケカンバを混生せり。先づ各所生樹種本敢混靖百分率を見ればアカエゾ

マツ43%，エゾマツ25%，ダケカンバ22%， トドマツ10%を示し， アカエゾマツはエゾマツの

2倍弱を算し，方形匡A，Bに比し，約10%の増加をと示せり。アカエグ?ツの最も大なるもの

は胸高直径18cm，樹高8mt'Z:建し，胸高直径2-12cm，樹高1-"-8mの各階木を含む。エゾマツの

最大たるものは胸高直径6cm，樹高5mに建するも，斯くの如きは極めて少く，稚苗がその大部

分を占む。今胸高直径4cm以上に属する本監を見れほ，アカエゾマツ17本，エゾマツ2本， トド

マツ1本，グケカンパ4本となり，更に樹高3m以上の本敷を示せばアカエゾマツ20本，エゾマ

ツ3本，トドマツ1本，グケカンパ5本となりアカエゾマツ上階木極めて多、し。今所生林木の直径

樹高階別配分表を示さむに第91表の如し。
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第91表(i ) 仁川.Cコ木禽岳方形匡直径階別配分表

五正一旦JfJJ一一liニ 1-!t" 'r jJ "./ .r: 
計 5 12 1- 4 

稚菌 11 1 12 

0-2 2 3 

2-4 1 6 

21 
/ ， 

5 

4 

5 

10 

4 9 

8 

， 5 

1 

1 

小 計

26 15 6 13 60 

21 3 2 13 39 

計

第91表 (ii) (VI. CJ木禽岳方形直樹高階別配分表

長ぷ竺竺1 アカエソヤ~I エゾマツ トドマツ 計

稔苗 11 1 一 12 

。-1 1 一 1 

1-2 4 I 。~ 7 . 
各-3 2 一 1 8 11 

3-4 3 2 5 10 

4-5 4 1 1 6 

与-6 6 一 6 

6-7 4 4 

7-8 3 一 3 

j 

計 26 15 6 13 60 

〔林床植物コ ネマガPサザ最も優勢にしてその高さ約1.05cm，(1m)宅内に平均93本を敷

へ得たり。ネマガリザサに次いでヒメゴエフイチゴ，コガネギク，ゴゼンタチパナ，イハノガ

Pヤス最も多〈各頻度5を示し，ケマヒヅルサウ，イハツツジ，オホパスノキ，ェゾ=ウ之に失

ぎ，他に多致。種類を混歩るも，総て出yi度数少〈散生ずる程度に過ぎや。今所生植物の頻度

及被度を示さむに第92表のし。
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第92表

横 物 名 植 物 名 l被 度
8 

ネマガリザr サ 5 5 ケ モ モ 1 2 

ヒメゴエフイチゴ 1 5 エンレイサウ 1 2 

=z ガネギク 1 5 チシマアザミ 1 aのd 

ゴ ゼンタチパナ 1 5 マルパシモツケ 1 2 

イ ρ ノカ。リヤス 1 8 エゾクロウスゴ 1 2 

ケマヒグルサウ 1 4 !J ケシマラン 1 2 

イ ハツツ シ 1 4 ミヤマワラピ 1 1 

オホ/'スノキ 1 4 1 1 

エルゾ ウ 1 4 ナシマヘウタンポク 1 1 

ヒ メ イ チゲ 1 2 エゾノョヅパムグラ 1 1 

ミミカウモリ 1 2 ホソノマノタウゲシノマ 1 1 

コミヤマカタノザミ 1 。 2 シラネワラピ 1 1 

アスヒカグラ 1 2 ゴシゲゅンスゲ 1 1 

オクェゾサイシン 1 2 
.，区 ，--ー

〔目 C.)方腕林床植句一覧表

之を要するに幼齢林に於ては上唐木としてアカヱゾマツ優勢たるも，下唐木としてはエゾ

マツを多〈存す。故に締本教を見ればエゾマツはニアカ土ゾマツte凌駕し，査樫本敷の5096以上

CCVI. C)方形匡を除く〉をと占む。而してヱゾマツの混靖度多きはーは附近母樹の関係に依り，

「は高度高くしかも空中橋度多きに依るものと.7:!:世せらる。向 CVI.Aコ(VI.B)方形直.を比

較するに加者は上部草原附近に生じ，林床植物の種類は附近草原の影響を受けて前者に多く，

叉ネマガリザサは柏々高さを・減十。それより下方に児る後者の林床植物は種類簡寧にして， ネ

マガリザサの高さを増す。

向以上列記せし外， 1帯欣直， 4方形医をカ日へ共林床枢物に闘し，常在度，頻度をと平均せし

イ〆
結果第93表の如し。

木禽岳アカヱゾマツ林林床植物常在度及頻度表

、、、

utl詰正11云己叫12よGLL

;1:::l;:l;:三j;:;1 3 
1 

oa
咽
A

唱
-
b

4 

8 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

1 a宮

d
a
z
d後

3 

ン

ラ::/ 

第93表 l
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江ヲヰてよ高屠時国iFIzz-J吋終|幼働林
¥常在度l娯度 l常在度!煩度l常在度l頻度l

コイチェアラン s 1 チシマへウ'7~ポク 2 1 4 1 

::J "" 7 ラクツツジ 3 1 ヒ メ イ チ ゲ 2 1 2 1 
タ〆

ミヤ-.. '7ニ'7ヂ 3 1 コ ケ モ 毛 1 1 4 2 

z ゾノヨツノマムグラ 3 1 マルノマシモツケ 3 1 

、、、 ヤマ ワ フ‘ピ 3 1 クロミノウグヒスカグラ 3 1 

ミヤ-..-.. '7 '7ピ 3 1 ア ス ヒ カグラ 3 1 

チシマアザミ 3 1 4 1 ニE ゾ ウ -、 3 1 

ヨZ ン レイ サウ 2 1 2 1 

山火跡地系アカヱゾマツ林横揺

木禽岳アカエゾマツ林はトドマツーエゾマツ林の山岳上部に見る特殊林なり。現在の林況

は成林と山火跡地に生ぜる払齢林とのこ型に直別し得らる。成林は概ね70%以上白アカエゾマ

ツ純底k有し，部分的には園献に90%以上の純林を形成せり。混靖樹種は極めてその種類数少

し主としてヱゾマツ， トドマツ及少数のダケカンパの成木並にナナカマドの勃樹を生示、るに

過ぎや。本成林の樹高階別配分闘係を見るにアカエゾマツは殆ど成木のみより成り，後植樹

たるべき低唐木を快き一揖林型を呈し，林齢160-170年の同齢林なるととを推定し得べし。之

を以て見るに共森林形成の初期に営り特別たるー原因を思惟せざるを得や。市して今日其成林

形成に封ずる群落開始期の主要たる因子を直ちに推理するとと能ばざるも，該成林が i)一帯

同齢なる皐紅林たるとと， ii)林床に於けるネマずリザサの優占度大なるとと， iii)混靖樹種其

他附近環境J状態より按十るに，第一因として山火を想起せざるを得や。

今現在の幼齢林に就て見るに林内の土嬢表暗部に茨化物を認め，該地が山火跡地君主るとと

明にして，且成立せる林木及林床植物中北見各地の山火跡地に生やる!場地植物多きととは，此

事買を更に明白に物語るもりと言ふベし。而して幼齢林の林齢〈約45年〉より考ふるに，山火

の時期は明治20年前後と推定せられたり。此払齢林中エゾマツの混浴度大にしてトドマツの11、

去るは i)エゾマツ稚樹の比較的陽性なるとと， ii) トドマツが土壊理事性に封し極めて鋭敏た

るとと， iii)育地が山岳上部なるとと， ，iv)附近にエゾマツの母樹を多く有するとと等・の理由に

基くものと考察す。

山火跡地とアカヱゾマツ護生の関係は北見地方，樺太南部寒原地帯に於て屡々之を目撃

す。叉山岳l高度低き場合に於てはよくシラカンバを伴ひ，雨者混靖して森林更行途上一時アカ

エゾマツーシラカンパ林を形成するととあり。而して斯る山火後に於ける特殊アカエゾマツ林

は歳月の経過と共に山火に依り悪化せられたる帝悪土壌を漸弐回復す。されどアカヱ yマツの

生長は他樹種に比しi填る綬漫なれば，上屠林冠形成に至る迄には相営の長年月を要すべしそ

の問殊に護生初期に於て特に肥沃地を好むト rマツ，共他樹種の侵入生育するに誼せや。され
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ば該アカエグマツ林は混靖樹種少き同齢のー荷車純林構成への傾向をたEる。而して一度完全

なるアカエゾマツ成林が形成せられて林地が遁営の欝閉を保持され，土壌水分の蒸護抑制せら

れて趨i閏となり， しかも落葉，落枝，林床植物等地被物の腐植分解進行して土壌の理事性良好

となるに至らば， トドマツの侵入開始せらる。而して後何等かの原因により土居林冠の欝閉破

壊せられ，林内に趨営の陽光射入するに至らば，更にトドマツ幼稚樹の生長は促進せられて，

アカエゾマツ林下にトドマツを主とせる第二段D林冠形成せらるぺし。然るときはアカエグマ

ツの更新は主としてトドマツの詩阻害せられ，此アカエゾマツ林は絡局に於てトドマツ林に更

行するものと考察せらる。

但し山岳上部にしてしかも附近に多くのエゾマツ母樹を存し，且空中漁度高くエゾマツの， 
生育に好誼なる4条件を有する場合は，前述のトドマツ林への更行経過中にトドマツの他エゾマ

ツ介入して該アカエゾマツ林はヱグマツートドマツ林，特殊の場合はエゾマツ林tz:赴くべし。

但し斯る森林が再び山火に襲はるるか，或は叉火山の噴火等の災害に遭遇して土壌椿悪となる

時は，群落の更行は再び、アカヱゾマツ稚樹の先駆により開始せらるべし。

之を要するに山火に基く木禽岳アカエゾマツ成林は，アカエゾマツの後稽樹を訣き，林床

にトドマツ稚苗をと生じ，叉エゾマツを混靖せる事賓とによりエゾマツートドマツ林への更行。

片鱗を示L，叉他方に於ては成林が山火の影響を受けて再びアカエグマツ林更行への方向をた

どり，高度と空中操度多きとと及び母樹の関係に依t，現在一部には特にエゾマツ多きものと

考察す。斯くて群落更行の格局はエグマツートドマツ林，又一部はエグマツ林に至るものなら

んも，現代かかるJ!k態のアカエゾマツ林を見るは興味深きととと言ふぺし。



( 112) 

7カ:s:."マヴ林の群落皐的碗史総括

1. アカエゾマツは植物地理事上よりは蝦夷直に特有なる樹種にして，北は樺太彊庭潤北

岸より南は謄振園闘縫附近迄，東は南千島樟捉島紳威古淳附近より，西は後志園積丹半島盃川

に至る迄分布し，特に北海道東部及北部に多し。

2. .アカエゾマツ林を育地の生態的特性に基きて湯原系，蛇紋岩地系，火山友磯地系，砂

丘系，岩礁地系，山火跡地系の6系に分ち得べし。市していづれの場合に於てもアカエゾマツ

は一再に裸地侵入を開始し，初期群落を形成す。

3. アカエゾマツは混根・世にして，其純林を見るに，環境保件に依りでは一斉林が一斉林

告と以て更新せらるる傾向あり。

4. アカエメマツの斜;林は特に操原系及火山友磯地系に於て見られ，蛇紋岩地系と山火跡

地系之に弐ぎ，砂丘系のものは部分的の特殊型と言ふぺく，岩疎地系のものに於てはアカエメ

マツ大樹となれば屡々他樹種を混守。

5. アカエゾマツ林の生態分布を見るに，酸性器、潤の撮療に現るる一方，乾燥性の土壌に

も生や。されE後者の場合アカエヅマツ林は夏期比較的降雨多き山岳地又は多審にして寒冷た

る地に立林す。故にアカエゾマツは特殊気候保件の下には漁i関誌に乾燥の地に於て他樹種のよ

く生育し得ざる所に群生するととを得るものなり。

6. 各系に於けるアカエゾマツD生育扶態を比較観察せるに，主壌の理撃性良き地に成林

せるもの良好なり。従って漁原に於けるものは各地1とも生長不良にして，殊tc高位漁原の低居

林帯に於けるものは極めて不良君主り。而して蹴述6系の統林f1:於けるアカエゾマツと，山岳林

に混生せるそれとを比較するに，一般山岳林に於けるものの生長良好たるを知る。

7. 撮原系アカエグマツ林は北海道K於て最も普通たるものなり。高位棒、原より中間湯原

に互りて立林する場合は三段林型を呈し屡k ミヅゴケ類を地床に敷く。高位協原のアカエゾマ

ツは低屠林(鏡性型〉をなし，中間滋原のものは中屠林を形成し，周縁には高居林を有ず。群

落上前者はアメFエゾマツーミヅゴケ群，後者はアカエゾマツースグ鮮とたる。

8. 本道漁原系アカエゾマツ林の群落更行は概ね弐の如し。

アカエゾマツーキタヨシーツノレコケモモ群 アカエゾ寸ツースゲーツルコケモモ軍事

↓ ↓¥、
アカエゾマツーキタヨシーエゾイソツツジ酵 アカエゾマツースゲ-v~ スゲ群 、アマ

↓ ・ ↓ /'カガ
アカエゾマツースゲーエソイソツヅジ群 アカエゾマツースゲ群/ ~ ... 

アカエゾマツーミグパセウ群¥ 1// ごi
↓ ↓ 、↓ 1..-- ッス

アカ.':C."/""7ッーゾイ fツツジーャプドM7イ群→アカエゾマツ7ヤマドリゼン?イ薄 -----1グ
--------- ヌ樟↓↓，↓↓....-----

アカエゾマツーコエ 7ラクツツジ群又はアカエゾマツー才ホパスノキ襟

叉はアカ z ゾマツーコエフラクツツジーェゾクロウスゴ群

9. 蛇紋岩地系のアカエゾマツ純林は北海道脊稜山服に限られ，殊に中部以北に之を多く
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見る。而してアカエゾマツの多き極盛相群落はアカエゾマツーササ群となる。

10. 典型的。火山友磯地系アカエグマツ林は阿寒地帯及樽前山花見る。アカエメマツは殆

E純林をたしてアカエメマツーアスヒカヅラ群，或はアカエグマツーエグイソツツジ群とLて

現るo尤も特殊の場合にはアカエゾマツーゴゼンタチパナ群を見る。

11. 砂丘系アカエメマツ林は夏期海軍書繁き北海道東部に極めて稀に見る特殊型のものにて

周縁l'l:湯原沼津を有し，純林の地積は大主主らや。林内には屡々トドマツ生歩。群落はアカエゾ

マツーマヒヅルサウ群に依り代表せらる。

12. 岩疎地系アカエゾマツ林も純林をと成すものは地積小友り。而して夏期降水量多く多審

なる山岳地帯に見る。初期相はアカエゾマツー蘇類群K依り表はさるも，林内K瀧木を多〈含

むととるTo南部に於アEーはアカヱメマツームラサキヤシホツツジ君事，北方κ於てはアカエグエ

ゾマツーエグシヤクナダ群に依りて現さる。均一般にオホパスノキ~混じ，小喬木としてはヲ

ガラバナ多く，所に依りコエフラグツツジ，オホカメノキ或はアカミノイヌツゲ多き事ibT。

叉;f~部に於てはエゾムラサキツツジを伴ふ事あり 0

13. 山火跡地系アカエゾマア林は北見地方山岳地帯に見る特殊型むもむにして，共群落は

.アカエゾマツーササ群に依り代表せらる。

14. アカエメマツ林を森林型 (ForestTypes)に分類すれば，ミヅゴケ型 (SphagnumType)， 

ヤマドPゼンマイ型 (OsmundaType)，コエフラグツツジ型 (MenziesiaType)，スダ型 lCarex

Type)，シャクナグ型(RhododendronType)，蘇類型 (MossType)，イソツツジ型 (LedumType)， 

ササ型 (SasaType)等と1J:rベし。
15. ヨえに之等アカエゾマツ森林型従属する各種の植物群を列記すべし。

1) ミヅ 4ゴケ型 (SphagnumType) 

i) アカヱグマツースグーツルコケモモ群

ii) アカエゾマツーワタスグーホ田ムイスグ群

iii) アカエゾマツーヌマガヤースグ群

iv) アカエゾマツーキタヨシーツルコケモモ群

v) アカエゾマツーマヨシーヱグイソツツジ群

2) ヤマドPゼンマイ型 (OsmundaType) 

vi} アカエグマツースグ群

vii) アカエゾマツースグーエグイ Yツツジ群

viii) アカzメマツーエグイソツツジーヤマドリゼンイ群

ix) アカエゾマツーヤマドPゼンマイ群

x) アカエメマツーミヅパセウ群

3) エゾイソツツジ型 (LedumType) 

xi) アカヱメマツーヱゾイソツツジ群
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e 

xii) アカヱゾマツーハナヒ Pノキ群

4)蘇類型 (MossType) 

xiii) アカエ;lマツーゴゼンタチパナーヤマドリゼンマイ群

xiv) アカエゾマツーアスヒカヅラーイチヤグサウ群

xv) アカエゾマツーイチヤクサウーマヰヅルサウ群

xvi) アカエゾマツーミミカウモP群(特殊型〕

xviil アカエゾマツー辞類詳

5)スグ型 (CarexType) 

xviii) アカエゾマツーゴシグンスゲ群(岩疎地系)

6) コエフラクツツジ型 (Menziesia Type) 

xix) アカエゾマツーコエフラクツツジーイハツツジーゴゼンタチパナ群

Xle) アカエゾマツーコヱフラクツツジーオホパスノキ群

xxi) アカエゾマツーコヱフラグツツジーエゾグロウスゴ群

7) シヤクナダ型 (RhododendronType) 

xxii) アカヱゾマツーエゾシャクナグーコエフラクツツジ群

x~iìi) アカエゾマツーエゾムラサキツツジーヱゾシヤクナグ群

xxiv) アカエゾマツーオホカメノキームラサキヤシホツツジ群

8) ササ型 (SasaType) 

xxv) アカエゾマツーササ群

故にもし之を抽象的の群叢型に分類すれば次の如し。

i) アカエゾマツーーミヅゴケ群叢

(Picea Glehni-Sphagnum-Association) 

ii) アカエゾマツーヤマドリゼンマイ群業 、

(Picea Glehni-Osmunda cinnamomea-Association) 

iii) アカエゾマツーエゾイソツツジ群叢

(Picea Glehni-Ledum pal ustre-Association) 

iv) アカエゾマツー蘇類群叢

(Picea Glehni・Moss-Association)

v) アカエゾマツーゴングンスダ群議

(Picea Glehni-Carex sachalinensis-Association) 

vi) アカエゾマツーコヱフラクツツジ群叢

(Picea 'Glehni-乱1enziesiapentandra-Association) 

vii) アカエゾマツーエゾシヤクナグ群叢

(Picea Glehni-Rhodode"，dron Fauriae-Association) 

viii) アカヱゾマツーササ群叢
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(Picea Glehni-Sasa-Association) 

とたるべし。

最後にアカエゾマツ林の群落系，森林型に属する各種の植物1洋を奉げ，且之等の群別によ

る分布を第94表に示せり。

第 94表 アカエゾマツ林の群落系，林型，群の分布ー覧表
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圃版説明

棒犬亜庭湾東岸地場のアカエゾマツ林〈北限地帯〉

主主淵湖アカエ ゾマツ林

何日川アカエゾマツ株

樺大豆庭湾問摩地帯のアカエゾマツ(北1良地帯〉

留多加I精涯のアカエゾマツ

江之浦附近のアカエゾマツ

後定、園岩尾登山塊のアカエゾマツ林の景観(問南限地帯〉

紳仙沼附近

紳仙沼附近アカエゾマツ林綾

添原系アカエゾマツ林〈石狩園大雪山愛山i実上部〉

高 居 林(雲井ケ原〉

中 暦 林〈雲井ケ原〉

低 暦 林〈雲井ケ原〉

松.11山圏

雲井ケ原

霧ヶ原

添原系アカエゾマツ林〈釧路園上尾腕〉

アカエゾマヅーキタヨシーエゾイソツツジ群

アカエゾマヅースゲ翼手

アカエ〆γ ツーヤマドリぜンマイ群

滋原系アカエゾマツ"*く天溜繭北大演習林中峯平〉

低暦林

高層林

滋原系ア力エゾマツ林〔錫11路園風斜路湯)11)

アカエゾマツ下のハヒマツ

模原概観

添原系アカエゾマ少林〈娘室岡1酎艮猪〉

流1日干のアカエゾマツ林

アカエゾマツーミグパセウ群

蛇紋岩地系アカ z ゾマツ林 C北大演習林〕

アカエゾマヅーウリウザサ群(北大雨認演ず林〉

アカエゾマツ-Z-ゾミヤマザサ群 f北大夫塑演習体綾熊林道〉

蛇紋岩崩壊地附近アカエゾマツ下のノ、ヒマツ(北大天堕演習林;(7・ロマツポ口〉

アカ z ゾマツ林(北大天醸演習林ヌプロマツポロ支流〉

蛇紋岩地系アカエゾマツ林

石狩風雨龍白鳥山上部のアカエゾマツ林

北大天躍演習林ヌァ・ロマヅポロ本読のアカエゾマツ林

(1鈎〉



第一図版樺太亜庭湾東岸地帯のアカzゾマツ林(北限地稽〉

第一闘 遠淵湖アカエゾマツ林

第二闘 何日川アカエゾマツ林



第二闘版樺太亙庭湾西岸地帯のアカエゾマツ(北限地帯〉

第一間 留多加附近のアカエグマツ

第二岡 江之浦附近のアカエゾマツ



第三岡版 後志図岩尾登山塊のアカエゾマツ林の景観(西南限地帯〉

第一同紳仙沼附近

h 

第二闘 紳仙沼附近アカエゾマツ林縁



第四図版 滋原系アカエゾマツ林(石狩園大雲山愛山渓上部〉

第一国 高 居林 C雲井ケ原〉 第二闘中居林 (雲井ケ原〉

第三岡低居林 〔雲井ケ原〉 第四闘松 仙 図

第五圏 雲 井ケ原 第六闘霧 ヶ 原



第五岡版滋原系アカエゾマツ林(釘l路閤上尾幌〉

第一岡 アカエゾマツーキタヨシーエゾイソツツジ君事

第二国アカエゾマツースグ群 第三岡アカエゾマツーヤマド Pゼンマイ群



第久闘版 滋原系アカエゾマツ林(天盛岡北大演習林中主息子〉

第一闘 低 h量 林

第二闘 高 居 A本



第七周版滋原系アカエゾマツ林〈釧路園周斜路湯川〉

第一周 アカエゾマツ下のハヒマツ

第二闘湯川l 漁原紙観



第八箇l版滋原系アカエゾマツ林(根室園温根康〉

• 

第一闘 流畔のアカエゾマツ林

。

第二岡11'3，アカエゾマツーミヅパセウ群



〈日1)

第十ー阻版

第ー圏

第ニ圃

第十三岡版

第ー圏

第 Z 圃

第十三園版

第ー圏

第三圏

第十霞圃版

第ー圏

第ニ聞

、
火山灰型軽油系アカエゾマツ林(IJ)書振図樽前山〉

アカエゾマツ林下のアスヒカグラ

アカエゾマツ林下のオホウメカ・ササウ

火山灰熊地系アカエゾマツ林(臓援園樽前山〉

アカエゾ可ツ林綾のエゾイ Yツツジ

アカエゾマヅ複暦林

火山灰棟地系及語草原系アカエゾマツ林(釧路園風斜路地滑〉

キン A トー附況のアカエゾマツ林(火山灰機地系〉

屈斜路湖東北岸のアカエゾマツ林(混原系〉

火山灰E築地系アカエゾマツ林(釧路周屈斜路火口原〉

屈斜路火口lJl':帯状極 liii)地結

豚斜路火口尿帯状i.:1(v)地駄

第三園 タチマンネンスギ C腐斜路火口原帯状医 (iii)地織〉

第四聞.マbグルサウ(釧路園川湯アカエゾマツ林〉

第十五個版 火山灰線地系アカエゾマツ林(釧路園川湯〉

第ー厨 )11湯アカ :r:./"?ツ林

第三園 アカエゾマツ根系の分布闘 ()!I湯アカエゾマツ林供賦木c貌〕

第十六阻版 火山灰機地系アカェゾyマツ林 (~II路闘)11湯〉

jO-回

第=園

第三圏

第四園

第十七園版

第ー圏

第ニ圏

第三圃

第十八屈服

第ー圏

第ニ圏

第三圏

第四圏

第十九回版

第一圃

第ニ圏

第三圏

第四圏

第二十回版

第ー聞

第ニ闘

アカエゾマツ林下のゴぜンタチパナ

アカエゾマツ林下のヤマド Pぜンマイ

アカエゾマツ林冠聞

アカエゾマツ林畿のアイ R ミヤコサザ

火山灰燦地帯系アカエゾマツ林〔上画)と岩機地系アカエ〆マツ林〔下園〉

~11li'書園阿寒溢川のアカエゾマツ林

路振鼠昆f.f別のアカエゾマツ林

膿振i調主主狗ニ別のアカエゾマツ

砂丘系アカエゾマツ林 L根室園春図岱〕

第二砂丘東械のアカエゾマツ

第二砂丘中央のアカエ ゾマツ枯損木

第三前砂丘のアカエゾマツ林

第三前砂丘アカエゾマヅの異型

砂丘系アカエゾマツ林(根室圃春闘岱〉

第三砂丘 (B)方形匝附主主

第三砂丘の低潟地

第四砂丘 (A)方形医附近

第四砂Eアカエゾマツ林下の"?bYノレサウ

Ul火跡地系アカ子ゾマツ株ぐ北見属木禽岳〉

アカエゾマツーエゾマツ幼齢抹

アカエゾマツの高層林と幼齢林



第九闘版蛇紋岩地系アカエメマツ林〈北大演習林〉

第一周 アカエ〆マツーウリウザサ軍事

(北大雨混演習株〕

第三岡蛇紋岩崩壊地~fi近アカエゾマツ

下のノ、 bマツ〈北大天盟演習林〕

第二闘 アカエゾマツーエゾミヤマザサ静

〈北大天磁波哲林綾!l~林道〉

第四回 アカエゾマツ林(北大天強演

宮林ヌプロマツポロ支流)



.ゐ

第十周版蛇紋岩地系アカエ Ý~ ツ林

第一国石狩図雨龍白鳥山上部のアカ:r.;1マツ林 第二国北大天盤演習林ヌプロマツポロ本流のアカエメマツ林



第十一闘版 火山友軍農地系アカエゾマツ林(路振図樽前山)

• 

第一闘 アカエゾマツ林下のアスヒカヅラ

則@

第二回 アカエゾマツ林下のオホウメガササウ



第十二闘版 火山友疎地系アカエゾマツ林(謄娠図樽前山〉

‘e 

通

第一闘 アカエゾマツ林像のエゾイソツツジ

、，

。

第二闘 アカエゾマツ複居林
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第十四園版 火山次磯地系アカエゾマツ林(釧路図屈斜路火口原〉

第 一 凶 屈斜路火口原都欣医〔出〕地鮪 第二園 屈斜路火口原裕iU¥匡 (vJ地黒占

第三回 タチマンネンスギ 第四闘 マヒヅルサウ
(風斜路火口原帯状匹(iiiJー地黙) (銀IJ~告園川湯アカエゾマツ祢〉



、

骨

平

第十五岡版 火山次雇農地系アカエゾマツ林(釧路図川湯〉

第一 回l 川湯アカエゾマツ林

第 二 郎l アカエゾマツ根系の分布!到

(川正易アカエゾマツ林供試木C覇軍〉



第十六闘版火山友疎地系アカエゾマツ林〈釧路図111湯〉

-圃

111' 

第一随 第二周

アカエゾマツ林下の ゴぜ ンタナパナ アカエゾマツ株下のヤマド Pぜンマイ

6 

崎 、!ド ー 守、

第 三園 第四闘

アカエゾマツ 林冠圃 アカェ〆マツ林縁由アイヌミヤコザザ



第十七回版 火山次磯地系アカエゾマツ林(上園〉と岩礁地系アカエグマツ林〈下圃〉

d' 

第一岡 jJI路図阿寒溢川のアヵzグマツ林

4 

第 二 闘路振園民狩別のア カエゾマツ林 第 三 国目居振闘iiI，狩別のアカエ ゾマツ



ε 司p

第十八国版砂丘系アカエゾマツ林〈根室閤春闘岱〉

第一凶 第二砂丘東端のアカェメマツ 第二岡 第二砂丘中央のアカエゾマツ花損木

♂ー

第三国 第三前砂丘のアカエゾマツ林 第四国 第三前砂丘アカzゾマツの異型



司;;-‘

第十九図版砂丘系アカエゾマツ林根室民春図岱

第一闘 第三砂丘CsJ方形区附近 第二岡 第三砂丘の低滋地

第三国 第四砂丘CAJ方形匡附近 第四国 第四砂丘アカエ ゾマツ林下回マヒグt jl-世



第二十周版 山火跡地系アカエゾマツ林(北見樋木禽岳〉

f 

第一闘 アカエゾマツーエゾマツ幼紛林

F 

第二周 アカエゾマツの高居林と幼鈴林


